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序

この調査報告書は，佐賀県教育委員会が水資源開発公団の委託を

受けて，昭和56年度から実施している筑後川下流用水事業に伴う埋

蔵文化財発掘調査の記録の一部であります。

今回の報告は，昭和56年度から昭和58年度までに発掘調査を実施

した神埼郡神埼町所在の野田遺跡、-川寄吉原遺跡・尾崎土生遺跡の

3遺跡、であります。これらの遺跡からは，主に弥生時代から平安時

代にかけての集落跡・墳墓が検出され，多数の遺物が出土しており，

古代史を知る上で重要な資料となります。

ここに発掘調査報告書を刊行し，学術資料として，また重要な文

化財を大切に保存してゆくための資料として役立てていただければ

幸いと思います。

なお，発刊にあたり，調査に御協力いただきました地元の方々を

はじめ，関係各位に心から感謝申し上げます。

昭和60年 3月

佐賀県教育委員会

教育長志岐 常文



一一一一口例

昭和56年度から昭和58年度にかけて1 .本書は筑後川下流用水事業に伴う事前調査のうち，

発掘調査を行なった神埼郡神埼町所在の野田遺跡・川寄吉原遺跡・尾崎土生遺跡の調査報

告書である。

水資源開発公団の委託事業として佐賀県教育委員会が実施した。2.発掘調査は，

および地元の方々の協力を得発掘調査にあたっては，神埼町教育委員会・土地改良課，

た。

3 

N-3を古庄秀樹が，他を森田孝士、が担当した。II-1を木下巧が，4.本書の執筆は，

佐賀県文化財資料室および神埼発掘調査事務所で5.遺物実測・整図・報告書作成作業は，

おこなった。

0遺物整理………梅野澄子・古賀安子・中島美須三・中村三千代・樋口管子・三好文子

O 遺物実iWJ.....…・青木瑞校・神田浩子・野口百合子・馬場美奈子・平川朋子・松永節子

武藤直子・古庄秀樹

0整図...・H ・H ・H ・..青木瑞枝・貞包洋子・六回育子

0遺物写真撮影…原口定・古賀栄子

6.本書の編集は，調査員および種浦加代子の協力を得て森田孝志が担当した。

例凡

SE:井戸SK:土壌，SB:竪穴住居跡・掘立柱建物跡，1 .遺構番号は一連番号を付し，

P:柱穴の分類記号を用いた。SD:溝跡，SA:概列，跡，

川寄吉原遺跡および尾崎土生遺跡の遺構番号の100の位は調査区を表わし，川寄吉原、遺

跡-1:II区・ III区，尾崎土生遺跡一1: 11区・ 2: 12区・ 3:13区・ 4: 14区である。

2.挿図中の方位は一部 (M.Nと表示)を除いてすべて磁北である。

資料の保管については168頁(図版49の裏頁)に記載している。3 
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I 立地と環境



員十一一γ ナ一一
Fig 1 野田遺跡・川寄吉原遺跡・尾崎土生遺跡周辺の地形と主な遺跡

野 回 遺 跡 弥生時代~鎌倉時代，集落跡・墳墓 16 四本黒木遺跡 弥生時代墳墓(支石墓)

2 川寄吉原遺跡 弥生時代集落跡 17 平 山 遺 跡、 弥生時代墳墓

3 尾崎土生遺跡 弥生時代~室町時代集落跡 18 岩田丸山古墳 前方後円墳

4 4じ 方 遺 跡 縄文時代~古噴時代遺物散布地 19 山崎古墳群 円墳・横穴式石室

5 自の尺池底遺跡 縄文時代遺物散布地 20 子 古 墳 前方後阿墳

6 八子三本黒木・四本黒木遺跡 旧石器時代~室町時代遺物散布地 21 天神尾古墳群 円墳・横穴式石室

7 尾崎西分遺跡 弥生時代~江戸H寺代集落跡 22 寺山古墳群 円墳・横穴式石室

8 尾崎利回遺跡 弥生時代~室町時代集落跡・墳墓 23 平山古墳群 円墳・横穴式石室

9 川寄若宮遺跡 弥生時代~古墳H寺代集落跡・墳墓 24 自の尺池古墳群 円墳・竪穴系横口武石室

10 伏部大石遺跡 弥生時代墳墓(支石墓) 25 田上神社古墳 円墳・横穴式石室

11 こだかじま遺跡 弥生時代集落跡・墳墓 26 帯限山神能石 古墳時代~奈良時代神能石

12 利回柳遺跡群 弥生時代集落跡・墳墓 27 日の限焼跡 奈良・平安時代蜂跡、推定地

13 原の前遺跡 弥生時代墳墓 28 横大路城跡 室町時代山城跡

14 青島 谷 遺 跡、 弥生時代~古墳時代墳墓 29 横 武 城 跡、 室町時代館跡

15 土善寺遺跡・古墳群 弥生時代~古墳時代墳墓

- 2 



I 立地 と環境

1 .自然的環境

神埼町は佐貨県の東部に位置し，東は東脊振村・三田川町，西は佐賀市と接している。町の

北部は脊振山系が東西方向に連なる。この脊振山系の大高山(515.9m)，土高山 (430m)の南

側に城山・日の限山・早稲限山などの標高150-200m程の小高い山々が連なっている。町の東

側は舌状の低丘陵(洪積台地)である吉野ケ里丘陵が南北にのびており，東脊振村・三田川町

との境界になっている。また町の中央は脊振山系に源を発する城原(JlIが南流し，有明海に注い

でいる。

2.歴史的環境

神埼町周辺には，北部の山麓地帝から南部の平野部にかけて多くの遺跡が存在している。特

に城山・日の限山・早稲限山の山麓から城原川西側の水田部にかけては遺跡の密集地帯で，旧

石器時代から江戸時代にかけての多数の遺跡が確認されている。

縄文時代の遺跡は，城山・日の|波山・早稲限山の山麓部に早期-11免Wlの遺物散布地が存右し，

j'I'J¥'j文土器・曽.r.1H式土昔話・ li"Ji!肖式ゴ保・北久似山式土昔i初、保集されている内

弥生時代以降の遺跡は山麓部から平野部にかけて広大な範囲に多数分布している。四本黒木

遺跡・伏部大石遺跡・原、の前遺跡、.手IJ田柳遺跡は墳墓跡で支石墓・裂棺墓・土岐墓・祭市E土績

が検出されている。利回初1I遺跡・尾崎土生遺跡、 (3区) ・川寄吉原遺跡は集落跡で，手IJ回柳遺

跡・川寄吉原、遺跡からは中期~後期の掘立柱建物跡、が，尾崎土生遺跡 (3区)からは中期~後

期の竪穴住居跡・掘立柱建物跡が検出されている。

古墳時代の遺跡は，平野部の集落跡と山麓の古境があり，前者のうち尾崎利回遺跡・尾崎土

生遺跡、からは 5-6世紀代の竪穴住居跡や摘立柱建物跡・井戸跡・溝等が検出されている。古

墳には岩田丸山古墳・ 二子古墳の前方後円墳や，天神尾古墳群・日の尺池古墳群・山崎古墳群

などの群集墳がみられる。群集墳は，ほとんとーが小規模な横穴式石室を内部主体にもつ円墳で

あるが， 日の尺池古墳群のように竪穴系横口式石室を内部主体にもつものもみられる。

奈良時代~鎌倉H寺代の遺跡、は，野田遺跡・尾崎利回遺跡などの集落跡，帯神山神能石，峰跡

推定地である日の限熔湖、がある。横大路城・検武城は室町時代の山城・館跡である。

条里制は平野部のほぼ全域にわたり施行されており，石井ケ里・凹道ケ里・平ケ里などの地

名が残っている。平安時代には勅旨回が設定され，さらに皇室領の荘園「神埼荘」として鎌倉

・室町11寺代にかけて似統し， 日宋貿易の拠点でもあった。また延喜道の遺構が川寄吉原遺跡の

北側にみられる。

3 -



参考文献

佐賀県史編纂委員会 『佐賀県史』上巻 1978年

神埼町史編纂委員会 『神埼町史 1978年

瀬野精一郎『肥前国神埼荘史料 1975年 吉川弘文館

註

1 .北方遺跡から押型文土器，城原遺跡から北久根山式土器，唐香原遺跡から阿高系土器が出土している。

2.佐賀県数育委員会「四本黒木遺跡発摘調査報告書 1972年

3. 1983年度佐賀県教育委員会が調査

4. 1985年度佐賀県教育委員会が調査

5.岩永政博「利回柳遺跡III区」 神埼町教育委員会 1980年

6.天本洋一「川寄吉原遺跡」 佐賀県文化財調査報告書第61集 1981年

7.八尋実「尾崎土生遺跡JW佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財調査報告書IJ 佐~t県教育委員会

1983年

8. 佐Jf~t大学考古学研究クラブ 「岩田丸山首Îî方後円境 1983年

9.中島直幸「山崎古墳」神崎町教育委員会 1979年

- 4 



I1 発掘調査の経過



II 発掘調査の経過

1.調査にいたる経過

(1) 昭和53年10月，佐賀県教育委員会は九州農政局筑後川下流農業水利事業所長から「佐

賀東部導水路jの路線内の文化財分布調査の依頼を受けた。

県教育委員会文化課は導水路の受益地域が26市町村ていあり，埋蔵文化財が市町村境を越えて

広域にわたるため，文化財調査の円滑化を計るために文化課文化財調査第 2係をこれの担当と

し， 翌年 2月路線延長18kmについて踏査を行なった。その結果，延長12kmについて埋蔵文化財

の存在が予知される旨を同事業所に回答した。

昭和54年10月， 埋蔵文化財の発掘調査費の負担について同事務所・水資源開発公団・県農地

整備課および文化課は「水資源開発公団の全額負担Jということで合意した。

昭和56年 l月，同公団から昭和56年度からの発掘調査を受ける。文化課は昭和56年度当初予算

に「佐賀東部導水路内文化財調査費jとして計上した。

また，調査の進め方は同路線内の文化財確認調査を実施して遺跡の範囲等を明確にする。そ

の結果を踏まえて発掘調査計画を立てることとした。

昭和56年 6月，同公団は調査費の内「受益者負担分」については昭和57年度以降は文化財保

護担当部局で負担する。また，昭和56年度の調査費については全額同公団負担とする旨申し入

れがあった。

以来，同公団・県農地整備課・県文化課および文化庁とも協議を繰り返した結果「佐賀東部

導水路事業も昭和50年農林省と文化庁の『覚書』にそった方向一一公団事業分と文化庁の補助

事業分に調査域を分割して発掘調査を実施するJr文化課で対応する受益者負担分は調査費の
15%を目途とする」ことで合意に達した。同年11月のことであった。

( 2 ) 第l年次これを受けて昭和56年12月，水資源公団筑後川下流用水建設所長山内一郎は

佐賀県知事香月熊雄と同導水路線内の神崎町所在の野田東部遺跡(l，600m')の発掘調査につい

て委託契約書を交換したのである。契約金1，000万円。

( 3 ) 第2年次昭和57年4月，水資源開発公団筑後川下流用水建設所長山内一郎は，佐賀県

知事香月熊雄と佐賀東部導水路の神崎町所在野田遺跡、(1.200m')・川寄吉原遺跡 (800m')，大

詫間幹線に係る文化財調査について委託契約書を交換した。契約金1，500万円。

( 4 ) 第3年次昭和58年4月，水資源開発公団筑後川下流用水事業所長山内一郎は，佐賀県

知事香月熊雄と佐賀東部導水路線内の神埼町所在尾崎土生遺跡(1，140m') ・大詫間幹線につ

いての発掘調査について委託契約を交換した。契約金1，300万円。
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2.調査組織

調査主体

佐賀県教育委員会

事務局

局長 藤山 厳 文化課課長(昭和56・57年度)

中島信行 11 (昭和58年度)

北村一義 11 (昭和59年度)

次長 川久保松広 文化課課長補佐(昭和56年度)

山田陸三 H 

高島忠平 11 

庶務 中野安正 文化課庶務係長(昭和56年-58年)

会計 菊池文夫 11 (昭和59年度)

山下行夫 文化課庶務係主査

山口 勝 文化課庶務係主事(昭和57・58年度)

野口茂実 11 (昭和56年度)

森由起子 11 (昭和56年度)

東英明 H (昭和57-59年度)

井原裕子 H (昭和57-59年度)

調査員

調査主任木下巧文化課文化財調査第 2係係長

調査員天本洋一

岩永政博

藤井信幸

蒲原宏行

森田孝志

種浦修

古庄秀樹

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

文化財保護主事

指導主事(昭和56年度現・伊万里高等学校教諭)

指導主事(昭和58年度現・唐津工業高等学校教諭)

指導主事

嘱託(現・文化財保護主事)

(昭和57年度 現 ・諸富町教育委員会)

(昭和58・59年度現・小城町教育委員会)

調査補助 山口繁・大坪正登 ・六回育子

発掘作業員

伊藤静子 岩石7 ツ 岡笑子 川頭久美川j良としえ瓦博子 木塚とらぐい古Yi安子 小林スマ子
小測富代財静子境友枝坂口サチ子 佐藤シゲ子 佐藤ツナ子 佐藤信子 佐藤春子志岐房子

上滝シヅエ園田ツタ 多伊良スナヨ 多伊良信子高島キヌ子 手塚君枝手塚テル手塚トシ子

手塚ミサ子 手塚美千代中島茂子中埜スギヨ 中村三千代原ヤス子 原口八重子 福井ツタエ

船津アキ子 前回スエ増田栄光吉ミス諸氷光枝八戸野ユクエ柳川久美子 柳川チヨ

山口なつ子山崎久江綿島キミエ綿島ノブ子 綿島春代

調査協力

水資源開発公団・県農林部・中部農林事務所 ・神埼町教育委員会 ・神埼町土地改良課

神埼町竹地区 ・神埼町尾崎土生地区
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3.調査の経過

〈昭和56年度〉

野田遺跡8区・ 9区

昭和57年 1月29日より発掘調査を開始する。

8区西側から掘削機により表土刺ぎを始める。

表土剥ぎ終了後，遺構検出作業を行ない多数の

遺構を検出した。調査区西側には遺構が密集し

ており，古墳時代・奈良時代・平安時代の竪穴住

居跡・掘立柱建物跡・土墳・井戸跡 ・柱穴 ・溝 Fig 2掘削機による表土剥ぎ(尾崎土生遺跡11区)

跡がみられた。これらの遺構を2月上旬から中旬

にかけて掘り下げ，遺構個別実j則・写真撮影・

遺物取り上げを行なった。調査区東側には弥生

時代の婆棺墓 ・祭最E土境 ・古墳時代の掘立柱建

物跡がみられた。これらの遺構を 2月下旬から

掘り下げ 3月中旬までに遺精の掘り下げ遺構

個別実測・写真撮影・遺物取り上げを終了し，

3月下旬にクレーン車による遺構全体の写真iHIJ

量を行なった。 3月26日に8区 .9区の発掘調査

を終了する。発掘調査と併行して出土遺物の整

理作業(水洗い ・乾燥 ・誌記・選別)を神埼発

掘調査事務所において行なった。

野田遺跡8区・ 9区の発掘調査と併行して 2

月中旬から下旬にかけて，掘削機により川寄吉

--~圃哩血調書為 』幅拡 J山静直a叫高薗掴皮切

骨ー-ー::::::=-.--==--甲信ー-

Fig 3 遺構検出作業(尾崎土生遺跡12区)

原遺跡II区の表土剥ぎを行なう 。 Fig4 遺構の掘り下げ(野田遺跡8区)

〈昭和57年度〉

野田遺跡10・11区

昭和57年度4月22日より発掘調査を開始する。

昨年度調査を終了した9区東側に隣接する 10区

西側より遺精検出を始める。 10区は遺構の密度

が疎らで，西側は時期不明のj馨跡がみられるのみ Fig 5 遺構の掘り下げ・(川寄吉原遺跡)

であった。東側からは弥生時代の土岐が検出さ
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れた。 5月下旬にかけてこれらの遺構を掘り下

げ 5月下旬に遺構実損IJ・写真撮影 ・遺物取り

上げを行なった。 5月下旬からII区の遺構検出

を始め，弥生時代の土墳 ・溝跡を検出した。 6

月上旬にかけてこれらの遺構の掘り下げ，遺構

実測 ・写真撮影 ・遺物の取り上げそ行ない 6

月7日に発掘調査を終了した。

川寄吉原遺跡II区

昭和57年6月8日より発掘調査を開始する。

1Il区より遺構検出を始め，弥生時代の遺物包含

層と井戸跡を検出する。 6月上旬に1Il区の調査

を終了。 6月上旬~中旬にII区の遺構検出を行

ない弥生時代の土壌・柱穴 ・遺物包含層を検出

する。梅雨期間中は発掘作業を中断する。 7月

下旬から 8月下旬にかけて遺物包含層を掘り下

げ杭列を検出する。多量の土器とともに大足 ・

杭等の木器や銅織が出土する。 8月中旬から遺

構の掘り下げを始め 8月下旬から 9月上旬に

かけて遺構実測 ・写真撮影 ・遺物取り上げを行

ない 9月6日に発掘調査を終了する。

尾崎土生遺跡11区

昭和58年 1月26日より発掘調査を開始する。

掘削機により表土を剥ぎ，その後 2月上旬に

かけて遺構検出を行なった。調査区の全面にわ

たり古墳時代~鎌倉時代の掘立柱建物跡 ・土墳

・井戸跡 ・柱穴 ・溝跡を検出。 2月中旬から 3

月上旬にかけてこれら遺構の掘り下げを行なう C

3 月上旬~下旬に遺構写真撮影 ・ 遺構実ì~IJ .遺

物取り上げを行ない 3月25日に発掘調査を終

了した。

Fig 6 遺構の掘り下げ(尾崎土生遺跡14区)

Fig 7 遺精の掘り下げ、(尾崎土生遺跡12区)

昨年度にひきつぎ昭和57年4月1日より神埼 Fig 9 遺構の掘り下げ(尾崎土生遺跡14区)

発掘調査事務所において野田遺跡、8-11区の遺

物盤理作業(水洗い ・乾燥・選別 ・註記・接合 ・
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復元)を開始する。 6月下旬からは川寄吉原遺

跡II区の遺物，昭和58年 1月からは尾崎土生遺

跡11区の遺物を加え，発掘調査を併行して，こ

れらの遺物整理作業を昭和58年3月31日まで行

なった。

〈昭和58年度〉

尾崎土生遺跡12・13・14区

13区は昭和58年4月20日より発掘調査を開始

する。掘削機による表土剥ぎの後，遺構検出を

行なう。 5月上旬までに鎌倉~室町時代の土横

溝跡・柱穴を検出した。これらの遺構を 5月中

句から下旬にかけて掘り下げる。 6月上旬から

中旬にかけて遺構写真撮影・遺構実iHIJ遺物取り

Fig 10遺構実iQIJ(尾崎土生遺跡12灰)

亀

上げを行ない 6月15日に発掘調査を終了した。 Fig11遺物整理(神埼発掘調査事務所)

14区は 8月1日より発掘調査を開始する。掘

削機による表土剥ぎ後 8月上旬まで遺構検出

を行なう。 14区は遺構の密度が疎らで，弥生時代

の土1成古墳時代の土墳・溝跡が検出された。

これら遺構を 8月中旬から 9月上旬にかけて掘

り下げる。 9月上旬から中旬にかけて遺構実測

-写真撮影・遺物取り上げを行ない 9月14日

に発掘調査を終了した。

12区は 9月26日より発掘調査を開始する。掘

削機による表土剥ぎ後，遺構検出を行ない古墳

時代~平安時代の土壊・柱穴を検出する。 10月

上旬から中旬にかけて遺構の掘り下げを行なう。

10月中旬から下旬にかけて遺構実測・写真撮影

・遺物取り上げを行ない， 10月27日に発掘調査

.....a:. 
Fig 12図面整理・製図(神埼発掘調査事務所)

を終了する。 Fig13遺物実例IJ(文化財資料室)

司

昭和58年 4月より 11区および確認調査出土遺物の整理作業を開始する。遺物整理作業は発掘

調査を併行して行ない 6月からは13区， 10月からは12・14区の遺物も加えて，昭和59年 3月31

日まで行なった。
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野 田 遺 跡、

1 .遺跡の概要

野田遺跡は佐賀県神埼郡神埼町大字竹に所在する。遺跡は， 自の隈山南方の，城原川により

形成された標高8-10mの扇状地上に立地し ている。 遺跡は東西1km以上，南北500m以上の

大規模なもので，主に弥生時代から鎌倉時代にかけて営まれている。今回の調査では導水路予

定地を，水路および道路を境にして西から 8区・ 9区.10区・11区とした。 このうち 8区-10区

の北側を，県営圃場整備事業に伴い昭和53年度に，県教育委員会が発掘調査を行なってお り，

弥生時代から平安時代にかけての多数の遺構が検出され、遺物が出土している。昭和53年度に

調査を行なった地区 (1区-VII区)は水路予定地で，このうち I区の南側の東西に走る水路部

公め約210mが今回報告する8区-10区と道路を挟んで平行する。I区-VII区の主な検出遺構お

よび出土遺物はTab.1に記している。

8区-11区から検出された遺構は，弥生時代から鎌倉時代にかけてのものである。8区は遺

構の密度が濃く，古墳時代の竪穴住居跡l軒 ・土壌4基 ・掘立柱建物跡3棟， 平安時代の掘立

柱建物跡13棟・柵列 5亨IJ.井戸跡5基 ・土域 2基・溝跡4条 ・柱穴多数， 江戸時代以降の溝跡

7条を検出した。9区からは弥生時代の土墳2基 ・妥結墓6基，古墳時代の掘立柱建物跡7棟

・棚列 271J.溝跡2条， 平安時代の溝跡l条が検出されている。10区は遺構が疎らで弥生時代

の土墳 8基 ・時期不明の溝跡4条・ 柱穴を検出したにすぎない。11区からは弥生時代の土墳2

基，柱穴が検出されている。

Tab 1野田遺跡I区-VII区(昭和53・54年度調査)の遺構・遺物
区 検 出 遺 構 出 土 遺 物 {庸 考

I 区 弥生時代 現棺基 3基 磨製石 盤

土 揖
古墳時代 ~ 跡 l晶 土師器(痩) ・須恵 器(華麗 杯)

手づ くね土器 ー曲物ー加工 木村

平安時代 州立~1 瞳物跡 14棟 土師器(襲・梢杯・カマド} ・黒色土 器 須恵器に「井」の字を組~J したもの
井戸跡 z基 須 1恵器(寝・椀円面硯) が 1点. 哩書のあるものが l，r#f.，みら

土 晴 一一32基 青磁(越州南呆} ・白磁碗 tL '-'. 
構 跡一一一19条 ヒョウタン製容器 ・滑石 制品{鍋・分嗣)

ロ 区 抗生時代 土 構 1基 土器(褒)

古境時代 溝 跡一一- 2条 土問縛(費)

平安時代 土 摘 1基 土師器 (再)

時期不明 土 捕一一一15基

却車 跡 12条

01 区 弥生時代 寝棺基一一一 l基
平安時代 土 捕 9基

相陣 跡一一-14条
IV 区 弥生時代 土 摘 6基 土器(喪 ・登)

時期不明 土 摘 2基

t韓 跡 z基
V 区 平安時代 井 戸 跡一一一 1基 土師器(襲輯) 鳳色 土 器

土 摘ー- 8基

調車 跡一一一 2条

VI 区 平安時代 土 摘 4基
調車 跡一一一5条

咽 区 時期不明 土 靖 z基
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2.遺構

検出された遺構は主に弥生時代から平安時代にかけてのもので，喜美棺墓・竪穴住居跡・掘立

柱建物跡・土墳・井戸跡・溝跡・柱穴がみられる。遺構は 8区-11区のほぽ全域に広がっており，

特に 8区に密集している。

(1)弥生時代の遺構

9区東側・ 10区東側・ 11区から土墳10基，委棺墓6基が検出されている。

土塙

5 K059土塙 (Fig.16. PL4-1) 

9区東側， S J 056嚢棺墓の東側に位置する。上部を削平されており残存状態は良くない。

平面形は不整形で長さ2.24m，幅1.9-2.3m，壁は斜めに立ち上がり，深さ0.06-0.23m。床は南

側が二段になっている。埋土は黒褐色土で，遺物は埋土より壷・費・高杯の破片が出土した。

この土墳は嚢棺墓群に隣接していることや出土遺物より祭杷土墳と考えられる。

SK097土塙 (PL.4-2)

10区東側， S K 099土墳の南西に位置する。平面は不整形で上部を削平されており残存状況

は良くない。長さ 0.9m，幅0.88m，深き0.09m。壁は傾斜して立ち上がる。埋土は黒色土で，

遺物は床面に貼りついた状態で裂が出土した。

三3午
L.8.00m 。 1m 

さ忌子一一一一¥; T= 
Fig 17 SK099土横実測図

。 1m 

Fig 16 SK059 土墳実視IJ図
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SK099土塙 (Fig.17，PL.4-3) 

10区東側に位置する。平面形は円形で，径1.2 -1. 25cm，壁は斜めに立ち上がり特に西側は急

角度である。深さ0.52m。埋土は 4つに分かれl層は厚さ約20cmの黒色土 2層は厚き約15cm

の暗灰色土 3層は厚さ数cmの木の葉・校などの植物遺体を多く含む褐色土 4層は厚さ10

-15cmの灰黒色土である。遺物は 1層と 2層の間より査，・褒が出土した。

Tab 2 野田遺跡弥生時代土墳一覧表

規 模 (m) 
遺構番号 平面形 出土遺物 {庸 考

長 中高 深

S K058 不整形 1.34 1.14 0.19 褒小破片

S K059 不整形 2.24 1.90-2.30 0.23 壷・婆・高杯 祭肥土壌

S K095 不整形 1. 70 I目10 0.18 褒・壷

S K096 楕円形 1.40 0.7以上 0.06 壷

S K097 不整形 0.9 0.88 0.09 褒

S K099 円形 1.25 1.20 0.52 壷・褒

S K100 楕円形 1.40 0.98 0.25 喜望小破片

S K101 楕円形 1.45 1.20 0.17 

S K102 不整形 2.1以上 1.1以上 0.14 鉢

S K104 1.2以上 (1.30) 0.42 Z聖

.棺墓

SJ052聾棺墓 (Fig.18，PL.4-4) 

9区東傾U. SJ053費棺墓の西側に位置する。接口式の小児用複式棺である。上部を削平され

ており上衰の一部と下衰の約半分程残っている。

墓績は平面が楕円形で，残存部で長さ0.82m，幅

0.51 m，深さ0.16m。棺は上襲・下喪とも衰を用

い傾斜角29。で浬置している。

SJ053聾棺墓 (Fig.19，PL.4-5) 

9区東側， S J 052察棺墓の東側に位置する成

人用の複式棺と考えられるが上部の削平が著しく

棺はすべて抜き取られている。墓境は平面が楕円

形で，残存部で長さ1.23m，幅0.66m，深さ0.16

m。棺は全〈残つてないが，抜き跡より推定して，

上費に鉢，下棄に襲を用いて傾斜角約12・で埋置

していたと考えられる。

SJ054聾棺墓 (Fig.20，PL.4-ti) 

9区東側. SK058土墳の西側に位置する接口

式の成人用複式棺である。上部が削平され，棺は

F
h
u
 

〆⑪-
L.8.20m 

二二さえ'j，.vr三正=

o 1m 

Fi g 18 S J 052喪喪棺墓実測図

L.8.lOm 

。 1m 

Fig 19 S J 053 袈棺墓実測図



上衰の一部と下衰の約4分の lを残すのみである。

墓墳は平面が不整楕円形で，残存部で長さ1.98m， 

幅1003m，深さ0.17m。特は上妻に鉢，下嚢に大

衰を用いて，ほぽ水平に埋置している。上裂と下

衰の接口部には目張り粘土がみられる。

SJ055聾棺墓 (Fig.21，PL.4ー7)

9区東側， 8 J 053饗棺墓の東側に位置する接

口式の成人用複式棺である。上部の削平が著しし

棺は上褒一部と下衰の約4分の lを残すのみであ

る。墓墳は平面が楕円形で，残存部で長さ1.25m，

幅0.60m，深さ0.80m。棺は下褒に大衰を用いて，

ほぽ水平に埋置している。上襲は口縁部の一部し

か残っていないが鉢もしくは婆と思われる。上察

と下襲の接口部には目張り粘土がみられる。

SJ056聾棺墓 (Fig.22，PL.4-8) 

9区東側， 8K058土墳の東側に位置する覆口

式の成人用複式棺である。上部が削平きれている

が上衰の約2分の 1，下衰の約 3分の 2が残って

おり，今回調査をした察棺墓では最も残りが良い。 -((f
墓墳は平面が隅丸長方形に近<，長さ1・94m，幅 、
1.llm，深さ0.46m。墓墳の東側は 2段になって

おり，西壁は深行き 15cmの掘込みがあり下喪の底

部を挿入している。棺は上襲下裏とも大衰を用い

ており，上衰の口縁部は打ち欠いていた。傾斜角

7。で埋置しており，上喪と下嚢の隙間には目張り

粘土がみられる。

Tab 3 野田遺跡、弥生時代衰棺墓一覧表

L.8.20m 

三三塁ミ府三2ご=:""e?

o 1m 

Fig 20 8J054 裏棺墓実視IJ図

L.8.00m 
一~::J、

o 1m 

Fi g 21. 8 J 055褒棺墓実調IJ図

L.8. 20 m 

。 1m 

Fig 22 8 J 056 襲棺墓実iMIJ図

遺構番号 妥結型式
器形 墓機(同)

方位 傾斜 備 考
上・下 長 幅 I采

S J 052 複式相官・接口式 褒 .~提 0.82 0.51 0.16 N-49SーE 29. 小児棺

S J 053 1.23 0.66 0.16 N-53.-W 約12・(推定) .!J~械のみ

S J 054 複式相・桜口式 鉢 ・2提 1. 98 1.03 0.17 N-26S-W はぽ水平 目鋭り粘土あり

S J 055 複式棺・接口式 -幾 1.25 0.60 0.80 N-54. -W  ほぱ水平 上初は口線llI¥?>---$?l.み残存・目張り枯土}，I)

S J 056 綾式特・破口式 漢・生理 1. 94 1.11 0.46 N-66. -W 7. 上ガメは噌llsITち対・自慢1)世あり

S J 057 0.72 0.52 0.22 N-13. -E 中I';は小破"，のみ出土

戸

h
u



(2)古墳時代の遺構

8区 9区から竪穴住居跡 1基・掘立柱建物跡、8棟・土墳11基・溝跡2条・概列 2jlJおよび

柱穴が検出されている。

竪穴住居跡

58001竪穴住居跡 (Fig.23，PL. 5 -1 ) 

8区西端に位置し主軸をほぼ南北にとる O 南側を SD 003溝跡，北側を SK 005土績に切ら

れ、 また上部は著しい削平をうけ残存状況は良くない。 平田形は方形もしくは長方形と考え

られるが，西壁は削平により明らかでなL、。残存部で長さ5.56m，深さ0.04-0.06mである。

A-Dの4つの柱穴が主柱穴になる
~\\\ ~， ーェー←司、

可能性がある。南壁に;践して，長さ

1.44m， r幅100m，深さ0.3mのw;・蔵

穴を伴う。また南壁に長さ1.6m松

壁溝が残っていた。遺物は埋土から

土師器の小破片が数点、出土した。

掘立柱建物跡

58074建物跡(Fig.24，PL.5ー2)

9区中央官1¥に位置する l間x1間 o 
勺

念。
の東西悦建物跡である。棟方1"1をN

-73
0

-Wにとり桁行ね!日J2.5m，梁行

柱間2.4mを;WJる。柱穴は径32-46cm，

深さ32-40cmo 2仙lヵ、単1Ja:りで，他

の2il古|は約一の音1¥分を小さく抗i¥リ込む

二段1Jtt:りである 。造物は柱穴のだ[1.土

より土*Ifi総裂の破片がtL¥土している C

一一==-=v--一寸迂六土二二とむ

。
Fig 23 S B 0 0 1竪穴住居跡、実iWJ図

~ I 

58075建物跡(Fig.25，PL.5 -3) 

9区中央音1¥，S B 074建物跡の束1M1Jに位置する。

検出したのは 1間x1 間であるが，南の調企区外

に延び，南北棟で2111Jx 1 間の税f~になると考え

られる。棟方1111をN-31
0

-Eにとり， 桁行制問

1.8 m，梁行柱間 2.4mをiWJる。村.穴はすべて単

11:1: 1)で，径24-30cm，深さ26-32cm。造物はね穴

出土よリ ニ¥-.(:rli器材、の似ハヵ、出土している。

ヨZ

αコ
ド」

~ 
。
回孟孟孟孟孟孟

L.8.80m 

三三三Z

2m 

2m 

Fig 24 SB074州立柱建物跡実illiJ図
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58076建物跡 (Fig.26. P L. 5ー3)

9区中央部.S B 075建物跡の北東に位置する 2間X1聞の南北棟建物跡である。棟方向を

N-27"-Eにとり桁行2.8m， 梁行2.5mで桁行柱聞は1.4mの等間隔である。柱穴は径22-34

cm，深さ18-30cmで¥ 1個のみ二段掘りで，他はすべて単掘りである。遺物は柱穴の埋土から

土師器襲 ・杯の破片が出土した。

58077建物跡 (Fig.27. PL.6 -1 ) 

9区中央部， S B 076建物跡の東側に位置する 2問X2聞の総柱建物跡でSB 078建物跡と

1.8mの等間隔である。柱穴は径32-40cm，深さ16-

重複している。棟方向を N-39
0

-Eにとり，桁行3.8m，梁行3.6m。桁行柱間1.9m，梁行柱間

28cmで 1個のみ二段掘りで他はすべて単掘り で

ある。遺物は柱穴の埋土より 土師器裂の破片が出土

している。この建物跡は SB 078建物跡と重複して

おり， S B 078建物跡の建て直しの可能性がある。

58078建物跡 (Fig.28. PL.6ー 1) 

9区中央部，S B 076建物跡の東側に位置する l

間X1聞の建物跡で棟方向を N-39
0

-Eにと る。

SB077建物跡と重複している。桁行柱間・梁行柱間と

も2.8mの等間隔である。柱穴は径26-30cm，深さ26

-30cm， 1個のみ二段侃りで他は単tliliりである。

E
O
N
-

∞.J
 、
m
 

ハUヮ“QU
 
L
 

ヨ玉三 lL:三

。 2m 

Fig 26 SB076建物跡実iHlJ図

18 

、
戸∞・
M
O

ヨ
L.8. 20 m 

三宝 豆三

。 2m 

Fig 25 SB075建物fl-1F実iWJ図

、¥

。 O 

F
・∞
N
D

ヨ
L.8. 20 m 

二:::i..J '0"一 一 一十ベー介ー

。 2m 

Fig 27 SB077建物跡実iHlJ図



58081建物跡 (Fig.29，PL.6ー2)

9区東側， SB080建物跡の東側に位置する 1間X1聞の建物跡で，棟方向を N-3
0-wに

とる。桁行柱間，梁行柱間とも2.8mの等間隔で、ある。柱穴は径24-50cm，深さ19-25cmですべ

て単掘りである。遺物は出土していない。

、、

三王子

。

I 21 
αD 

J 

L.8. 20 m 

E三

Fig 28 SB078建物跡実iHlJ図

2m 

Tab4 野田遺跡古墳時代掘立柱建物跡一覧表

近隣番号 長 軸方位
規模 柱間 (m)

桁行×梁行 桁 行 梁行

S B040 N-74
0 -E 3 x 2以上 2.0 1.5 

S B074 N -73
0

-W 1 x 1 2.5 2.4 

S B075 N-31
0-E 1 x 1以上 1.8 2.4 

S B076 N-27"-E 2 x 1 1.4 2.5 

S B077 N-39
0

-E 2 x 2 1.9 1.8 

S B078 N-39
0

-E 1 x 1 2.8 2.8 

S B079 N-38
0 -E 1 X 1 2.8 2.8 

S B080 N-18
0-W 2 X 1 1.4・1.9 1.4 

S B081 N-3
0-W 1 X 1 2.8 2.8 

S B084 N -730-W 2 X 1 1.8・2.2 2.4 

S B085 N-21
0-E 1 X 1 2.5 2.4 

S B089 N-55
0 -E 1 X 1 2.0 1.8 

柵列

ーー・・E

=ヨコ
。

。jl
J 

2m 

Fig 29 SB081建物跡実視IJ図

総而縦
出土遺物 骨ii 考(m') 

土r.i!i総材、 総位建物跡、

6.0 土師ifi地t

4.32以上 土問i持杯

7.0 土師ift裂 ・杯

13.68 土師器製 総位建物跡

7.84 

7.84 土問i1模型E

9.24 土 mli 1*~~

7.84 

9.60 土師器官R 南11111にもつl聞広がり樹主
建物跡になる可自自主あり

6.0 

3.60 

9区中央部から棚列と考えられる柱穴の並びを 291J検出した。 SA090は SB074建物跡の

北西に 3個の柱穴が2mの等間隔でほほ南北に並んでいる。柱穴の径26-30cm，深さ 12-26cm

をil!lJる。 SA091はSB077建物跡の北側の桁に隣接して 3個の柱穴が2.3mの等間隔で並び，

さらに垂直に曲がり 2m間隔でもう一個の柱穴がみられる。柱穴の径26-35cm，深さ20-45

cmを社IIJる。この SA091はSB077建物跡を遮蔽する柵列と考えられる。

- 19 



土墳

SK005土塙 (Fig.30，PL.7-4) 

8区西端， S8038建物跡の北

L 8.80m 

側に位置する。上部の削平が著し

くまた北側を SE006井戸跡によ

り切られており，残存状況は良く

ない。平面形は不整楕円形で，長

さ2.72m，幅1.12-1.72m，深さ

0.19mをiRIJる。壁は傾斜して立ち

上がり ，床はほぼ水平で、ある。遺

物は北側の床面上から土師器袈 ・

甑・杯がまとまって出土した。

二=二、¥ 一一一一 ¥-一一

SK013土繍 (Fig.31，PL.7-5) 

8区西側， S8083建物跡の東側に位置

する。南側の一部を SD010溝跡により切

られている。平面形は楕円形で，長さ 1.66 

m，幅1.22m，深き0.18mを測る。壁は傾

斜して立ち上がり床はほぼ水平である。遺

物は床面および床面からやや浮いた状態で

土師器襲・杯 ・ミニチュア土器が出土した。

SK050土塙 (Fig.32，PL7-6) 

9区西側， S8074建物跡と SD073溝

跡の中間に位置する。上部の削平が著しく

残存状況は良くない。平面形はほぼ、円形で

径1.3-1.32m，深さ0.12mを測る。壁は急

角度に立ち上がり床は傾斜して東側が深い。

遺物は北側の床面から完形の須恵器杯が1

個体出土した。

。 1m 

Fig 30 SK005土横実相IJ図

L.8.80m 

三主ミーミ?--aa メ二

。 1m 

Fig 31 SK013土墳実測図

L.8.20m 

m一一一一¥と

。 1m 

Fig 32 SK050土横実iWJ図
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Tab 5 野田遺跡古墳時代土境一覧表

遺構番号 平面形
規 f美 (m) 

出 遺 物 イ蔚 考土
長 I隔 i!l<' 

S K005 不整形 2.72 1.12-1.72 0.19 土師器ZE・i.K'杯

S K007 不繋楕円形 3.50 1.30-0.80 0.65 土師器畿 ・ミニチュア・鉄片 SD010に切られる

S K013 格円形 1.66 1. 22 0.18 土師器杯 ・主連 ・ミニチュア

S K015 隅丸長方形 2.80 1.70-2.0 0.25 土師器杯 ・須恵器杯・砥石

S K028 楕円形 1.44 1.22 0.24 土師苦手 ・須恵総小片

S K050 円 形 1.32 1.30 0.12 須恵器杯

S K051 精円形 1. 26 0.86 0.11 須恵器幾

S K060 格円形 1.02 0.84 0.45 須恵1*杯 SD036に切られる

S K067 椅円形 1.84 1.20 0.10 須恵器杯

S K070 不整形 2.08 0.58-0.72 0.35 土師器高杯

S K071 不整形 1.61 0.70-1.0 0.10 土問l器製

溝跡

SD072溝跡 (PL.6ー3，PL.7-1・2)

9区北東に位置する。大規模な溝跡、でほぼ南北に走る。上面幅3目6-5目2m，深さ 1.32-1. 48 

mを摂IJる。断面は逆台形に近く ，北倶IJが深くなっている。埋土は賞褐色土・暗褐色土 ・黒褐色

土 ・灰褐色土の砂質土および粘質土で複雑に堆積していた。遺物は埋土下部より土師器杯 ・寵

・壷，須恵器杯，木製品(大足)が出土した。

SD073溝跡 (PL.6ー3)

9区東側に位置し， ほほ南北に走る。上面l幅0.5-0.8m，深さ 0.2m。断面は椀形で，埋土は

上部が黒褐色土，下部が灰褐色土である。遺物は埋土より須恵器製 ・高杯の小破片が出土した。

L.7.80m 

。 2m 

L.7.80m 

1 Il{i補色土

11 黒褐色土

m 賞褐色土
W 時灰褐色土

V 日月補色土

A 砂'i'i土

B 粘質土

Fig 33 SD072講腕、土層断面図 。 2m 

ワト
】



(3)平安時代の遺構

8区および9区西端からJ屈立柱建物跡13棟・井戸跡7基・土墳9基・溝跡5条・柵JIJ3列・

柱穴多数を検出した。

掘立柱建物跡

58038建物跡 (Fig.34，PL.8ー1)

8区西端に位置する。身舎の規模が2問X2聞の大規模の東西棟建物跡で棟方向を N-86。

-Eにとる。北側・南側・西側に庇を有する。身舎の桁行5.6m，梁行4.0mで，桁行柱間2.6m，

梁行柱間2.0mの等間隔である。庇の幅はすべて1.3m。身舎の柱穴は径30-40cm，深さ32-40

cm，庇の柱穴は径22-34cm，深さ20-30cmを測る。柱穴には単掘りのものと 2段掘りのものが

みられる。遺物は柱穴から土師器杯が出土した。

58041建物跡 (Fi g.3 5， PL.8-2) 

8区西側， SB083建物跡の南側に位置する。 2間X1聞の東西棟建物跡で棟方向をN一79。

。

θ 

5 

百
て

L.8.80m 

二世 二二主/ む 立三

。
匡日

2m 

Fi g 34 SB038溝跡実il¥lJ図
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-Eにとる。桁行柱間1.9m，梁行柱間1.8m

を測る。柱穴は径21-36cm，深さ26-30cm。

l個が2段掘りで他は単掘りである。遺物は

柱穴より瓦器・土師器のノM皮片が出土している。

58042建物跡 (Fig.36，PL.8ー3)

8区東側， SB087建物跡の南側に位置す

る。 5間X2聞の大規模な東西棟建物跡で棟

方向をN-900- Eにとる。桁行8.0m，梁行

、:'

L.8.80m 

。 2m 

3.8mで梁行柱聞は1.9mの等間隔だが桁行柱 Fig 35 SB041建物跡実測図

聞は1.4-1.8mと等間隔でない。柱穴は径30-52cm，深ぎ24-42cmで、単掘りのものと 2段掘り

のものがある。遺物は柱穴から土師器杯の破片が出土している。

58043建物跡 (Fig.37，PL8ー3)

8区東恨IJ，SB087建物跡の南側に位置する。 2間X1聞の東西棟建物跡で棟方向をN-84
0

-WIことる。桁行3.8m，梁行2.2mで桁行柱聞は1.9mの等間隔である。柱穴は径21-64cm，深

さ20-26cmでl個が2段掘りの他はすべて単掘りである。遺物は柱穴から土師器杯の破片が出土

している。

川川以

F
・∞・∞
D

ヨ

L.8.80m 

三む v-ーーヘ デ 豆三

。 2m 

Fig 36 SB042建物跡実iHlJ図

23 



S国44建物跡 (Fig.38) 

8区西側， SB 042建物跡の東側に位置

し， SB087建物跡と切り合っている。 4

間x1聞の東西棟建物跡で棟方向をN-81。

-Eにとる。桁行6.0m，梁行2.7m，桁行

柱聞は北側の 2聞が1.1m・1.9mで他はす 一
Lと~ "" ヒジ

ベて1.5mある。柱穴は径20-48cm，深さ20 一一 Lふ担旦

-34cm， 1個が2段招りで他は単掘りであ -41  U ¥一介ー

る。遺物は柱穴から土師器杯，須恵器裂の o 2m 

破片が出土している。

58045建物跡 (Fig.39，PL.9ー1)

8区中央部， SB044建物跡の東側に位

置し，中央を SD019溝跡により切られて

いる。 2間X 1聞の南北棟建物跡で棟方向

をN-2'-Wにとる。桁行3.4m，梁行1.9

m，桁行柱聞は1.7mの等間隔である。柱穴

は径18-50cm，深さ 15-30cm，南側の 2個

が2段掘りてい他は単掘りである。遺物は柱

穴から土師器杯が出土している。
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・∞O
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Fig 37 SB043建物跡実ilJiJ図
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L.8.80m 

。 2m 

F ig 38 SB045建物跡実illlJ図

三玉三
L.8.80m 

長こ一二二三

Fig 39 SB044建物跡笑訓IJ図
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58082建物跡 (Fig.40，PL.9ー2)

8区中央部、 S8045建物跡の北東に

位置し、中央部をSD025・027溝跡に切ら

れている。 2間X1聞の南北棟建物跡で

棟方向を N-5
0

-Wにとる。桁行4.0m，

梁行2.0m，桁行柱聞は1.6mと2.4mで等

間隔でない。柱穴は径22-34cm，深さ18

-23cm，北東隅の 1個が2段掘りで他は

単掘りである。遺物は柱穴から土師器杯

の破片が出土している。

58083建物跡 (Fig.41)

8区北側，S8041建物跡の北側に位

置する。 SA095柵列を挟んで S8041

建物跡とほほ、並列している。中央を SD

009・010溝跡に切られ，北側は多数の柱

穴と切り合っている。 2間X1聞の東西

棟建物跡で棟方向を N-74
0

-Eにとる。

桁行3.9m，梁行2.4m，桁行柱聞は1.95 

mの等間隔である。柱穴は径22-35cm，

深さ20-35cm，南東隅の lケ所が2段掘

りで他は単掘りである。遺物は柱穴から

土師器杯の破片が出土している。

58086建物跡 (Fi g.42， PL.9ー3)

8区中央， S8082建物跡の南東に位

置し東側の SE029井戸跡と隣接して

いる。 2問X1聞の南北棟建物跡で棟方

向を N-j-Wにとる。桁行3.4m，梁行

2.4m，桁行柱聞は1.7mの等間隔である。

柱穴はすべて単掘りで¥径26-40cm，深

さ15-37cmを測る。遺物は柱穴から土師

器杯の破片が出土している。
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Fig 40 S8082建物跡実視IJ図
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Fi g 41 S8083建物跡実iRIJaI
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Fig 42 S8086建物跡実測図
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58088建物跡 (Fig.43 ) 

8区東側， SB084建物跡の東側に

位置する。北側に並行して SA098柵

列が並んでいる。 2間X1聞の東西棟

建物跡で棟方向を N-2'-Wにとる。

桁行4.0m，梁行2.6m，桁行柱聞は2.0

mの等間隔である。柱穴は径25-48cm，

深さ 15-34cm，南西隅の 1個が 2段掘

りで他は単掘りである。遺物は柱穴か

ら土師器杯の破片が出土している。

三Vτ~

o 2m 

Fig 43 SB088建物跡実視IJ図

Tab 6 野田遺跡平安時代掘立柱建物跡一覧表

法制L番号 長車HI方位
規模 ねー 間

出土遺物桁行×梁行 総蘭桜 {崎 考
桁 行 梁行

S8038 N-86'-E 2 x 2 2.6 2.0 42.90 土師器杯 北・西・南庇

S8039 N-70'-E 2 x 2以上 1.6 1.5 土師器杯

S8041 N-79'-E 2 x 1 1.9 1.8 6.84 土師器 ・瓦器小破片

S8042 N-90'-E 5 x 2 1.4-1.8 1.9 30.40 土問i器杯

S 8043 N-84・ w 2 x 1 1.9 2.2 8.36 土師綜杯

S8044 N-81'-E 4 x 1 1.5 2.7 12.15 土師器材、 .iJll定:昔器製

S 8045 N- 2'-W 2 X 1 1.7 1.9 6.46 土問ijt器杯

S8082 N- 5'-W 2 X 1 1. 6-2.4 2.0 8.0 土師器杯

S8083 N -74'-E 2 X 1 1.95 2.4 9.36 土自ifj総杯

S8086 N- 3'-W 2 X 1 1.7 2.4 8.16 土自日l総杯

S8087 N-88'-E 5 X 2 1.2-2.0 2.1 36.96 土問l器杯

S8088 N- 2'-W 2 X 1 2.0 2.6 10.40 土r.i!i総

柵列

8区から 7亨IJ検出した。 SA093概列と SA094棚JIJiま 8区西側に位置し並行して南北に並んで

いる。前者は全長6.3m，柱穴は2.1mの等間隔，後者は全長6.3m，柱穴は1.8mの等間隔であ

る。 SA095棚列は 8区西側IJに位置し，全長3.0mで柱穴は1.5mの等間隔である。 SB041建物

跡と SB083建物跡を境界する柵列と考えられる。 SA096-099相JWIJはほほ東西に並んでいる。

8区中央部に位置する SA096概列は全長4.2m， SA097棚列は全長6.3mでどちらも柱穴聞は

2.1mの等間隔である。 8区東側に位置する SA098概列と SA099概列は並行しており ，前者は

全長12.8mで柱穴は西側の 311!'i1がl隔2.4m，東側の 41固が幅2.1mの間隔である。後者は会長4.2

26 -



mで柱穴聞は2.1mの等間隔である。

井戸跡

SE006井戸跡 (Fi g. 44， PL.11ー1)

8区西端， SB038建物跡の北側に位置し，南側の SK005土墳を切る。素繍りの井戸跡で壁

は3段になっている。上面の平面形は楕円形で東側が突出している。上面の長さ2.2m，幅1.95 

m， 2段自の長さ1.85m，幅1目5m，3段目の長さ1.2m，幅1.05m，深さ1.3をiRlJる。1段目の

壁と 3段目の壁は傾斜しているが 2段自の壁は，ほぽ垂直に立ち上がっている。井戸枠は出

土していない。遺物は埋土のほぼ中部から土師器杯，白磁碗が出土している。

SE016井戸跡 (Fig.45，PL.11-2) 

8区西側， SK017の西側に位置し， SB087建物跡と切り合っている。素掘りの井戸跡で，

壁は傾斜しておりわずかに段がつく。上面形は楕円形で，上面の長さ 1.35m，Ipj%1.30m， 2段

目の長さO.86m， 幅O.69m， 深さ1.22mをiHlJる。 井戸枠は出土していない。 遺物は埋土の

L.8.80m 

。
m
 

Fig 44 SE006井戸跡笑iWJ図
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Fig 45 SE016井戸跡実i!1lJ図



SE029井戸跡

( F i g. 46， P L. 1(ト3)

8区中央部， SB086建

物跡の東側に隣接して位

置する。今回調査をした

6基の井戸跡のうち最も

大型である。 3段掘りの

井戸跡と考えられるが壁

の上部は崩壊により複雑

に段がつく。平面形は惰

円形で上面の長さ3.28m，

幅2.45m， 2段目の長さ

1.51 m，幅1.18m， 31& 

自の長さ0.92m，幅0.77

m，深さ 2.1mをifllJる。

壁は 1段目 2段目が傾

斜し 3段目はほほ、垂直

に立ち上がる。埋土の堆

積状況 (Fig，47)より

井戸枠が存在した可能性

が強い。遺物は捜土の中

部から下部にかけて多〈

含まれており ，土師号it小

田l・杯，須恵器禁，瓦器

Lふ 60m 椀，白峨皿 ・碗 ・壷，青

上部から中部にかけて土師器小皿，瓦器椀が出土している。

包=ーーーーー;;;;j
Fig 46 SE029井戸跡実il!lJ図

II 

N 

1 ，暗縞色砂質土 IV，時灰褐色粘質土 ? 
II，黒褐色土 V，黒褐色粘質土

III，灰黒色土 VI. 9音灰補色粘質土

Fig 47 SE029井戸跡笑il/lJ図

0
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1m 

磁碗，青白磁合子，褐糊

陶器壷が出土している。

SE031井戸跡

(Fig.47， PL.11-3) 

8区中央官1)， S E029井

戸湖、の北側に位置する素

掘りの 2段掘りの井戸閥、



で北側を SD025溝跡に切られ

ている。上面の平面形は楕円

形で，上面の長き 1.65m，幅

1. 35m， 2段固め長さ0.86m，

幅0.82mを測る。壁は 1段目

2段目とも，ほぽ垂直に立ち

上がっている。井戸跡は出土

していない。遺物は埋土から

土師器小皿 ・杯・瓦器椀・白

磁碗・青磁碗・褐粕陶器査が

出土している。

SE033井戸跡

( F i g. 49， P L. 11-4) 

8区中央部， S E 031井戸跡

の東側に位置する素掘りで，

2段掘りの井戸跡である。上

面の平面形は楕円形で，上面

o 

Fig 48 
SE031井戸跡実iRIJ図

L.8.60m 

。 1m 

=ー=
Fig 49 
SE033井戸跡実iRIJ図

1m 

の長さ1.05 m， lt高O.97m， 2 

段自の長さ0.6m，lt高0.52m，深さ 1.15mを測る。壁は l段目は傾斜し 2段目は垂直に立ち上

ている。

がっている。井戸枠は出土していない。遺物は少<.埋土から土師器杯，瓦器椀・杯が出土し

土土庚

SK014土塙(F i g • 50， P L. 1 0 -5 ) 

8区中央， S8042建物跡の北側に位置し， SD009・010溝跡に切られている。平面形は南側

が膨らんだ楕円形で，長さ2.34m，幅o. 88 -1. 38 m ，深さ0.32mを測る。壁は傾斜して立ち上

がり，床はほぼ水平である。埋土は黒褐色土で，遺物は埋土の中音ISから土師器杯・袈が出土し

ている。

SK017土塙 (Fig.51，PL.10-6) 

8区中央， S E 016井戸跡の東側に位置し， S8087建物跡の柱穴により切られている。土墳

の北側半分は調査区域外のため未発掘であるが平面形は楕円形になると思われる。発掘した部

分の長さ 1.98m，深さ0.30mを淑IJる。壁は東側がゆるやかに傾斜し，西側は急角度に立ち上が

る。床はほぼ水平である。埋土は黒褐色土で，遺物は埋土の中部から床面にかけて多数の土師

器小JIIl.杯・裂が出土しているの

n
w
d
 

ワ
ω



Fig 50 SK014土墳実視咽 ? 
Tab 7 野田遺跡平安~鎌倉時代土壌一覧表

L8.80m 

主主。 1m 

1m Fig 51 SK017土墳実iRlJ図

遺構番号 平面形
規 模 (m) 

出 土 遺 物 備 考
長 申晶 深

SE006 楕円形 2.20 1. 95 1.30 土師器杯(へラ切) ・白磁碗 3段jlffiり
1.85 1. 50 
1. 20 1.05 

SE016 権円形 1.35 1. 30 1.25 土師器小皿・ 瓦器椀
0.86 0.69 

SE029 楕円形 3.28 2.45以上 2.10 土師号制、皿・杯・白磁碗・青磁碗 3段掘り
1. 51 0.18 褐粕陶器壷 褐粕陶器壷SE031出土の破片と接合
0.92 0.77 

SE031 楕円形 1. 65 1. 35 1.45 土自雨量制、血・杯・市制・白磁碗 2段掘り
0.86 0.82 青E釦皿・碗・褐紬陶器壷・石鍋・鉄片 褐粕陶器壷SE029出土の破片と接合

SE033 楕円形 1. 05 0.97 1.15 土師器杯(へラ切 ・糸切)
0.60 0.52 瓦器椀・杯

SK014 楕円形 2.34 0.88-1. 38 0.32 土師器杯 (へラ切) ・ ~

SK017 情円形 1. 98 0.30 土師器杯 ・裂

溝跡

SD034・035・046・047・溝跡
この4条の溝跡は 8区中央， S E 031井

戸跡と SE033井戸跡の中間に位置し，ほ

ほ南北に走る。 SE034とSE047，SE035 

とSE046は同一線に並叫しかも幅1.7

L.8.00m 

三Ed
。 1m 
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-0.2mを測る。埋土は黒褐色土で，遺物

は土師器小皿・杯の小破片が出土してい
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Fi g 52 SD048溝跡実測IJ図



る。これら 4条の溝跡は同一時期に営まれたと考えられSE029・031・033井戸跡に関係する

溝跡と考えられる。

5D048溝跡 (Fig.52，PL.l0ー2)

9区西端に位置し，ほぽ南北に走る。上面幅1.7'-2.3m，深さ0.4-0.45mで北側が深くなっ

ている。断面は南側が逆台形，北側が浅い椀形で，西側が2段になっている。埋土は，上部が

灰褐色土，中部が暗褐色土，黒褐色土，下部が暗褐色土である。遺物は埋土中部からが多く土

師器小皿・杯，黒色土器皿，瓦器椀，白磁杯，石鍋が出土している。

3.遺物

(1)弥生時代の遺物

弥生時代の遺物には土器・石器がある。土器には 9区 ・10区・ 11区の土墳および遺構検出面

から出土したものと 9区の喜美棺墓の棺に用いられた土器がある。

5K059土塙出土土器 (Fig.53，PL.12) 

壷(1) 口縁部で，強〈外反する口縁端部が肥厚し，端部外面は平担に仕上げている。色調

は明黄褐色で，器壁は外面がへラ磨きされており，暗文がみられる。

裂(2 ) 底部で，復元底径8.8cm。色調は暗黄褐色で¥器壁は外面がハケ目調整されている。

高杯(3 ) 脚部で， 長い筒状になると思われる。色調は明褐色で，器壁は外面がへラ磨きさ

れている。

5K097土塙出土土器 (Fig.53，PL.12) 

襲(6 ) 底部て1底径8.3cm。色調は賞褐色で¥器壁は外面がハケ目調整されている。

5K098土塙出土土器 (Fig.53，PL.12) 

裂(7 ) 薄手の底部で，底径1l.2cm。色調は暗黄褐色で，器壁は外商がハケ目調整されている。

5K099土埼出土土器 (Fig.53，PL.12) 

裂(8 ) 底部で，底径8.05cm。色調は灰褐色で，外国はハケ目調整されている。

壷(9 ) 底部は小さく上げ底をなし，胴部は肩部が張り，頭部から口縁部にかけて外反する。

)j阿部最大径29.6cm，底径7.1cm。色調は灰褐色で.外面はへラ磨きされ，丹塗りが施こされて

いゐ。

5K 102土塙出土土器 (Fi g.53) 

査 (10) 頚部から口縁部にかけての破片で，口縁部は鋤先状をなす。口縁部上面はほぼ水

平で，口縁端部はわずかに凹む。口径24.8cm。色調は黄褐色で外面は ヨコナデで，頚部に縦方

向の暗文がみられる。
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遺構検出面出土土器(Fig.53・54，PL.12・13)

口縁端部は丸く内側がわずかに突出する。逆L字状をなし，5は口縁部で，婆(5・18)

外面はハケ目調整されている。 18は口縁部と肩部外面に刻目仕上げている。色調は灰褐色で，

器壁磨減のため調整不明。突帯を巡らしている。色調は黄褐色で，

4は口縁部で復元口径27.9cm。色調は灰褐色で外面はナデ調整されてい査(4・11・12)

る。 11は肩部で断面M字状の突帯を巡らしている。色調は賞褐色で外面はヨコナデ調墜されて

外面はへラ磨きされている。底径6.8cm。色調は明賞褐色で，いる。 12は底部で，

口縁13は底部が平底で，体部から口縁部にかけて内湾して立ち上がる。鉢(13--16・19)

部はわずかに肥厚して，端部上面が凹んでいる。色調は灰白色で器壁は外面がへラ磨きされて

15は水平で、ある。色調は賞褐いる。 14・15は口縁部が鋤先状をなす。 14は口縁部上面が傾き，

色-8音黄褐色で器壁はナデ調整。14の外面は丹塗りされている。 16は口縁部がT字状をなし，

口縁下に断面三角形の突帯を l条巡らす。色調は灰白色で器壁はナデ調整されている。19は口

器壁はナデ調整されている。縁部と肩部の外面に突帯を巡らしている。色調は暗貰褐色で，

口縁部上面がわずかに傾く。色調は明褐ロ縁部が鋤先状をなし，口径:25.6cm。高杯(17)

丹塗りが施こされている。器壁は内外面ともへラ磨きされ，色で，
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埋葬に用いられた土器(Fig.55・56. PL.13) 

6基の婆棺墓の棺に用いられた土器は 8個体ある。その7ち，鉢が l個体・器種不明のもの

1個体で，他の 6個体はすべて棄である。

S J 052護棺 (22) 上察・下嚢とも小型の嚢だが，上裂は小破片のため図示していない。

22は下妻で，口径37.9cm，器高38.0cm。口縁部が逆L字形で，口縁部上面はほぽ水平になる。

口縁部下に断面三角形の突帯を 1条巡らす。体部は胴が張り，底部はわずかに上げ底である。

器壁は外面がハケ目調整されている。

S J 054嚢棺 (23) 上裏が鉢，下棄が大型の褒だが上嚢は小破片のため図示していない。

23は下嚢で，口径70.2cm，器高は110cm以上になる。口縁部が部厚いT字形で，口縁部上面は

内傾する。体部のほぼ中位に断面三角形の突帯を 2条巡らす。器壁はナデ調整されている。

S J 055察棺 (21) 上妻は口縁部の一部しか残つてないため器種不明である。 21は下婆で，

口縁部はT字型である。口縁部下に断面三角形の突帯を 1条，体部に断面が丸味を帯びた三角

形の突帯を 2条巡らす。器壁はナデ調整されている。

S J 056饗棺 (25・26) 上嚢・下察とも大型の婆である。 25は下裂で口径54.5cm，器高90.5

cm。口縁部が幅広いT字形で，内側と外側に傾く。休部は胴が張り，底部は部厚い上げ底であ

る。口縁下に断面M字状の突帯を l条，体部中位に断面が丸味を帯びた三角形の突帯を 2条巡

らす。 24は上嚢で，口縁部を打ち欠いているが， 25とほぼ同じ器形になると思われる。底部は

大きく薄手である。 25・26とも器壁はナデ

調整されている。

石器

石包丁 (Fig.55) 

SD009溝跡の上面から l点出土したが遺

構に伴うものではない。幅4.6cm，厚き0.5

-0.6cm。中央部に 1個所孔がみられる。

-，A- A
u
s

・つ，“ワ臼ー
5cm 

くこ〉 Fig 57 石器実測図
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(2)古墳時代の遺物

古墳時代の遺物には土器・木製品がある。土器は 8区 ・9区の土墳 .t.屈立柱建物跡 ・溝跡か

ら，木器は 9区のSD072溝跡から出土している。

SK005土塙出土土器 (Fig.58，PL.14) 

土師器

杯 (26-28) 26は底部が丸味を帯び，体部から口縁部にかけてゆるく内湾して立ち上がる。

口縁端部は丸〈仕上げている。色調は明貰褐色~暗褐色で器壁は内外商ナデ調整されている。

27・28は体部から口縁部にかけての内湾が強<.口縁端部は尖り気味に仕上げている。28は底

部が平底気味になる。色調は貰褐色~暗褐色で器壁は26がナデ調整， 27がへラ磨きされている。

裂 (29・30) 口縁部がく字状に外反する。 29は口径15.0cmで、口縁端部を丸〈仕上げている。

色調は暗賞褐色~明褐色で，器壁はナデ調整されている。 30は口径20.1cmで口縁端部は平担で

ある。色調は暗褐色で器壁はナデ調整されている。

査 (31-33) 31・32は球形の胴部に外反する口縁部をもっ。口縁端部を31は丸〈仕上げ，

32は尖り気味に仕上げている。色調は暗黄褐色~暗褐色で器壁は内面がへラ削り，外面は摩滅

のため調整不明。 33は胴部が球形で底部は尖り気味である。色調はH音黄褐色~暗褐色で器壁は

内面がへラ削り ，外面は摩滅のため調整不明。

鉢 (34) 底部は厚手の丸底で，休部から口縁部にかけてほぼ垂直に立ち上がり，ロ縁部が

わずかに外反する。口縁端部は丸〈仕上げている。色調は赤褐色で，器壁は内面がへラ削り，

外面がナデ調愛されている。

曾五 (35・36) 35は丸味を帯びた底部から体部がほぼ垂直に立ち上がり，口縁部近くでゆる

く外反する。口縁部はわずかに肥厚し，端部を丸〈仕上げている。体部の中央よりやや下位に

2ケ所の把手をもち，底部は 2ケ所に楕円形の孔がみられる。口径16.6cm，器高18.4cm。色調

は褐色~暗褐色，器壁は内面がへラ削り，外面がハケ目調整後ナデ調整されている。36は体部

から口縁部にかけてほぼ垂直に立ち上がり ，口縁端部を丸〈仕上げている。口径25.0cm。色調

は暗賞褐色~暗褐色で，器壁は内面がへラ削り，外商がノ、ヶ目調整後ナデ調整されている。

SK013土塙出土土器 (Fig.59，PL.15) 

土師器

杯 (37・38) 37は口径12.6cm。底部が丸味を帯び，体部からロ縁部にかけてゆるく内湾し

て立ち上がり，口縁部がわずかに外反する。口縁端部は丸〈仕上げている。色調は賞褐色~明

褐色で，器壁はナデ調墜されている。 38は口径10.8cm。底部が丸味を帯び，体部から口縁部に

かけて強〈内湾し，口縁端部は尖り気味に仕上げている。色調は賞褐色~明褐色で，器壁は内

面がナデ調整，外商がハケ目調盤後ナデ調整である。
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護 (42) 球形に近い胴部に外反する口縁部がつくと思われる。色調は賞褐色で，器壁は内

面がへラ削り後ナデ調整，外面がハケ目調整後ナデ調整されている。

壷 (39-41) 39は肩の張らない胴部にゆるく外反する口縁部がつく。口径10.9cmで口縁端

部は丸〈仕上げている。色調は明褐色~褐色で，器壁は内面が横方向のへラ削り，外面がハケ

目調整後ナデ調整されている。 40は尖り気味の底部で色調は褐色~赤褐色。器壁は内面がナデ

調整，外面がハケ目調整後ナデ調整されている。 41は丸底で，胴部は球形になる。色調は明褐

色~暗褐色で，器壁はナデ調整されている。

鉢 (43・44) 43・44とも小型の鉢である。 43は口径7.6cm。器高4.8cm。底部はわずかに丸

味を帯びた平底で，体部から口縁部にかけて直線的に聞き口縁部は丸く仕上げている。色調は

暗賞褐色~褐色で，器壁は内面がナデ調整，外面がハケ目調整されている。 44は口径6.2m，

器高4.2cm。底部は平底で，体部から口縁部にかけてほぽ垂直に立ち上がる。口縁端部は組雑に

仕上げており凸凹している。色調は暗賞褐色~赤褐色で，器壁は内面がナデ調整，外面がハケ

目調整されている。

5K050土塙出土土器 (Fig.59，PL.16) 

須恵器

杯 (45) 完形品で口径1O.3cm，器高4.5cm。底部は平担で，体部が内湾して延びる。立ち上

がりはわずかに外反して，ほぽ垂直に延びる。口縁端部は肥厚し，端部上面に段をもっ。体部

外面はへラ削りされている。

5D072溝跡出土土器・木製品(Fig.59・60，PL.15) 

須恵器

蓋 (46・47) 46は口径1l.8cm，47は口径14.1cmo 天井部が丸味を帯び，口縁部との境に段

をもっ。口縁部は46がほほ、垂直に， 47はわずかに聞いて下方に延びる。口縁端部は46・47とも

内側に段をつくる。 47の天井部はへラ削りされている。

土師器

杯 (48・49) 48は口径13cm，器高4.9cm。底部が丸味を帯び¥体部から口縁部にかけて強く

内湾する。口縁端部は丸〈仕上げている。色調は黄褐色~暗褐色で，器壁は外面がへラ磨きさ

れている。 49は口径14cm，器高5.4cm。底部が丸味を帯び，体部から口縁部にかけてゆるく内湾

し，口縁部が強〈内傾する。口縁端部は尖り気味に仕上げている。色調は暗褐色で，器壁はナ

デ調整されている。

査 (50-52) 50は口径10.8cm，器高9.3cm。底部は丸味を帯び，体部は球形である。頭部か

ら口縁部にかけてほぼ直立して立ち上がり，口縁部はわずかに外反する。口縁端部は丸〈仕上

げている。色調は暗褐色で，器壁はナデ調墜されている。 51・52は胴部が球形で，口縁部がゆ

るく外反する。 51は口径13.7cm，52は口径13.2cm。色調は灰褐色で，器壁は内面がへラ削りで，

- 38 
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外面および口縁部内面が組いノ、ヶ目調整されている。

木製品

糸巻具 (56) 全体の約 3分の lを欠J員しているが，径5.4cm程の心持材を使用している。長

さ13.0cm。両端と中央に削り加工痕がみられる。

大足 (57・58) 大足の木枠の縦木の部分で柾目板を使用している。 57と58は出土時はAと

Bが接合していた。 復元長 88cm，1幅5.8-6.2cm。 厚さ0.8-1.6cm。 孔は長方形で，はぽ5cm

間隔で13ヶ所に穿たれていたと考えられる。両端には浅い挟りがみられる。

板状木製品 (59) 長方形の板状の木製品で柾目板を使用している。長さ45.4cm，幅8.8-

9.0cm，厚さ 1.2-1.9cm。両端を両刃状に尖らしている。用途は不明である。

58079建物跡出土土器 (Fig.59，PL.16) 

土師器

台付鉢 (53) 体部から口縁部にかけて強〈内湾する。口縁部は丸く仕上げている。台部は

短<，裾広がりになる。色調は明褐色で，器壁はナデ調室まされている。口径12.2cm。
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察 (54・55) 体部は球形で，口縁部がゆるく外反する。口縁端部は丸〈仕上げている。 54

は口径17cm，55は口径16.6cm。色調は明褐色で，器壁は体部の内面がへラ削り，外面が粗いハ

ケ目調整されている。 54・55とも外面に煤が付着している。

(3)平安時代の遺物

平安~鎌倉時代の遺物には土器・陶磁器・石器・石製品・木製品がある。これらの遺物のう

ち土器・陶磁器の大半と石器は 8区の土墳・井戸跡から出土しており，一部の土器・陶磁器・

石製品・木製品は 9区の SD048溝跡から出土している。

SK014土士度出土土器 (Fig.61. PL.16) 

土師器

小皿 (60) 底部は平担で体部との境は丸味を帯びる。体部から口縁部にかけてわずかに内

湾して大きく聞く。口径14.4cm，底径8.8cm。器壁はロクロナデ調整。

杯 (61) 底部が丸味を帯rY，休部から口縁部にかけて外湾気味に聞く。口径16.3cm，底径

8.0cm，器高3目9cm。体部はヨコナデ調整，底部外面はへラ切り離し後ナデ調整されている。

椀 (62) 底部が平担で，体部との境に裾広がりの高台がつく。体部から口縁部にかけて直

線的に聞く。口径16.3cm，高台径8.1cm，器高7.9cm。器壁はヨコナデ調整で，特に体部の内外

面は丁寧にナデ調整されている。

察 (63・64) 63は口径28.0cm，64は口径24.0cm，体部はどちらも胴がほとんど張らず，口

縁部はゆるく外反する。口縁端部は丸く仕上げている。色調は賞褐色~暗褐色で，器壁は内聞

が斜方向のへラ削り，外面がハケ目調整されている。

SK017土塙出土土器・石器 (Fig.61. PL.16・17)

土師器

小皿 (65・66) 65は底部がわずかに上げ底で，口縁部が短〈外反する。口径14.4cm，底径

11.6cm，器高1.4cmo 66は底部が平担で，体部から口縁部にかけて直線的に大きく聞く。口径

14.3cm，底径8.0cm，器高2.1cmo 65・66とも器壁は体部がヨコナデ調整で，底部外面はへラ切

り離し後ナデ調整されている。

杯 (67-70) 底部は平担か，わずかに上げ底になる。 67-69は体部から口縁部にかけて直

線的に大きく聞き， 70はわずかに内湾して開く。口径12.4-13.3cm，底径7.1-8.1cm，器高3.1

-3.3cm。器壁はロクロナデ調盤で，底部外面はへラ切り離し後ナデ調整されている。

椀 (71・72) 底部が平担で，休部との境に裾がわずかに広がる高台がつく。 71は体部から

ロ縁部にかけて直線的に聞く。口径15.2cm，高台径8.5cm，器高6.4cmo 72は体部から口縁部に

かけて直線的に聞き，ロ縁部がわずかに外反する。口径14.2cm，高台径7.9cm，器高6.4cmo 71 

72ともロクロナデ調撃で，底部にはへラ切り縦し痕がみられる。
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察 (74-77) 体部は胴がほとんど張らず，頚部もあまり〈びれず，口縁部はゆるく外反す

る。口縁端部は丸〈仕上げている。 74は口径19.2cm，75-77は口径25.9-28.2cm。色調は暗褐

色で器壁は内面が，横・斜方向のへラ削り，外面がハケ目調整されている。

須恵器

査 (73) 頭部がゆるくくびれ，口縁部は短〈外反する。口縁端部は面をもっ。器壁は体部

内面がナデ調整で，他はヨコナデ調整されている。

石器

砥石 (78) 小型の砥石で砂岩製である。幅4.7-5.7cm。両面を使用しており，特に中央は

使用により 凹んでいる。

SE006井戸跡出土土器(F i g. 62， P L. 17) 

黒色土器

椀 (79・80) 79・80とも黒色土器Bで体部から口縁にかけてゆるく内湾して開C 79は口

径14.3cm，80は口径15.6cm，器高5.7cmで、底部に小さな高台がつく。色調は内外面とも灰黒色で，

体部の器壁はへラ磨きされている。

SE016井戸跡出土土器・陶磁器 (Fig.62，PL.17) 

黒色土器

小皿 (81) 黒色土器Bで，底部がわずかに丸味を帯び，口縁部はゆるく内湾して立ち上が

る。口径10.2cm，器高1.7cm。色調は内外商とも灰黒色で，器壁は内外面へラ磨きされている。

底部外面はへラ切り離し後ナデ調整。

椀 (83) 黒色土器Bで，体部から口縁部にかけて，ゆるく内湾して聞く。口径17.0cm，器

高5.5cm。口縁下に 1条の浅い沈線を巡らし，底部に裾広がりの短い高台がつく。色調は内外

商とも灰黒色で，器壁は内外面ともヨコナデ調整。

土師器

小皿 (82) 底部が平担で，口縁部はゆるく内湾して立ち上がる。口径8.7cm，底径 5.9cm，

器高1.5cm。色調は灰褐色で，器壁は ヨコナデ調整。底部外面はへラ切 り離し後ナデ調整。

陶磁器

白磁碗 (84) 底部が厚<，高台は内側を斜に削った 「コ」字状をなす。体部から口縁部に

かけてわずかに内湾して大きく聞き，口縁部は外側を肥厚し玉縁になる。口径16.8cm，復元器

高7.3cm。器壁は外面の底部がへラ削り，胎土は灰白色で，軸は緑色がかった乳白色である。

SE029井戸跡出土土器・陶磁器 (Fig.62，PL.18) 

土師器

小皿 (85) 底部はわずかに上げ底で，口縁部はわずかに内湾して立ち上がる。口径8.6cm。

底径7.3cm，器高1.3cm。色調は黄褐色で，器壁はヨコナデ調整。底部外面は糸切り離し後ナデ
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調整。

瓦器

椀 (86・87) 体部から口縁部にかけてゆるく内湾して大きく聞く。底部はわずかに丸味を

帯び，小さな高台がつく。 86は口径16.9cm，器高5.1cmo 87は口径18.3cm，器高6.4cm。色調は

灰色~灰黒色で，器壁は休部が内外面ともへラ磨きされている。

須恵器

察 (88) 底部は丸味を帯び，休部は胴が直線的に延び，肩が張る。頚部はゆるくくぴれ，

口縁部は外反する。胴部最大径23.2cm。色調は灰色~灰黒色で，器壁は，内面が同心円状の叩

き，外面が格子目の叩き調整。

陶磁器

白磁碗 (93-95) 93は口径15.4cm。体部から口縁部にかけて大きく聞き，口縁部は外側が

肥厚し玉縁になる。 94は口径16.6cm。体部から口縁部にかけて大きく聞き口縁部は端部近くで

わずかに外反する。内面の口縁下に 1条の帝国い沈線を巡らしている。 95は底部で高台径6.8cm。

高台は内側を斜に削った「コ」字状で畳付部は傾斜している。器壁は外面がへラ削り。胎土は

93-95とも灰白色で，利は緑色がかった乳白色で， 93・94の両面および95の内面に施軸してい

るo

白磁皿 (96) 体部から口縁部にかけてわずかに内湾して大きく聞き，口縁部が肥厚して，

ゆるく外反する。口径9.2cm。胎土は灰白色で粕は繰色がかった白色で内面の全面と外面3分の

2程施柑している。

白磁査 (97) 小破片のため器形は明らかでないが体部が長い査になると恩われる。胎土は

灰白色で，器壁は内面にへラ削りの痕が残る。紬は緑色がかった灰白色で両面に薄〈施利して

いる。

青磁碗 (90・91) 90は龍泉窯系の青磁で底部が厚<，高台は丸味を帯びた「コj字状をな

す。体部から口縁部にかけて内湾して大きく聞く。体部内面をペラ描きの沈線により区画し，

見込み中央には「金玉満堂」のスタンプを押印している。口径16.8cm，器高6.6cm。胎土は灰色

で¥粕は暗緑色。全面に施粕し，底部外面から高台畳付部にかけての粕を削り取っている。 91

は同安窯系の青磁で高台は角ばった「コ」字状をなす。体部内面に沈線文と櫛状の施文具によ

る花文が，外面に細い櫛目文がみられる。胎土は灰色で，粕は黄緑色で薄<，内面と体部外面

のみ施糊している。

青磁合子 (92) 平型の合子蓋で型押しにより作られている。口径5目8cm。天井部に花弁様の

文様，体部に連弁文様がみられる。胎土は灰白色で， w由は淡青緑色。 全面に施粕した後，口

縁部の柑を削り取っている。

褐紬陶器査 (89) 体部は肩があまり張らず，肩部と頚部の墳に段をもっ。頚部から口縁部
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にかけて内傾して立ち上がる。ロ縁部は強〈外反する。口径lOcm。胎土は暗灰色で，粕は暗緑

灰色。 全面に施柑している。

SE031井戸跡出土土器・陶磁器 (Fig.63，PL.19) 

土師器

小皿 (98) 底部が平担で，口縁部は短くわずかに内湾して立ち上がる。口径9.0cm。底径

7.5cm，器高1.2cm。色調は暗賞褐色で，器壁はヨコナデ調整。
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Fig 62 SE006・SE016・SE029出土土器陶磁器実視IJ図
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椀(101) 底部が平担で，体部との境に裾広がりの高台がつく。高台端部は丸〈仕上げてい

る。色調は明黄褐色で，器壁はヨコナデ調整されている。

瓦器

椀 (99・100) 体部から口縁部にかけてゆるく内湾して大きく聞き，底部に小さな高台がつ

く。 99は， 口径15.2cm。色調は灰白色~灰黒色で，器壁は99の内面がへラ磨きされている。100

は磨滅のため調主主不明。

陶磁器

白磁碗(102・103) 102は口径15.&:m，体部からロ縁部にかけて大きく聞き， 口縁部は外側

が肥厚し玉縁になる。体部外面に 1条の沈線を巡らしている。胎土は灰白色で粕は緑色がかっ

た白色で全面に施粕している。 103は底部で，高台は細くて高い。器壁は外面がへラ削り。胎

土は乳白色で，粕は灰白色で，内面と外面の体部のみに施利している。

青磁皿(104) 底部の小破片である。内面に沈線による花文と細い櫛目文を組み合わせた文

様がみられる。胎土は灰色，軸は暗緑色で，全面に施粕した後，底部外面の軸を削り取ってい

る。

青磁碗(105) 同安窯系の青磁で，底部は厚手で高台は裾が広がる。体部は直線的に大きく

聞く 。体部内面にへラによる花文と櫛状工具によるジグザグを組み合わせた文様が，外面に細

い櫛目文がみられる。胎土は灰色，軸は賞締色で，内面と体部外面のみ施糊している。

5E033井戸跡出土土器 (Fig.62，PL.19) 

黒色土器

小皿(106) 黒色土器Bで，底部がわずかに丸味を帯び，口縁部はゆるく内湾して立ち上が

る。口径10.2cm，器高1.9cm。色調は内外面とも灰黒色で，器壁は内外面へラ磨きされている。

底部外面はへラ切り離し後ナデ調整。

50048溝跡出土土器・陶磁器・木製品・石製品 (Fig.62，PL.19・20)

土師器

小皿 (109) 底部がわずかに上げ底で¥口縁部はゆるく外反して立ち上がる。口径8.3cm，底

径7.0cm，器高0.9cm。色調は黄褐色で¥器壁はヨコナデ調整。底部外面は糸切り離し後ナデ調

整で，板目痕が残る。

杯(111) 底部が平担で，体部から口縁部にかけて直線的に聞く。口径12.4cm，底径6.6cm，

器高3.7cm。色調は明褐色で，器壁はヨコナテ調整。底部外面はへラ切り離し後ナデ調整。

瓦器

小皿 (110) 底部がわずかに丸味を帯び，口縁部はゆるく内湾して立ち上がる。口径10.lcm，

器高1.9cm。色調は暗褐色で，器壁は休部の内外面ともへラ磨きされている。底部外面はへラ切

り離し後ナデ調整。
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Fig 63 SE031・SE033・SD048出土土器・陶磁器・木製品・石製品実測図
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椀 (112-114) 底部がわずかに丸味を帯ぴ，体部から口縁部にかけて，ゆるく外反して大

きく聞く。口径15.7-18. 3cm，器高5.8-6.6cm。色調は灰色~暗灰色で，器壁は体部の内外面

がへラ磨きされている。

陶磁器

白磁碗 (117-119) 117は口径14.2cm。体部から口縁部にかけて聞き，口縁部は外側に段

をもち，ゆるく外反する。体部外面に細い沈線による文様がみられ，体部内面には 1条の細い

沈線を巡らしている。胎土は灰白色， ~由は乳白色で全面に施粕している。 118 ・ 119は体部から

口縁部にかけてわずかに内湾して大きく聞き，ロ縁部は外側が肥厚して玉縁になる。 119は見

込みに l条の沈線を巡らせ，高台は内側を斜に削った断面 「コ」字状で 畳付部は傾斜してい

る。 119の口径17.1cm，器高7.7cm，118の口径18.0cmo 胎土は灰白色。利は緑色がかった白色

で，内面と，体部外面のみ施紬している。

青磁皿 (115) 越州窯系の青磁である。体部から口縁部にかけて内湾気味に大きく聞き，

口縁部は端部外側がわずかに肥厚する o 口径14.5cm。胎土は灰白色。粕は白色味をおびた灰黄

色で内面と，体部外面に施粕している o

青磁水注 (116) 越州窯系の水注で肩部から頚部にかけての小破片である。注目部はない

が，把手のつけ根の部分が残っている。体部を縦方向の浅い沈織により分割している。頚部は

垂直に延びると思われる。月台土は灰白色。粕は115と同じ白色味をおびた灰黄色で、，全面に施

利している。

木製品

横槌(121) 全長33.2cm。身と柄の断面は楕円形で，身の径8.6-9.4cm，柄の径4.4-5.2

cm。心持材を使用しており，全面に丁寧な削り加工痕が残っている。

石製品

石鍋(120) 滑石製で， 口径26.2cm，器高13.0cm，器高の厚さ1.4-1.5cmで、ある。 2個所

に断面方形の把手がつくものと思われる。器壁は内外面削り調整されており，外面には煤が付

着している。

Tab 8 聖子回遺跡出土弥生土器一覧表

①② ③ ④ 口径 遺 物
番号 口口口 種 出土遺構 色 調 法亙目~ (I)i時同部間批大任 調 務 備考 考

(cm) @/，昆f半
登録番号

l 霊長 SK059 HJj賞縄色 外i自・へラ謄き 84-1825 内田lに陥文がみられる

内凶・ココナデ

2 ~!、z SK059 l府武褐色 ④ 8.8 内外耐・ナデ 84-1822 外的iNHl1あリ

3 高村、 SK059 1明補色 外而・ヘラ!砦き 84-1824 

内l市・ナテ

4 後 10区東1WJ 灰褐色 ①27.9 内外iili.ナデ 84-0711 

5 引山な、 10区東側 灰褐色 ①29.0 外ifli・ココナデ 84-0789 

内ilIi・ナテ
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①② ③ ④ 口径 遺 物
番号 器 種 出土遺構 色 調 法量 胴器商部最大径 調 整 f庸 考

(cm) 底径
登録番号

6 王建 SK097 賞褐色 ④ 8.3 外商・ハケ 目 84-0708 

内面・ナデ

7 2尭 SK098 日音昔褐色 外商・ハケ目 84-0707 

内面・ナデ

8 主捷 SK099 灰褐色 ④ 8.05 外国・ハケ目 84-0717 

内面・ナデ

9 査 SK099 灰褐色 ③29.6 ④ 7.1 外面・へラ磨き 84-0716 外商に丹塗 り

内面・ナデ

10 資 SKI02 賞褐色 ①24.8 外面・ヨコナデ 84-0783 外国に暗文がみられる

内面・ナデ

11 鐙 10区東側 賞褐色 ② 5.55③26.4 外商・ヨコナデ 84-0797 

内面・ていねいなナデ

12 表 10区東側 明言町褐色 ④68.0 外商・へラ磨き 84-0719 

内面 ・ナデ

13 鉢 10区東側 灰褐色 ①17.4 ② 9.45 外面・へラ磨き 84-0722 

④ 7.3 内面・ ヨコナデ、ナデ

14 鉢 10区東側 賞褐色 ①28.3 ②29.95 内外面ナデ 84-0710 両面丹塗り

15 鉢 10区東側 時褐色 ①23.2 ② 9.8 内外面・ナデ 84-0785 

③ 7.6 

16 鉢 10区東側 灰白色 ①31.2 外面・ヨコナデ 84-0784 

内面 ・ナデ

17 高杯 10区東側 日月褐色 ①25.6 内外面・へラ磨き 84-0713 丹塗り

18 を~~、 10区東側 T町褐色 内外面・調務不明 84-0724 

19 鉢 10区東側 時賞褐色 外面・不明 84-0715 

内面・ナデ

21 型2 SJ 055 日月褐色 内外商ナデ 84-1869 

22 t1~ SJ 052 明賞褐色一時褐色 ①37.9 ③38.0 外面 ・ハケ目 84-1868 

内面 ・ナデ

23 安t]~、 SJ 054 明褐色一褐色 ①70.2 内外国・磨耗している 84-1867 

24 記E SJ 056 賞褐色 ③64.2 ③16.2 円高・ナテ;突帯部ヨコナデ 84-1865 

内面 ・ナデ

25 多虫1ft、 SJ 056 賞褐色~明褐色 ①54.5 ②90.5 84-1866 

③72.5 ④12.9 

Tab 9 野田遺跡出土古墳時代土器一覧表

①④ ② ③ 口径 遺 ヰお
番号 昔2 樋 出土遺構 色 調 法量 tH1E4部商般大筏 調 主主

登録番号
イ蒲 考

(cm) ほtモ

26 土自iP器杯 SK005 I~jj日t禍色 -1\日補色 ①14.0 ② 5.5 口繰音1¥・ョコナデ 84-0770 

胴部・ナテ

27 土附1器杯 SK005 'fI，褐色~明褐色 ①13.8 ② 5.4 外商 ・不明 84-0771 

内面・ナデ

28 土師器杯 SK005 I~g.褐色 - '~I褐色 ①13.6 ② 5.9 内外I前・へラ磨き

29 土日ip器型E SK005 H古賀補色~明褐色 ①15.0 外商・ヨコナデ 84-0776 

内面・ナテ

30 土siIi器銭 SK005 日古賀補色 ①20.1 外国・不明 84-0775 

内f(fj-ヨコナテ1ナデ

31 土自iti探査 SK005 l市質事品色~偽色 ①12.4 ② 6.8 円高・上部ヨコナf.下抑月 84-0765 

内flii-へラ削り
32 土日Jji昔話議 SK005 明褐色-1情褐色 ①13.5 ② 8.05 口側・ヨコナf.s蹄開閉 84-0767 

内面・へラ削り

33 土持Ili株主ザ SK005 I~{~' 賀補色- lI ì:1褐色 ①11. 5 ②10.6 同嗣口縦略ヨコナテ~ R陪例瑚 84-0766 

内部・へラ削り

34 土日ili1*鉢 SK005 晴、補色 ①13.6 ②12.3 外ulI-ナデ 84-0764 

内面・へラ削り後ナデ

35 骨九 SK005 附褐色~補色 ①16.6 ②18.4 外国・ナデ 84-0781 

内面・へラ削り

36 曾瓦 SK005 I~g補色 - 1情 'fI，褐色 ①25.0 ② 9.55 外而・ナデ 84-0782 

内問・ヘラ削り

37 j:.slli昔品村、 SKOl3 叶l褐色-y'，褐色 ①12.6 ② 4.55 内外国lナデ 84-0759 

38 土sili岩佐材、 SK013 明宇品色-y，補色 ①10.8 ② 5.5 外I自l・ハケ目後ナデ 84ー 1805

内lui・ョコナテ:ナデ
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①② ③ ④ 口径 遺 物
番号 器 種 出土遺構 色 調 法量 胴器部高故大径 調 整 イ庸 考

(cm) 底径
登録番号

39 土師器褒 SK013 明褐色~褐色 ①10.9 外面・ハケ目後ナデ 84-1809 

内面・へラ削り

40 土師器壷 SK013 赤褐色~褐色 外面・ハケ目後ナデ 84-1808 

内面・ナデ

41 土師器壷 SK013 暗褐色~明褐色 内外面・ナデ 84-1806 

42 土師器重要 SK013 黄褐色 外国・ハケ目後十デ 84-1810 

内面・へラ削り後ナデ

43 土師器鉢 SK013 時褐色~褐色 ① 7.6 ② 4.8 外面・ハケ目後ナデ 84-1807 

(ミニチュア) ③ 3.6 内面・ナデ

44 土師器鉢 SK013 赤褐色~暗褐色 ① 6.2 ② 4.2 外面・ハケ目 84-0760 

内面・ナデ

45 須恵器杯 SK050 黒灰色~灰色 ①10.3 ② 4.5 外面・へラ削り 84-1821 

内面・ナデ

46 須恵器釜 S0072 黒灰色 ①11.8 内外面・ヨコナデ 84-1852 

47 須恵器葦 S0072 黒色~灰色 ①14.1 外面・ヨコナテ;へラ削り 84-1851 

内面・ヨコナデ

48 本不 S0072 賞褐色~暗褐色 ①13.0 ② 4.9 外面・へラ磨き 84-0726 

内面・ナデ

49 不平 S0072 暗褐色 ①14.0 ② 5.4 内外面・ナデ 84-0727 

50 壷 S0072 時褐色 ①10.8 ② 9.3 内外面・ナデ 84-0725 丹塗り

51 主翼 S0072 ①13.7 外面・ヨコナデ，ハケ目 84-0734 

内面・ナデ，へラ削り

52 壷 S0072 灰褐色 ①13.2 外国ヨコナテ，部ν、ヶ目 84-0733 外面に煤がやj靖

内面・へラ削り

53 土師器台付吉本 SB079 明褐色 ①12.2 外国・不明 84-1802 

内面・ナデ

54 主翼 SB079 明褐色 ①17.0 外面・ハケ目，ヨコナデ 84-0737 外函に煤が付着

内面・指ナテ

55 Z聾 SB079 明褐色 ①16.6 外面・ハケ目ヨコナデ 84-0738 

内面・へラ削り

Tab 10 野田遺跡出土平安~鎌倉時代土器・陶磁器一覧表

①② ③ ④ 口径 遺 物
番号 器 種 出土遺精 色 調 法量 総胴部高最大径 調 整

登録番号
{蔚 若J佐

(cm) 底径

60 土問器小皿 SK014 明賞褐色~黄褐色 ①14.4 ②1.9 内外面・ヨコナデ，ナデ 84-1813 

④ 8.8 

61 土師器杯 SK014 褐色~黄褐色 ①12.8 ② 3.9 内外商・ヨコナテ 84-1812 ヘラ切り離し

④ 8.0 

62 土師器椀 SK014 ①16.3 ② 7.9 外商・ハケ目 84-1814 

④ 8.1 内外商・併居ゑナデ

63 土師器褒 SK014 賞褐色 ①28.0 外商・ハケ目 84-1815 

内面へラ削り

64 土師器袈 SK014 時褐色~賞褐色 ①24.0 外面・ハケ目 84-1816 

内面・へラ削り

65 土師穏小s[ SK017 明黄褐色 ①14.4 ②1.4 内外商・ヨコナテ 84-0752 ヘラ切り離し

④11.6 

66 土師器小皿i SK017 明賞褐色一暗灰色 ①14.3 ② 2.1 内外国 ・ヨコナデ 呂4-0746 ヘラ切り離し

④ 8.0 

67 土師器杯 SK017 明褐色 ①12ι ② 3.3 内外商・ヨコナデ 84-0742 ヘラ切り離し

④ 7.3 

68 土師訴杯 SK017 明賞褐色一貫白色 ①13.3 ③ 3.3 内外面・ヨコナデ 84-0743 ヘラ切り離し

④ 7.2 

69 土問器杯 SK017 明褐色~賞褐色 ①13.0 ② 3.3 内外面・ヨコナデ 84-0750 ヘラ切り離し

④ 8.1 内聞に煤が付着

70 土師器杯 SK017 明賞褐色 ①13.1 ② 3.1 内外而・ヨコナデ 84-0751 ヘラ切り離し

④ 7.1 

71 土日市器椀 SK017 明賞褐色 ①15.2 ② 6.4 外面・ヨコナデ 84-0763 ヘラ切り離し

④ 8.5 内面・ヨコナデ，ナデ

72 土師器椀 SK017 明賞褐色 ①14.2 ② 6.4 外面・ヨコナデ 84-0740 ヘラ切り離し

③ 7.9 内面1・ヨコナデ，ナデ

73 須恵器壷 SK017 黒灰褐色 ①12.8 内外面・ヨコナテ 84-0757 
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①② ③ ④ 口径 遺 物
番号 器 種 出土遺構 色 調 法量 器胴高部最大径 調 整 f蔚 考

(cm) 底径
登録番号

74 土師器褒 SKOl7 暗褐色 ①19.2 ② 7.5 外面・ハケ目，ヨコナデ 84-0758 外面煤が付着

内面・へラ削り

75 土師器主要 SKOl7 暗褐色 ①25.9 外面・ハケ目 84-0756 

内面・へラ削り

76 土師器褒 SKOl7 時褐色 ①27.3 外面・磨滅の為調町=明 84-0754 外面煤が付着

内面・へラ削り

77 土師器褒 SKOl7 赤褐色~暗褐色 ①28.2 ② 8.35 外面・不明 84-0755 

内面・へラ削り

79 黒色土器続 SK006 灰黒色 ①14.3 内外面・へラ磨き 84-1856 

80 黒色土器椀 SK006 灰黒色 ①15.6 ② 5.7 内外面・へラ磨き 84-0795 

④ 5.7 

81 土師器小皿l SE 016 (下部) 灰黒色 ①10.2 ②1.7 内外薗・へラ磨き 84-0797 糸切り離し，板目痕

82 土師器小皿 SEOI6(下部) 灰褐色 ① 8.7 ②1.5 内外面・ヨコナデ 84-0791 糸切り離し

④ 5.9 

83 黒色土器 SEOl6 暗黄褐色 ①17.0 ② 5.5 外面・ヨコナデ 84-1862 

(内面灰黒褐色) 内面・ナデ

84 白磁椀 SEOI6(下部) 胎土白灰色 ①16.8 ④ 7.3 外商・底部へラ削り 84-0796 

85 土師器小皿 SE029 賞褐色 ① 8.6 ②1.3 内外面・ヨコナデ 84-1828 底部板目痕あり

④ 7.3 

86 瓦様椀 SE029 灰色一暗灰色 ①16.9 ② 5.1 内外面・へラ磨き 84-1830 

④ 5.9 

87 瓦器椀 SE029 j天黒色 ①18.3 ② 6.4 内外面・へラ磨き 84-1829 

④ 6.1 
内聞同心円文叩き

88 須恵器壷 SE029 灰色~黒灰色 ③23.2 内外面・叩き，ナデ 84-1849 外面栴子目叩き
89 褐粕陶器登 SE029 紬暗緑灰色 ①10.0 内外面・ヨコナデ 84-1841 内外商とも施紬
90 背磁碗 SE029 胎土灰色・粕暗緑色 ①16.8 ② 6.6 内外面・ヨコナデ 84-1838 

④ 5.8 底音1¥・へラ削り

91 青磁碗 SE029 胎土灰色・粕黄緑色 ④ 4.7 底部・へラ削り 84-1832 

92 背磁合子(蓋) SE029 胎土灰白色 ・ 柑i~青緑色 ① 5.8 内外面とも施粕 84-1837 

93 白磁椀 SE029 灰白色 ①15.4 内外面とも施粕 84-1834 

94 白磁椀 SE029 灰白色 ①16.6 内外面とも施粕 84-1833 

95 白磁椀 SE029 灰白色 ④ 6.8 外商底部・へラ削り 84-1836 

96 白磁皿 SE029 灰白色 ① 9.2 内外面とも施紬 84-1835 

97 磁器壷 SE029 灰白色 ③14.8 内外面とも施粕 84-1839 

98 磁器小皿1 SE031 賞褐色 ① 9.0 ②1.2 内外面・ヨコナデ 84-0793 底部は調整不明

④ 7.5 

99 瓦器椀 SE031 灰白色 ①15.2 外面・へラ磨き 84-1857 

内面不明

100 瓦器例 SE031 灰黒色~白灰色 ② 4.6 ④ 6.3 内外面・不明 84-0794 

101 土師器椀 SE031 "月賞褐色 ① 7.7 内外国・ヨコナデ 84-1858 

102 磁器椀 SE031 胎土灰白色.f由白色 ①15.8 84-1859 

103 白石草干先 SE031 H古土手L白色・利灰白色 ④ 5.4 84-1861 両面に柑州場、っている

104 背舷皿 SE031 胎土死白色・粕暗緑色 ④ 3.4 84-1860 

105 磁器椀 SE031 胎土灰色.f由黄緑色 ④ 5.15 内外面に粕 84-1831 

106 黒色土告制、JIIl 確認面 皇灰色~灰色 ①10.2 ②1.9 内外面・へラ磨き 84-1855 

107 背磁椀 SD003 ①10.8 84-1854 

108 瓦器椀 SD032 黒色一白灰色一旦灰色 ①16.0 ② 5.3 外面・磨械のため不明 84-1850 

④ 5.6 内面・へラ磨き

109 土問J器小sll SD048 賀補色 ① 8.3 ② 0.9 外T面・ヨコナデ.ナデ 84-1848 糸切り離し，板目痕

④ 7.0 内面・ナデ

110 土師器小皿l SD048 暗褐色 ①10.1 ② 1.9 内外面・へラ磨き 84-0729 ヘラ切り離し

111 土自市総杯 SD048 明褐色 ①12.4 ② 3.7 内外面・ヨコナ't".ナデ 84-0730 

④ 6.6 

112 瓦器椀 SD048 時灰色 ①15.7 ② 5.8 外面指押え後ヘラ磨き 自4-0732

④ 6.3 内商へラ磨き

113 瓦探俄 SD048 灰色~時灰色 ①16.4 ② 6.6 内外面・へラ磨き 84ー 1845

④ 6.7 

114 土問l器例 SD048 灰色 ①18.3 ② 6.6 内外商・不明 84-1847 

④ 7.0 

115 背磁杯 SD048 ①14.5 平曲がかかっている 84-1864 

116 越州窯水注 SD048 紬がかかっている 84-1863 

117 白磁椀 SD048 利ぽL白色・H古1ゴi/(白色 ①14.2 84-1842 

118 白磁椀 SD048 利!字L白色 ①18.0 施利している 84-1843 

119 白磁椀 SD048 底部白灰色・粕乳白色 ①17.1 ② 6.02 利1がかかっている 84-0731 底砂梱こ星掛叩巾唱
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4.小結

野田遺跡、8区-11区は広範囲な野田遺跡群の南端近くに位置する。今回の調査では，幅8m，

東西317mの部分のほぼ全面から遺跡が検出されている。遺構は弥生時代から鎌倉時代にかけ

てのものがみられ，遺物は弥生時代から鎌倉時代にかけての土器・陶磁器・石器・木製品が出

土している。

弥生時代の遺構は察結墓と土壊がある。婆棺墓は 6基で，すべて 9区東側に存在する。成人

用4基，小児用 2基で，上部の削平が著しく棺の残存状態は良くない。墓域は北側および南側

に広がるようである。昭和53年度に調査された 9区北側の I区からも 3基の察棺墓が検出され

ており，これら 9区と I区の婆棺墓群は北西から南東へ細長く延びる墓域を構成する同ーの墓

地群と考えられる。成人棺である SJ 054嚢棺墓とI区のSJ 169婆棺墓は主軸をほぼ同一方向

にとり，どちらも下察に大褒，上察に鉢を用いている。また小児棺である SJ 055察棺墓と II区

のSJ 167察棺墓も主軸がほぼ同一方向である。察棺墓の時期は， S J 053・SJ 055 . S J 056の

棺に用いた土器の特徴から「須王久式」に相当し中期中頃~後半に位置づけられる。

土壌は10基で 2基が9区東側に，他は10区東側， 11区に存在する。このうち SK058・059

土壌の 2基は嚢棺墓群に隣接しており，埋葬に関係する祭肥土墳と考えられる。どちらも上部

が削平きれており残存状態は良くない。遺物は SK059土墳から，壷・嚢・高杯の破片が出土し

ており，時期は察棺墓と同じく中期中頃~後半に位置づけられる。他の土墳は，性格が不明で

ある。中期中頃~後半の土器(査・察・高杯・鉢)が出土している。遺構に伴わない遺物であ

るが18の刻目突帯を有する袈と19の鉢は前期に位置づけられる土器である。石器は石包丁と打

製石鍛がl点ずつ出土している。

古墳時代の遺構は竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土墳・溝跡・棚列がある。 竪穴住居跡は 1軒

で，上部の削平が著しし残存状態は悪い。特に西側は壁が完全に削平されている。残存部分

より平面が方形もしくは長方形，長さ5.5m程で，主体穴が4本と推定される。内部に壁溝と

貯蔵穴を伴っている。遺物は土師器ノj、破片しか出土しておらず時期が明確にできないが 5世

紀後半のSK013土墳に切られている。

掘立柱建物跡は12棟で 9棟が8区に 3棟が7区に存在する。規模は 1問X1聞が7棟，

2間X1聞が3棟 2間X2間(総柱)が1棟みられる。SB074-SB079建物跡が棟方向が

ほぼ同じで，整然と並んでいる。総柱建物跡である SB077建物跡は SB078建物跡の建て直し

の可能性がある。このSB077建物跡の北東側から南東側にかけて逆L字形に SA092概要IJがあ

り，この SA092棚JIHまSB077建物跡に付属し，建物を遮蔽していた塀と考えられる。掘立柱

建物跡の時期は， S B079建物跡が，柱穴から出土した土器費の特徴から 5世紀後半で， このS

B079建物跡およびSB079建物跡と同一方向に並ぶSB074-SB078建物跡はほぼ同時期と考え

η
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られる。他の建物跡については遺物が土師器小破片しか出土しておらず時期を明確にできない

が， SB079建物跡や，後述する土績とほぽ同時期か近い時期であると考えられる。

土墳は11基あり 5基が 8区に 7基が9区に存在する。平面が不整形のものが多く，また

削平も著しく性格は不明である。遺物は SK050土横から完形の須恵器蓋が， SK013土墳から

土師器杯 ・裂がまとまって出土している。これらの土墳の時期は 5世紀後半から 6世紀前半と

考えられる。

j馨跡、は 2条で，すべて 9区に存在する。 2条ともほぼ南北に走り，調査区の北側と南側に延

びている。特に SD072溝跡は幅3.6-5.2mの大きな溝跡で9区北側の I区で検出されたSD162

溝跡と繋がる。遺物はこのSD072溝J/lJFから多数の土師器杯 ・蜜 ・費・須恵器蓋とともに，大足

・糸巻き 貝・板状加工品などの木製品か出土している。出土した土師器・須恵器は5世紀後半に位

置づけられる。大足は片仮IJの縦木のみで横木や足板は出土していないが，長さ80cm程の梯子形
(3) 

の木枠を取りつけた大型のものになると思われる。この大足は，大阪府八尾市，友井東遺跡の

古墳時代前期の遺物包含層から出土している大足とよく類似している。また I区のSD102溝跡

からは百済土器(三足土器)が出土しており注目される。

平安時代の遺構は掘立柱建物跡 ・井戸跡 ・土墳 ・溝跡・概91Jがある。掘立柱建物跡は12棟あ

り，すべて 8区に存在する。規模は 2間x1聞が7棟 2間X2聞が2棟 4間X1聞が1棟，

5問X2聞が 1陳みられる。これらの建物跡は棟方向をほぼ、東西にとるものと，ほほ南北にと

るものがみられ II区で検出されている平安時代の建物群と同ーの方向性をもっている。特に

SB087建物跡と SB090建物跡の北側柱列， SB090建物跡の東側委と SB045建物跡の西側柱列

およびSD090建物跡の南側柱列と SB082建物跡の南側妻は一直線に並んでおり，建物の配置

に規則性がみられることは注目される。また建物同士の切り合いはほとんどなく，これらの建

物群が同時期もしくは近い時期に存在した可能性が強い。SB038建物跡 ・SB042建物跡 ・S

B087建物跡が規模が大きし中心的な建物と考えられる。 SB038建物跡は 3面に庇が確認さ

れており ，東側にも杭がつき 4商庇になる可能性がある。建物跡の時期は出土遺物が土師総や

瓦器の小破片しかないため明確にできないが，土坊や井戸跡の時期と同じく 9世紀後半から12

-tlt紀にかけてのものと考えられる。

柵列は 791Jあり，すべて8区に存在する。このうち SA095棚91HまSB041建物跡と SB083建

物跡の聞を境界する棚列もしくは甥と考えられる。SA098棚列は延長がSB087・090建物跡の北

側柱列と一致し注目される。

土墳は 2基，井戸跡は 5恭で，どちらも 8区に存在する。井戸跡は，すべて素搬りのもので

井戸枠等は出土していない。SE029井戸跡が3段tr:nりで規模が大きし、。この SE029井戸跡と

SE031井戸跡から同一個体の褐稿11陶器が出土しており この 2つの井戸跡が同時期に存在した

可能性が強い。土峨 ・ヂ|二戸跡、からは多くの土師器 ・紫色土総 ・陶磁器が出土している。これら

勺
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の土;横・井戸跡から出土した遺物の時期は， SK014土壌.SK017土墳が9世紀後半， SE006 

井戸跡.S E016井戸跡・ SE033井戸跡が11世紀前半， SE029井戸跡・ SE031井戸跡がl含世紀

後半に位置づけられる。

溝跡は 5条で 4条が8区 1条が9区に苓在する。並行して南北に走る SD034・035・046

・047溝跡は出土遺物がほとんどないため時期が不明であるが， SE029井戸跡・ SE031井戸跡

. SE033井戸跡と関係する溝跡もしくは，ほほ、等間隔で並行していることから道の側溝になる

可能性がある。 SD048溝跡は I区のSD159溝跡と繋がる。このSD048溝跡からは11世紀前半

~後半に位置づけられる土師器・瓦器・陶磁器・須恵器が出土している。

今回報告した 8区-11区と昭和53・54年度に調査した I区~四区の調査結果により，広大な

野田遺跡群の性格を知る上での多くの資料が得られている。今後の課題として 1区~四区の

調査結果の報告とともに 8区-11区および周辺遺跡を含めた遺跡の各時代ごとの性格および遺

物の分類整理を行なう必要がある。

註

1 .成人用が l基，小児用が 2基検出されている。

2. 高島編年のVI式，橋口編年のKIIIa式に相当する。

高島忠平「設}憾の編年Jr立岩迫一跡j 立岩遺跡調査委員会 1977年
橋口達也「裂枯の編年的研究Jr九州縦員自動車道路関係埋蔵文化財調査報告XXX1 j 福岡県教
育委員会 1979年

3.上西美佐子「友井東遺跡」埋蔵文化財研究会第14圃研究集会資料 1983年

4.昭和53年度の発掘調査によ リ出土している。報告書未Fllo昭和60年 2月に来佐された釜山大学助教授

噴lí i.登元先生，同大学問物館学芸員申 iðki~祖先生，北九州市立博物館小田富士夫先生の御教示による。
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W 川寄吉原遺跡



川寄 原 遺 跡、

1 .遺跡の概要

川寄吉原、遺跡は佐賀県神埼郡大字竹に所在する。遺跡は，日の隅山南方の城原川により形成

された標高 7-8mの扇状地上に立地している。周辺は遺跡の密集した地域であり，北側には

弥生時代中期の竪穴住居跡・祭肥土療が検出され，多数の筒形器台と鐸型土製品が出土した川

寄若宮遺跡が，南側には弥生時代中期の聾棺墓 ・土壌墓が検出された利回遺跡群が存在する。

川寄吉原遺跡は，この 2つの広大な遺跡群のほぼ中央に位置する。遺跡は東西約80m，南北約

50mの範囲に広がり，弥生時代後期前半の短い時間営まれている。

今回調査を行なったのは遺跡の南端に近い部分にあたり，道路を挟んで西側の調査区をII区，

東側の調査区をIII区とした。このII区III区北側の現在水路になっている部分は，県営園場整備

事業に伴い，佐賀県教育委員会が昭和55年度に発掘調査を行なっている。この昭和55年度の調

査区を I区とする。 I区は， II区・ III区北側の全長80mの調査区で，道路を挟んでII区 .III区

と平行している。

I区から検出された遺構は，弥生時代後期前半の掘立柱建物跡19棟，井戸跡8基，円形周溝

1基，溝跡3条である。掘立柱建物跡は 3間x1間 2間X1間， 1間X1聞のものがあり，

柱穴の大半は，柱根・横木が残っていた。遺物は 襲・査・高杯・鉢・器台などの土器，石包

丁・磨製石斧などの石器，鍬・杵・鎌の柄・斧の柄などの木製品，鐸型土製品，土製品が出土

している。土器には，瀬戸内系の察や， ~震を半載し底部を袋状に仕上げた鍋型土器があり注目

される。鐸型土器製品は柱穴から出土しており，武人像・動物像が線刻されている。

II区は全長100mの調査区で，弥生時代後期前半の土壌 5基，井戸跡3基，柱穴，杭列を検出

している。遺構はII区の東側の小高い部分に集中しており，西側はしだいに低くなり湿地帯と

なっている。この湿地帯の部分から杭列と遺物包含層が確認されている。遺物は遺構から襲・

査・高杯が出土している。特に SK102土墳からは多量の土器が一括して出土している。遺物包

合層からは多量の土器とともに銅鍬，大足・棒状具 ・杭などの木製品，獣骨が出土している。

III区は全長20mの調査区で，井戸跡 1基を検出している。地山上面には枝や葉などの植物遺

体を含む厚き約10cmの黒褐色土の遺物包含層(2層)が確認されている。井戸跡から磨石が出

土している。遺物包含層からは査・察・高杯・鉢・器台が出土している。
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2.遺構

検出された遺構はすべて弥生時代後期のもので，土壌5基，井戸跡4基，柱穴，杭列がある。

土墳

SK102土壇 (Fig.67，PL.23ー 1・2)

II区東側 ，SK106土壌の西

側に位置する。上面が削平さ

れており残存状況は良くない。

平面が楕円形で，長さ 1.72m， 

幅1.24m，深さO.07-0.15m

をiUIJる。壁は東側と西側がほ

ぼ垂直で、'北側と南側は傾斜

している。床は傾斜しており，

南側が深 くなっている。埋土

は黒褐色土で炭の細片を含ん

でいた。遺物は床面から浮い

た状態で，査 ・聾・鉢が出土

「

じ一

」

b冬通〆渇か哉~
±玄二二二一一

」

L.7.4∞m 

した。これらの土器は壊れて o 1 m 

破片になっていたが比較的ま Fig 67 SKI02土墳実測図

o 
斗

L.7.30m 

メー一
一 c.-ι一一一一=c'"sι一一一一一一一一一一
で ーー一一一一一一一一一一一一一一 0一一一一一 2m

国

Fig 68 SKI04土墳実視IJ図
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形で，長さ 1.3m，幅1.04m，深さ1.0mを測る。

壁はほぼ垂直になる。埋土は大きく 3層に分

けられ 1層が黒褐色土で厚さ約20cm，2層

が暗褐色土で厚さ約35-40cm，3層が暗灰色

土で厚さ35-40cmで、ある。 l層と 2層には植

物遺体を含んでいた。地山の下部は灰白色粘

土で，砂礁を多く含み湧水がある。 遺物は

1層から土器の細片が出土したのみである。
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SE108井戸跡 (Fig.71，PL. 24-3) 

II区東側，小高い部分の縁辺近くに位置する。素 』

掘りの井戸跡で，南側の約半分は調査区域外のため

未調査である。平面は円形もしくは楕円形になると

思われる。長さ 1.82m，r隔1.0m以上で，深さは 0.5

mと他の井戸跡に比べて浅い。壁は二段になっており，

上段はゆるく傾斜し，下段は急角度に傾いている。埋

土は上部が灰褐色土，下部が植物遺体を多く含む時

褐色土である。遺体は床面近くから裂の破片と，木

材が出土している。

SEll0井戸跡 (Fig.72，PL.24-4) 

II区東側， SK102土墳の南側に位置する。素掘り

の井戸跡で，北東部を柱穴によって切られている。

平面が隅丸長方形で，長さ 1.08m，幅0.74m，深さ

1.03mを測る。壁はほぼ垂直になり SE107井戸跡と

形態がよく似ている。埋土は上部が黒褐色土，下部

が暗褐色土で，どちらも植物遺体を多く含んでいた。

地山の下部は砂喋層に近い灰白色粘土で， i勇水があ

る。遺物は埋土上部から土器の細片が出土したのみ

である。

柱穴

P-5・P-6柱穴(Fig. 73， PL. 24-5・6)

II区東側から約100ヶ所の柱穴と思われる小穴を検

出したが，柱根の残っていたのはこのP-5・p-

Tab 11 川寄吉原遺跡、土療・井戸跡一覧表

遺構番号 平面形
士見 +美 (m) 

長 中面 深

SK 102 楕円形 1.72 1.24 0.07-0.15 

103 椅円形 3.4 8.8 0.05-0.2 

104 隅丸長方形 1.95-2.31 1.16-1. 26 0.1-0.28 

105 不整形 3.1 1.9 0.05-0.17 

106 不整形 1.8 1.48 0.05-0.15 

SE 101 楕円形 (I.64) 0.92 0.79 

107 不笠楕円形 1.3 1.04 1.0 

108 1.5 1.0以上 0.5 

110 隅丸長方形 1.08 0.74 1.03 
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6の2ヶ所のみである。どちらも平面が隅丸長方形に近い。P-5は長さ0.46m，幅O.4m，深さ

O.3mで，東側が二段になっている。柱根は丸太をそのまま用いており，底に削り加工痕がみら

れる。径10cmて¥長き28cm程残っており西側に傾いている。 P-6は長さO.7m，幅O.54m，深

さO.36mo 柱根は丸太をそのまま用いており，底に削り加工痕がみられる。径12-14cmで、長さ

30cm程残っており東側に傾いている。

L⑨¥ 
PL.25・26)

II区の中央部から検出

している。大きく 3群(s 

杭列(Fig.75，

に分Xll0・111・112)

けられる。

II区の東側から中央部

ヨ，J三三重三にかけてはA • B -13あ

たりからゆるやかに落ち

こみ，杭列の存在する II

区中央部は湿地帯となっ

ており，粘質土が厚〈堆

19 

十

Fig 73 

/戸

。
P-5・P-6柱穴実iRlJ図

18 

土器 . 

，14J. -• 

ー 警富.〆l -ι;ムん
三7~包

。 2m 

Fig 74 II区2層 (A. B -18・19)木製品出土状況
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2層は灰褐色粘質土で厚この堆積土は大きく 2つの層(2層・ 3層)に分かれる。積している。

き約20cm，木の葉や校などの植物遺体を多く含む。遺物は査・喜美・高杯・鉢・器台など多量の

2層と同3層は暗灰色粘質土で，土器とともに，石器・銅鉱・木製品・獣骨が出土している。

様に植物遺体を多〈含む。遺物は査・饗・鉢などの土器が出土しているが2層に比べ小破片が

多く量も少ない。

S X 110は，約70cmの杭列は 3層の上部で検出され，地山の灰白色粘土に打ちこまれていた。

S X110・S X 111も約70-80cmの間隔で、2列の杭夢IJが並ぶ。間隔をおいて 2列の杭列が並び，

111の2つの杭列の上部2層下部から先述したように多くの木片・校とともに，大足・棒状具

-鋤・加工木材などの木製品，銅鉱が出土している。杭に用いられている木材は，ほとんどが

丸木で，角材を利用したものも若干みられた。先端を鋭利な刃物で加工して尖らせている。杭

はみな上部を欠損しており直径2. 5cm -12cm ，残存部の長さ20-45cmである。

-B '. 
18 
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Fig 75 

物3.遺

遺物は l点の縄文土器を除き，すべて弥生時代のもので土器・石器・土製品・木製品・青銅器

がある。土器はII区・ III区の遺構，遺構検出面， II区2層・ 3層，1Il区 2層から出土している。

石器はII区2層・ III区SE101井戸跡から，土製品・木製品・青銅器はII区2層から出土している。

PL.27・28)

62 

(1)土器

SK102土噴出土土器 (Fig.76・77，
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Fig 76 SKI02出土土器実測図 1
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査 (1-4) 1は頚部が円筒状で，口縁部はわずかに稜がつく袋状口縁になる。口縁端部は

丸〈仕上げている。色調は黄褐色で器壁は外面がへラ磨きされている。外面および口縁部内面

が丹塗りである。 2は休部の破片で、突帯が剥落している。外面が丹塗りで1と同一個体と思

われる。 3・4は短頚査で， 3は休部が球形で口縁部が外側に短〈外反する。底部はやや上げ

底気味になる。色調は黄褐色で器壁は内外面ともナデ調整されている。内面に指頭圧痕とハケ

目が一部残る。 4は胴部が球形で断面三角形の突帯を l条巡らし，口縁部はゆる〈外反する。

色調は灰褐色で，器壁は外面がハケ目調整後ナデ調整されている。

察 (7-14) 7は口縁部が逆L字状に外反する。体部は胴が張り，底部は薄手で上げ底に

なる。色調は貰褐色で，器壁は体部外面があらいハケ目調整されている。 8は口縁部が〈字形

で，体部は胴が張る。底部は厚手である。色調は貰褐色。器壁は体部外面がハケ目調整で，体

部内面はハケ目調整後上半部をナデ調整している。外面に煤が付着している。 9は口縁部がく

の字形で，体部は胴が張り，底部は簿手である。色調は賞褐色で，器壁は体部外面があらいハ

ケ目調整である。 10-14は口縁部がくの字形になる。10の体部は胴が張る。底部は厚手で上げ底に

なる。色調は明黄褐色で器壁は体部外面があらいハケ目調整きれている。 11は口縁端部が肥厚

し，体部は胴がやや張る。色調は賞褐色で，器壁は体部外面がハケ目調整されている。 12は底

が簿手で，体部は胴が張る色調は賞褐色で，器壁は体部外面および口縁部内面がハケ目調整さ

れている。 13は口縁端部が肥厚し，体部は胴が張る。底部は薄手で裾が広がりやや上げ底にな

る。色調は黄褐色で器壁は体部外面がハケ目調整されている。 14は口縁端部を肥厚させ丸〈仕

上げている。体部は胴が張り，底部は上げ底になる。色調は黄褐色で，器壁は体部外面がハケ

目調整されている。

鉢(5・6) 底部が上げ底をなし，体部から口縁部にかけて内湾する。口縁部は端部内側

を肥厚させ，端部上面は凹む。色調は賞褐色で，器壁は体部外面がハケ目調整されている。 6

は口縁部がL字状に外反し，口縁部直下に断面三角形の突帯を 1条巡らす。色調は黄褐色で，

器壁は休部外面がハケ目調獲されている。

SK104土壇出土土器 (Fig.78，PL.28) 

査(15・18) 15は胴部の破片で，外面に 3条の沈線を巡らす。色調は明褐色で，器壁はナ

デ調整されている。 18は体部がつぶれた球形て¥口縁部がくの字形に短〈外反する。口縁端部

は丸〈仕上げている。色調は明褐色で、，器壁はナデ調整されている。

聾(16) 16は口縁部および肩部に小さな刻目突帯を巡らす。色調は灰褐色で，器壁は外面

がナデ調整されている。

SK108土演出土土器 (Fig.78，PL.28) 

婆(19) 口縁部が断面三角形で上面が傾く。色調は明褐色で器壁は内外面ともへラ磨きさ

れている。
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Fig 77 SK102出土土器実測図 2

II区遺構検出面出土土器 (Fig.78，PL.29) 

壷 (22・23・27) 22は口縁部が逆L字状をなし口縁端部は平担に仕上げている。外面と口

縁部内面は丹塗りされている。色調は黄褐色で，器壁はへラ磨きされている。 23は頚部が円筒
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状で口縁部は外反する。肩部に断面三角形の突帯をl条巡らす。色調は明褐色で，器壁はハケ目調

整後ナデ調整されている。外面に丹塗りの痕がみられる。 27は底部で，平底になる。外面が丹

塗りされている。色調は賞褐色で，器壁は外面がへラ磨きされている。

察 (24・25・28) 24・25は口縁部がくの字形をなし，口縁部下に 1条の突帯を巡らしてい

る。突帯は24が断面三角形で， 25は断面台形である。色調は明黄褐色で，器壁は体部外面がハ

ケ目調整されている。 28は底部で，上げ底になる。色調は暗黄褐色で器壁は外面がハケ目調整

されている。

高杯 (26) 脚部で，細い筒状をなし，裾部にかけてラッパ状に開く。色調は黄褐色で，器

壁は外面がナデ調整されている。
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器台 (29) 全体に厚手で，脚部は裾が広がり，裾端部は内側がわずかに肥厚する。色調は

黄褐色で，器壁は外面がハケ目調整されている。

II区2層出土土器 (Fig.79・80，PL.29~3 1) 

査 (41-46) 41は口縁部が袋状をなし，口縁端部は丸〈仕上げている。外面および口縁部

内面が丹塗りされている。色調は明褐色。 42・43も口縁部が袋状をなすが，口縁部の内傾が鋭

〈稜をもっ。口縁端部は平犯に仕上げており， 43は頚部に断面三角形の突帯を 1条巡らしてい

る。色調は明褐色~褐色で，器壁は42の内外面および43の内面がハケ目調整， 43の外面がナデ

調整きれている。 44は胴部が算盤玉形に近く，底部はわずかに丸味を帯びる。色調は褐色で，

器壁は内面および外面上半がナデ調整，外面下半がへラ削り後ナデ調整されている。 45は底部

がわずかに上げ、底をなす。色調は灰褐色で，器壁は内外面ハケ目調整で，外面はその後ナデ調

整されている。 46は短頚査で，口縁部が短く外反する。色調は灰褐色てコ器壁は体部内面がハ

ケ目調整，外面がハケ目調整後ナデ調整されている。

察 (30-40) 30は口縁部が強〈外反し，口縁端部は内外とも肥厚し，外面に 3条の凹線を

巡らす。色調は褐色で，器壁はヨコナデ調整されている。瀬戸内系の言葉と思われる。 31は口縁

部がT字形をなす。口縁部上面は平担で端部は丸く仕上げている。 32-37は口縁部がくの字を

なし， 34は口縁端部上面がわずかに凹む。色調は灰褐色~暗褐色で，器壁は体部外面がハケ目

調整されている。 36の外面に煤が付着している。 39・40は底部で， 39は上げ底で裾が広がり，

40はわずかに上げ、底になる。色調は責褐色~暗褐色で，器壁はナデ調整きれている。38は色調

が賞褐色で¥器壁は外面がハケ目調整きれている。

高杯 (52-55) 52は口縁部が逆L字状で，内側がわずかに突出する。口縁部上面は平担に

なる。色調は褐色で，器壁は内外面ともナデ調整されている。 53-55は口縁部がゆるくくびれ

て外反する。口縁端部は53がわずかに凹み， 54・55は丸〈仕上げている。色調は灰褐色で，器

壁は休部外面および55の内面がハケ目調整されている。

鉢 (47-51) 47は口縁部がゆるく外反する。色調は灰褐色で，器壁は休部がナデ調整され

ている。外面に一部ハケ目が残る。 48・49は体部から口縁部にかけて内湾して聞く。底部は48

が平底で， 49が丸味を帯びる。色調は黄褐色~明褐色で，器壁はイ本部外面および48の内面がナ

デ調整， 49の内面がハケ目調整後ナデ調撃されている。 50は厚手で，ロ縁部がゆるく外反する。

色調は暗賞褐色~灰黒色で，器壁は体部内外面ともナデ調整されている。 51は白縁部がくの字

状に外反する。色調は明褐色で，器壁は外面がハケ目調整されている。

器台 (56) 厚手で， i本部が直立し，裾部が広がる。色調は明賞褐色で，器壁はナデ調整さ

れている。

支脚 (58) 厚手で，受部は丸味を帯び，体部から裾部にかけて聞く。色調は灰褐色で，器

壁はナデ調整されている。内外面に指頭圧痕が残る。
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II区3層出土の土器 (Fig.81，PL.31・32)

査 (74・75) 底部が平担で体部が内湾気味に聞く。色調は暗褐色~赤褐色で，器壁は内外

面ナデ調整されている。 75は外面が丹塗りで，底部外面に籾の圧痕がみられる。

費 (59-67) 59は口縁部に断面三角形の京IJ目突帯を巡らす。色調は時黄褐色で，器壁は内

外面ともナデ調整されている。 60は口縁部下に断面三角形の刻目突帯を巡らす。色調は黄褐色

で，器壁は内外面ともナテ調整されている。 61・63は口縁部がT字形で， 61は口縁部上面が平

担になる。
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担になる。口縁端部は丸〈仕上げている。 63は口縁端部が肥厚する。 62は口縁部が逆L字形で

口縁部内側がわずかに突出する。64は口縁部が逆L字形で口縁部先端が上方にわずかに湾曲す

る。器壁は外面がハケ目調整されている。 65-67は底部の破片で65は簿手の平底である。色調

は灰褐色で器壁は内外面ともハケ目調整の後ナデ調整されている。66はやや上げ底気味になる

厚手の底部である。色調はH音質褐色で器壁外面はハケ目調整およびナデ調撃されている。内面

に煤が付着している。67は平底の底部で裾がやや外側に広がる。色調は暗褐色で器壁は内，外

面ともナデ調整されている。

高杯 (69) 口縁部が直立し，端部が肥厚してT字形になる。色調は灰褐色で器壁は内，外

商ともナデ調整されている。

蓋 (68) 休部上面とつまみ部がくびれ，天井部が凹む。外面はハケ目調整されている。

鉢 (70-73) 71はやや内湾する。体部からそのまま口縁部に移行する。色調は賞褐色で器

壁は内，外面ともナデ調整されている。 70は口縁がやや直立する。色調は暗褐色で器壁は内，

外面ともナデ調整。 72は小型の鉢で、口縁は体部からそのまま移行する。色調は賞褐色で器壁は

ハケ目調整されている。器壁は指押えの後ナデ。 73は体部がやや内湾し，口縁部がわずかに凹

む。色調は暗:褐色で器壁は外面がハケ目調整されている。
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III区2層出土土器 (Fほ.82)

口縁部が袋状になる。 77は口縁部下に断面三76・77は頚部が細い円筒状で，壷 (76-81)

角形の突帯を 1条巡らす。色調は明褐色~明黄褐色で器壁は76の外面がナテ調整， 77の外面が

口縁端部は面取りしている。色調は灰へラ磨きされ丹塗りである。 78は口縁が大きく外反し，

断面台形の削り出し突帯を巡褐色で，器壁は内外面ともハケ目調獲されている。 79は肩部で，

80は平底， 81はやや丸味らす。色調は黄褐色で器壁はナテ調整されてし、る。80・81は底部で，

器壁は

を帯びる。器壁は80の外面がへラ磨き， 81の外面がナデ調怒されている。

88は口縁部がT字形で¥口縁部上面は平担になる。色調は賞褐色で，護 (87-95)

体部の内外聞ともナデ調整。 89・90は口縁部が逆L字形で端部は丸〈仕上げている。色調は明

器壁は休部外面がハケ目調整されている。 87・91・92は口縁部がくの字形に外反し，賞褐色で¥

器壁は91・92の体87は口縁部下に断面三角形の突帯を 1条巡らす。色調は賞褐色~灰褐色で，

部外面がハケ目調整されている。 93-95は底部で， 93・94はわずかに上げ底になる。色調は93

器壁は外面がハケ目調整。 95は底部がわずかに丸味を帯びる。色がH音灰褐色， 94が賞褐色で，

調は赤褐色で器壁は外面がハケ目調整で，煤が

付着している。

82は口縁部が直立し，端部が鉢 (82-84)

口縁部下に断面三角形の上面が凹む。肥厚し，

器壁は内突帯を 1条巡らす。色調は赤褐色て、'

外国へラ磨きされている。 83・84はノl、型の鉢で
108 

底部から口縁部にかけて内湾気味に聞く 。色調

;:>cm 。84が明黄褐色で器壁はf本部の内は83が灰褐色，

II区2層出土銅鉱実it!JJ図
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高杯 (85) 脚部の破片で，大きくラッノf状に広がる。色調は黄褐色で，器壁は外面がハケ

目調整後ナデ調整されている。

器台 (86) 厚手で，裾が聞き，端部は内側がわずかに肥厚する。色調は黄褐色で，器壁は

外面がハケ目調整されている。

(2)土製品(Fig.83・85，PL.31・32)

円盤形土製品 (97・99) 97は扇平な円盤形土製品で，平面は円形になると思われる。復元

径16.4cm，厚さ2.仁川で，外縁部はわずかに凹んでいる。色調は暗褐色~黒褐色で，表面および

縁辺部は丁寧にナデ調整されている。 II区A. B-15・16，2層出土。 99は査の体部の破片を

利用している。平面が楕円形で，長き7.4cm，幅6.4cm，厚き0.5cm。周囲を打ち欠いて整形して

いる。器壁は外面がへラ磨き，内面がナデ調整で，外面に黒色顔料が塗られている。 II区B-

20，3層出土。

土弾 (98) 長さ4.0cm，径2.3-2.4cm，重量20g。色調は黄褐色で，表面はナデ調整されて

いる。 II区B-18，3層出土。

土製品(100) ノト破片のため全体の形は不明であるが，柱状の土製品になると思われ与。表

面はナテ調整され，指頭圧痕が残る。 II区A-20，3層出土。

(3)石器(Fig.83・85，PL.32) 

石包丁(101) 全体の二分の一程を欠損している。外湾刃半月形で肩部は直線になる。孔は

肩部よりにあり，両側より穿孔されている。残存長7.7cm，I幅4.8cmo II区A-14，2層出土。

磨石(105-107) 105は表土層出土。小型品で，平面が円形に近い。径3.9-4.3cm，厚き 1.9

cm，重量39.5g。片面のみ使用されており，中央がわずかに凹んでいる。 106・107はSK101井

戸跡出土。どちらも二分の一程欠損している。 106は平面が隅丸方形に近く ，残存部の長さ 8cm， 

厚さ3.9cmo 107は平面が円形に近くなると思われる。径8.7cm，I隔4.1cmo 106・107は両面およ

び周辺を使ー用している。 3点の磨石の石材はすべて安山岩である。

石皿 (102) 二分の一程欠損している。長さ20.6cm，厚さ2.0-4.4cm。片面を使用しており，

使用面は中央が凹んでいる。 II区A-14，2層出土。

砥石(103・104) 103はII区B-21，2層出土。砂岩製で，両面および側面を使用、している。

104はほほ、完形品て¥長さ 14.5cm，幅4.8cm，厚さ2.7-3.2cm。片面および両側面を使用してい

る。

(4)木製品 (Fig.87，PL.32) 

大足(109・110) 大足の足板で2点とも II区A-19，2層より出土。柾目板を使用 している O

- 74一



109はほぼ完形品で， 長さ37.9cm，幅8.2cm，厚き 1.0-1.4cm。数ヶ所に径0.2-0.4cm程の孔が

みられる。表面には削り加工痕が残っている。 110は残存長36.0cm，幅6.7cm，厚さ0.6-1.2cm。

数ヶ所に径0.2-0.5cmの孔がみられる。

叉鍬(111) 叉鍬の刃部と思、われる。残存長22.7cm， I幅2.2-3.0cm，厚き 1.8-2.6cm。断面

は蒲鉾形をなし， 表面に削り加工痕が残っている。 II区B-14，2層出土。

箸状木製品(112) 完形品でやや湾曲する。全長14.6cm，断面は円形で径0.5cm。全体に削

り加工痕がみられ，先端は尖らせている。

弧状木製品 (113) 直径2.4-2. 6cm粧の枝を円形に曲げ， その内側を削り加工している。

全体の二分の一位欠損してお り，復元すると径30cm程になる。 II区A-14.2層出土。
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(5)青銅器 (Fig.84，PL.32) 

銅鉱 (108) II区8-18.2層から先述の土器・木製品とともに出土。身は三角形で茎を有す

る。全長3.97cm。身の断面は菱形で厚き0.4cm。側辺が鋭<，身と茎の境が明確につく 。茎は断

面が六角形(一部八角形)に近く厚さ0.4cm。重量4.3g 。全体に錆化が進んでなく部分的に金

色である。

(6)その他の遺物 (Fig.86，PL.31) 

縄文土器(114) 深鉢の口縁部である。口縁

端部を指頭により押えた波状口縁をなす。色調

は黒褐色で，器壁はナテ調整されている。

Tab 12 川寄吉原遺跡出土弥生土器一覧表

iu 日
番号 昔器種 出土遺構 色 調

法{川B湖gヨ器在1部最大高珪住

1 翠 SKI02 黄 褐 色 ①6.0 

2 /1 /1 赤、 補 色 ③19.0 

3 /1 /1 
f町 禍 色 ①13.4 
(一部紫色) ②12.95 

4 /1 /1 灰 褐 色 ①12.8 

5 S本 /1 明 賀補色
①18.8 
②16.2 

6 変 /1 黄 褐 色 ①37.6 

7 11 11 賞褐色(黒斑)
①16.9 
②16.35 

8 /1 /1 割i褐色~灰褐色
①20.9 
②23.2 

9 11 /1 黄褐色一!天褐色
①19.4 
②19.6 

10 11 11 l明賞偽色(梨斑) ①21.0 
②20.7 

11 /1 /1 賞 褐色 :1><. I 
9.1 

12 /1 /1 賀補色(昇M;tf) 19.8 
②20.2 

13 11 /1 黄 禍 色
①22.0 
②21.65 

14 /1 /1 首t 褐 色
①23.8 
②23.45 

15 琵T S KI04 日月 褐 色

16 聖mi、i /1 灰 禍 色

17 /1 11 日月 禍 色

18 宵づ]! /1 明倫色(県斑) ①9.6 

19 要2回Ii、3 S KI08 t明 約 色 ①17.6 

20 Z』1L一 S KI09 灰 f品 色 ①20.1 
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Fig 86 縄文土器実iMIJ図

調 3さ 遺物登録番号 判員 まJら

内面 しぼり 痕 84-1745 外而(口縁内部)
外国へラ磨き 丹r宇リ

内面ナテ 84-1746 外面丹冷リ
外面へラ磨き

内，外部ともナテ 84-0998 
内而に指強圧痕
とハケ目首司守Fヵ、

内面ナテ
84-0999 

残る
外而 ハケ目調務後ナデ 指頭痕あり
内面ナテ 84-1000 
外商ハケ目

内面ナテ
外国ハケ目

84-1752 

内面 ナテ
84-0995 

外国ハケ目

内，外面ハケ目調整後ナデ 84-0996 外郎に煤付着

内而ナデ 84-1747 
外而ハケ目.ナテ
内問ナデ

84-1753 
外[in ノ¥ケ目，ナテ
内聞ナデ
外国ハケ目，ナテ

84-0997 

内而ナデ 84-0994 
外而ハケ日司ナデ

内而 ハケ目調整後ナデ 84-1749 
外而ハケ自，ナテ

内而ナデ 84-1750 
外ffii ハケ臼，ナデ

内，外而ともナテ 84-0073 

内，外而ともナデ 84-0070 全体に丹i'r.リ

内，外ffilともナテ 84-0072 

内問ナデ 84-0071 
外tr日 ハケ白調整後ナデ

内，外Iiriともへラ磨き 84-0074 

内，外[加ともヨコナデ 84-0075 



江口 佳

番号 器移 出土遺構 色 調 法(Cm )~守兵電器胴r部最大高怪 調 整 遺物登録番号 {脂 考

21 Z足
A-ll 

日音 褐 色 ①21. 0 
内面ナデ 84-0076 外面に煤付着

P-3 外商ハケ目，ヨコナデ

22 査 遺構検出面 貰一 褐 色 ①15.2 
内面ナデ 84-1782 外面，口縁音[1内
外面へラ磨き
内面ナデ

面丹設り

23 11 11 暗 褐 色 ①19.1 
外面 ハケ目調整後ヨコナデ

84-1784 外商丹の痕あり

24 ZE 11 明賞褐色
内面ハケ目調整後ナデ

84-1780 
外商ハケ目，ヨ勺ナデ

25 11 11 時賀補色
内面ナデ 84-1781 
外商ノ、ヶ目

26 高杯 11 黄 褐 色
内面 シボリ痕あり 84-1779 
外面ナデ

27 淳主t之 11 賞 褐 色 ④ 7.0 
内面ハケ目調整後ナデ

84-1777 
外面へラ磨き，ナデ

28 裂 11 賞 褐 色 ④ 9.0 
内面ナデ 84-1776 
外商ハケ目，ナデ

29 総台 11 賞 褐 色 ④10.5 
内面ナデ 84-1783 
外面ハケ目

30 査 A -15II層 褐 色
内面 ヨコナデ 84-0096 
外国 ヨコナデ，ナテ

31 重E A -16II層 明灰褐色 ①27.2 
内面ナデ

84-0080 
外商ハケ目

32 11 11 灰褐色(黒斑) ①22.6 
内面 ナデ

84-0081 
外商 ハケ目

33 11 A -18II層 H音 判品 色 ①29.4 
内面ハケ目調整後ナデ 84-0078 
外面ノ、ヶ目

34 11 11 灰 褐 色 ①19.4 
内而ナデ 84-0079 
外而ハケ目

35 11 A -16II層 ①27.4 内而ナデ 84-0085 
外而ハケ目

36 11 11 灰 褐 色 ①23.2 内，外而ともハケ目 84-0083 外商煤付着

37 11 11 灰褐色(黒斑) ①22.6 
内田l ナデ 84-0087 
外而ノ、ヶ目

38 11 A. B-14II層 賞褐色(黒斑) ④11.7 
内商 ナデ 84-1665 
外商ノ、ヶ目，ナデ

39 11 A -18II層 1古備色~褐色 ④5.7 内，外而ともナデ 84 -1667 

40 11 A.Bー14目15 1日It 禍 色 ④7.0 内司外而ともナデ 84-1666 

41 55 A. B-14II層 明褐色(盟斑) ①11. 2 
内面 ハケ目調整後ナデ

84-0094 
日常ま内在[1-外而

外前ナデ lこ丹r令1)

42 11 11 E珂 褐 色 ①10.8 
内問ノ、ヶ目

84-0095 
外而iハケ目調整後ナデ

43 11 11 科目 色 ①20.6 
内商l ノ、ヶ目

84-0097 
外而へラ状工具のナデ

44 11 A-16II層 f品 色(黒斑)
内而ナデ 84-0098 内商丹塗り
外而iナデ

45 11 11 灰 補 色 ④7.4 
内面ハケ目(一部ナデ) 84-1668 
外而 ハケ目調盤後ナテ

46 11 A -18II層 苦t 下品 色 ①10.8 
内而iナテ1ハケ目 84-1674 
外而ナデ

A-16II層 灰補色 F人J. 外而ともへラケズリ47 鉢 ().7円 84-1672 外的i一部ハケ 目
己 l 後ナデ

調~，i(:{r~ あり約 7 内Yfli ヨコナテ¥ナテ
48 11 11 賀補色(黒斑) 4.4 84-1671 

4.5 外flliナデ， ヨコナテ
り 6 内而ハケ目調整後ナテ

49 11 A-18II層 IIJI褐色-lFl褐色 S.O 
外[白l 指担[1え，ナデ

84-1673 
1 ') 

50 11 A . B-14 II ~ 暗賞褐色~灰黒色 ①8.7 内，外前ともにナテ 84-1669 

51 11 B -20 II層 灰補色~褐色 ①22.0 
内而iナデ 84-0091 
外国iノ、ヶ目

52 鉢 A-16II層 ti'l 手品 色 ①30.8 内，外f(fiともにナテ 84-1676 
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番号 器種 出土遺構 色 調 法岡量崎涛江L雇口 a一4言世豊 調 整 遺物登録番号 f庸 考

53 高杯 A .B-1811層 灰 褐 色 ①28.0 タ内十面 ナデ商、ヶ目 84-0088 

54 鉢 A-18II層 灰褐色(黒斑) ①26.7 内面ナデ 84-0090 外面ノ、ヶ目

55 If A.B-1811層 明灰褐色 ①26.7 内面ナデ 84-0089 外面I ノ、ヶ目

56 器台 A-16II層 明賞褐色 ④8.8 内国指抑え 84-1670 
外内面 指抑え， ヨコナデ

57 支抑 表 採 黄 褐 色 2965 面指折l'え，ナデ 84-1773 9.4 外面 タタキ後十デ

58 If A.B-1411層 灰 褐 色
4④ ~10.3 内面 ナデ(しぼリ痕あり ) 84-1675 10.2 タ十回 へラ状工具調鰐後ナデ

59 裂 A-18IIl層 日音賞褐色 内外面面 ナナデデ， ヨコナデ 84-1756 

60 If B -16IIl層 貰 褐 色
内百I ナデ 84← 1757 外国 ナデ，ヨコナデ

61 If A -19IIl層 H昔黄褐色 内面ナデ 84-1760 外頂i ナデ，ハケ目

62 If B -19m層下部 明黄褐色 I*J.外I聞ともにナテ 84-1771 

63 If A -19IIl層 賞 褐 色 1人l.外聞ともにヨコナデ 84-1761 

64 If A -20m層下部 賞 褐 色 ①22.4 タ内十面 ナデ百、ヶ目 84← 1762 

65 If 8-24. jtトレン千川晴 灰 褐 色 ④7.4 『大1.f外圭国ともにナデ，ノ、
ケ目ナテ' 84← 1766 

66 If A-18IIl層 暗賞褐色 ④7.1 内外面 ナデ面ハケ目，十デ 84-1754 内面に煤付着

67 If A-18， B-18m)j H音 褐 色 ④9.0 内外聞l 指，'1'え後ナデ
ffli ナデ 84-1763 

68 蓋 B -19m層下部 時黄褐色 ④4.2 内ffii ナデ 84-1772 タ十市、ヶ目

69 鉢 A -20m層下部 黄白色(一部黒色) 内，外面ともにナテー 84-1765 

70 If B -19m層下部 賞 褐 色 l人l.外l面ともにナデ 84-1768 

71 If If 暗 褐 色 『人1. 外llIiともにナテr 84-1769 

72 If A-20IIl層 黄 褐 色
審7.6
5.0 

内II百師I ナデ
タ十 ハケ目，指抑ぇ後ナデ 84-1764 

73 If ，¥-23地山表面(灰色土} 暗 灰 色 ①15.6 
内面ナデ 84-1775 外而ノ、ヶ目

74 査 B -21IIl層 灰 褐 色 ④5.0 内， 外国ともにナデ 84-1767 

75 If A -17IIl層 暗褐色~赤褐色 ④7.0 内面Iflii 指 ，'1'え後十デ 84-1755 タ十官耐lii丹時空り外 十デ 1あ五~nl~'ニ取'1).<7) ιEJH:

76 III区 II層 日月 褐 色 ①7.6 内IThfi11 十デ，しぼり痕 84-1663 If 
外 ナデ 外国丹主主 り

77 " " 黄褐色~明褐色 ①8.6 
内而凶I ヨコナデ
外 丹明り層雪初F 84-1662 

外面丹塗り

78 " " 灰白色~黄褐色 l村. タ十函1ともに〆、ヶ 目 84-1658 

79 " " 褐色~賞褐色
内山ナデ 84← 1659 

削り出し突管

80 " If ~'l制(ー色:~ IS一t.l，灰1 色白) 色 ④5.4 lλ1ilo ナデ 84-1642 外"rhi へラ周寄与

81 If " 日音灰褐色 ④5.3 
内 itii 指，'1'え後十デ 84 -1643 外1M ナデ

82 鉢 If 赤 褐 色 ①30.6 F大l.外出ともに丹市り機初f 84-1651 内，外面丹塗り

83 If If 黄 褐 色 8141 
I*Jilli ナデ(ヘラあての~i{あり ) 84← 1652 7.1 外而1 ナデ

84 " If 明黄褐色 ①13.5 
1人'Jmi ナデ(へラあての政あり ) 84-1653 外国 へラケズ リ後十デ

85 高杯 If 賞 褐 色
内而1 ナテ¥回し後ば十りデ縦あり
外I白、ヶ 84-1649 外面丹念り

86 器台 If 賞 褐 色 ④12.6 
内r(ii ナデ 84-1650 タト雨i ノ、ヶ目

87 察 If 灰 縄 色
内flii ナデ 84-1657 外fflI ナデ， ヨコナデ

88 " If 灰褐色~灰色 ①27.2 内.外fflIともにナデ 84-1661 

89 " " 明黄褐色 ①23.8 
内f(ri ナデ 84-1656 タ十ffLi ノ、ヶ 目

90 If " 明賞褐色 ①26.4 
内I(II ナデ(目一 郎ノ、ヶ 目)
外I{ti 、ヶ 84-1654 

91 " If 時灰色~灰褐色 ①29.6 
内 UII ナデ 84 -1660 タ十UII ノ、ヶ 目

92 " " 灰黄褐色~賞褐色 ①19.0 
タ!人十11M ナデ(へラあての痕ムリ )
1M ノ、ヶ目 84-1655 

93 " If 11音灰褐色 ④9.5 内外同旨，'1'え後十デ
i1ti 、ヶ 目， ナテザ 84-1648 外面に煤付着

94 " " 灰賞褐色(黒斑) ④9.9 
内11'1I ナデ 84-1647 外 [(II ノ、ヶ 回， ナデ

95 " If 賞褐色~明赤褐色 ④10.5 内タもIfIi 桁，'1'え1"1後十デfM ノ、ヶ ナデ 84-1645 内而に煤付着
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4.小結

川寄吉原遺跡は，東西約80m，南北約50mの範囲に広がる遺跡である。今回調査を行なった

II区.IIl区は遺跡の南端部にあたり，遺構は少ない。検出した遺構は土墳・井戸跡・柱穴・杭列

で II区東側の小高い部分に土域5基 ・井戸跡3基・柱穴があり，IIl区西端に井戸跡1基があ

る。 II区東側の低い部分には杭列がみられた。これらの遺構は出土した土器の特徴から，弥生

時代後期前半のものと考えられる。またII区の西側およびIII区から遺物包含層 (II区2層・ 3

層，I11区 2層)が検出されており，多数の土器とともに大足・又鍬などの木製品・土製品・石

器・青銅器(鋼鉄)が出土している。

土壌は 5基あり，すべてII区に存在する。みな上部の削平が著しく残存状況は良くない。 S

K102土墳は土器溜り状の遺構で襲10個体以上・査3個体・鉢2個体が一括して出土している。

これらの土器は完形もしくは完形品に近いものが多いが，すべて打ち割られて土境内に投げこ

まれており，祭踊E的な用途が考えられる。 SK104土墳は大型で，内部に小土墳を伴っている。

埋土から出土した土器には前期の特徴をもっ裂と査 (Fig.78-15・16)がそれぞ、れ 1点ずつみ

られた。他の3基は平面が不整形で，遺物も土器の小破片が出土しているのみで性格について

は不明である。

井戸跡は 4基あり 3基がII区に 1基がIII区に存在する。すべて素掘りの井戸跡で井戸枠

はみられない。 SE101・SE107・SE110の3基の井戸跡は平面が楕円形もしくは隅丸長方形に

近い。規模は長きl.08-1. 64m，幅o. 74-l. 04 m ，深さ0.79-1.3mと小さし壁はほぼ‘垂直に

立ち上がっている。SE108井戸跡は 2段掘りで，長さ1.82mで，他の井戸跡に比べて大きいが，

深さは0.5mと浅い。

柱穴は約100ヶ所あり，このうち P-5・P-6の2ヶ所に柱根が残っていた。 P-5・P-

6は掘り方は平面が隅丸長方形に近く，柱は底を粗〈削った丸太をそのまま使用し，構木，枕

木はみられなかった。昭和53年度に調査を行なった I区からは19棟の掘立柱建物跡が検出され

ているが， II区は遺跡の南端にあたることと，調査区の幅が狭いために建物跡は確認できなか

った。

杭列は， II区東側の低い湿地帯の部分に多数みられる。大きく 3つの群 (SX111・112・113) 

に分けられ，このうちSX111とSX112は同一方向に並んでおり，またSX110とSX111の個々の

杭は，約30cmの幅で直線的に並んでおり注目される。これらの杭列は 3層の上面で検出され，

地山である灰白色粘土に打ちこまれていた。 3層の上部に堆積していた 2層は弥生時代後期前

半の土器を多く含む遺物包含層であり，杭列が形成されたのは弥生時代後期前半頃と考えられ

る。杭列の上部の 2層からは大足・又鍬などの木製農耕具も出土しており，これらの杭列は水

田遺構に関係するものと考えられる。

- 79-



II区東側の遺物包含層 (日 2層)は I区西端部の溝状遺構上面に堆積している遺物包含量

と同ーの層になり， III区の遺物包含層 (III区2層)と同時期の堆積と考えられる。

出土した遺物には土器・石器・土製品・青銅器(銅鍛)がある。土器は 1点の縄文土器およ

びSK104土墳・ II区3層出土のものに数点の弥生前期土器がみられる他は，すべて弥生後期前

半に位置づけられる。 SK102土墳から完形品および完形に近い嚢・ 査 ・鉢が一括して出土して

おり良好な資料となる。他の遺構・遺物包含層から出土した土器は小破片が多く，全体の器形

がわかるものは少ない。 II区2層出土土器の中に l点ではあるが瀬戸内系の察 (Fig.79-30) 

があり注目される。この瀬戸内系の襲は昭和55年度に調査された I区西端の遺物包含層から出

土しており，L.I.J陽地方のVlla期に位置づけられる。

木製品には，大足・又鍬の農耕具と，用途不明の箸状木製品・弧状木製品がある。他に図示

していないが板状木製品・杭が出土している。

銅鍛は茎を有する三角野匁族で完形品である。泥質土内から出土したため錆化が進んでおらず

保存状態はきわめて良好で、あった。弥生時代の銅鉱は，佐賀県下では三津永田遺跡・詫回貝塚

から，それぞれ 1点ずつ出土している。 2例とも茎を有しない型式である。佐賀県以外の北部

九州での出土例は，長崎県カラカミ遺跡・原の辻遺跡・根獅子遺跡，福岡県今川遺跡などから

12例報告されている。本遺跡出土の銅f族は，カラカミ遺跡・原の辻遺跡の出土例に類似してお

り，時期もはほ向じである。

川寄吉原遺跡は，弥生時代後期前半の短い期間に営まれた遺跡である。昭和55年度のI区お

よび今回報告する II区・ III区の調査により，多数の掘立柱建物跡、.井戸跡等が検出され，武人

像の線刻された鍔型土製品・銅鉱・多数の土器・木製品が出土している。このことから本遺跡

は，この地域の中心的な集落跡であった可能性が強い。今後野田遺跡・手IJ圧i遺跡群など周辺地

域の同時期遺跡、との比較検討が必要で‘あろう 。

註

1. 天本洋一編 「川寄吉原遺跡」佐貨県文化財調査報告書第61集。1981年。

2. 3 X 2問のものが l棟. 2 X 1聞のものが3練. 1 X 1聞のものが15棟検出されている。

3.註 lの報告で (6)その他の遺精として報告されている。

4.特徴から後期前半に位置づけられる。

5.高機護 「弥生土器一山陽 lー」考古学ジャーナル173号。1980年。

6.金関丈夫 ・坪井清足 ・金関恕「佐貿県三津永田遺跡」日本農耕文化の生成。1960年。

7.松尾禎作「東11巴前の先史遺跡、J1935年。

8・9.県営園場務イ賄事業に伴い佐賀県教育委員会がllli和53・54年度に発服部l3!f.を行なっている。報告書未干IJ。
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V 尾崎土生遺跡、



尾崎土生遺跡

1 .遺跡の概要

尾崎土生遺跡は佐賀県神埼郡大字尾崎に所在する。遺跡は， 日の隈山南側の城原川水系によ

り形成された標高 5-8mの扇状地に立地している。遺跡は南北約950m，東西約300-500m範

囲に広がる広大なもので，弥生時代から江戸時代にかけて長期間営まれている o 遺跡の東側に

は，弥生時代前期から中期にかけての嚢棺墓・土壌墓・支石墓が検出されて伏部大石遺跡・伏

部こだかじま遺跡が存在する。

今回調査を行なったのは，遺跡の北側部分にあたり，調査区は，道路，水路を境にして西か

ら13区・12区・11区・14区とした。この11区-14区の北側および南側は，県営圃場整備事業に伴い昭

和56年度に神埼町教育委員会が発掘調査を行なっており(1区-10区)，弥生時代から江戸時代

にかけての多数の遺構が検出されている。(Tab.13参照)

11区-14区から検出された遺構は弥生時代から室町時代にかけてのものである。 11区・ 12区

は遺構の密度が濃く，古墳時代の掘立柱建物跡9棟・土嬢 5基・井戸跡3基・溝跡4条および

平安時代~鎌倉時代の土墳 7基・井戸跡4基が検出されている。 13区からは平安時代の土壌 1

基，鎌倉~室町時代の溝跡7条が検出されている。14区からは遺構の密度が疎らで，弥生時代の

土嬢 1基，古墳時代の井戸跡 2基，溝跡 2条が検出されている。

Tab 13 尾崎土生遺跡 l区-10区の遺構・遺物
巡 キ111 遺 Z防 1iili ム号

1区 世 lJ~ 時代tt 井戸跡 二七日1t111i許品r政片
鎌倉一室町時 機湖、 ごi自持持率神;
時代不明円形問機

2区 鎌倉一議町時代 官官』 跡
3区 弥生時代 股火住H;居跡

)悦生土保(班波山)引田;立 姐E物閥、
井戸跡

鎌t!."i .tj倉時1寺 f代t 抑F下i戸立制湖:建物1湖燭、 土民fli 総(袈ー曾~)，似止'昔話(柄)
士r，ili昔話 (寸、IIfL・中耳、)."i~;-fiì ・I'Hi滋 ((~) 

*1・戸跡・ 土
4区 古 毛II 司時て 代 列判官戸跡 二七r，ili¥l佐 (留を・詰活字ィ、)
時代 明 立牧建物問、

5区 弥 生 時代監穴住居湖、 j 総(，y:< 主!!f.事s町虻村、)，木製品(石斧柄・紡銚卓
4升，1ーi立主u主物跡 糸巻き具・ 火 臼 .$IIJj) 
戸閥、・ 土j-JIi

古墳時代!校穴住居跡、 二七日jfj器全製('!1i手・主斧砲ー樹)t-キq.、)，苛iYM:世品 {今ィ、 .~~ . itヲi
lhli立位建物跡、 本長干匂)， オミ .fl. キ内
井戸跡

6区 ~I' .tJ:t 寺 1"1: 経ヲ"(1j"週苫E跡、 土耐li総 (裂・似)，多riJJ..(部長(材、)，木製品 O[';liJl酎1;)
lhii 五，ì~ H: 物ヲ閥、

平安 時代tt 井戸跡 巣立同ffニ1:.1総 (掛け
鎌倉~室町時 帰立創建物ftY~跡、 二上 総(小IIfL.材、)， ]，も総{新j)

井戸湖、・ 湖、
江 戸 時代 土 城 話主イ.j"(，蕗昔品 (JIIl . folil . )fJ¥) 

71玄 主江推重r戸- ~議 開時TII寺 fftt 仰土:.立上付横越E乙防跡・ 土l腐 ご1耐li 日~若佐(寸、JIIl)
弘主十H磁

8区 効、生-tstt1f寺(11寺fftt l経シピ ft1主"厄ヲ器~~・棚、 ごl:¥llf古品{fh(G-E問・己):J34Fィ、)
，~ lJ't 1"'1 1"1: 校穴 昼亦 ニ1 自i!i止2 ・~時

土>>1(. 戸跡.7W~跡
9区 泊~.. 、生t-itIh峨"時寺時代f代t 駿ニ1・穴f1住H腐E 居i朗、.二十j-JPi ゴ4世品古品<l::骨h早1-・哲E-P)F.Vs小ィ、 ・事本物)証( 

二上向11 2fH(-留)，を git3'U品岩持 やィ、・盟主)玉ド安 土:. }JPi ，h~ よ県立，;:1:. 制i ニ1:.r.ili Wi (-Ilii) 
10区 弥安生一 世鎌i 1.倉J~ 時時代 駁制穴住居跡 ニt-.¥I品卦非(Z1(2・Z担・ 小Fイh、キィ、J)l 

三fI.'ti:-illtfcrllc'I1"1: 立制姐E秒J糊‘ ご1'.自ili¥llf ('1、1I1l..t+)， :，'.'，{ιj 昔時 (初祖)
'1'1 戸 跡・ ニl' 峨 .J，'~ .榔跡

- 82-



-

Z

ヨ

-
h

e

「
し
同
ta「
L
P
L

豆1;;

150サI 11 L¥ll区
Fig 89 尾崎土生遺跡周辺地形図(1/3.000) 

83 -



2.遺構

検出された遺構は主に弥生時代から室町時代にかけてのもので，掘立柱建物跡 ・土墳・井戸

跡・溝・柱穴がみられる。遺構は11-14区のはぽ全域に広がっており，そのうち11区・ 12区に

密集しており， 14区は遺織が疎らである。

(1)弥生時代の遺構

14区東側から井戸跡1基のみ検出されている。

井戸跡

5E403井戸跡 (Fig.90，PL.36ー 1) 

14区西端近くに位置する。素掘りの井戸跡でう上部は削

平されている。平面が隅丸長方形に近い楕円形で，長さ1

47m，幅1.06m，深さ0.5mを測る。壁は北西部を除いて，

ほぽ垂直になる。北西部の壁は傾斜している。埋土は灰黒

色粘質土で炭の細片を含んでいた。地山は，遺構上面より

約45cm程で、砂層になり， i勇水がはげしい。遺物は，埋土下

部から床面にかけてより，饗 ・鉢 ・甑 ・高杯 ・支脚が出土

した。破砕したこれらの土器を投げ込んだものと思われる。

(2)古墳時代の遺構

11区-14区から掘立柱建物跡、 9

棟，土墳5基，井戸跡5基，議跡

10条および柱穴が検出されている。

掘立柱建物跡

58122建物跡

(Fig.89， PL.36-2) 

11区中央部に位置する東西棟の

総柱建物跡である。規模は 2問×

2間で，棟方向を N-87'-Wにと

り，桁行4.0m，梁行柱間1.8mの

等間隔である。柱穴は，すべて柱

の部分を小きく 掘り込む二段掘り

てv径50-80cm，深さ44-56cm。

L.7.20m 

弓一一一。 ー;;j

1m 

Fig 90 SE403井戸跡実ill1J図

L.7.50m 

ヨァ/ て下三三でE三

E
C出
.hh
.J

Fig 91 S 8122建物跡実iRlJ図

o 2m 
一一
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遺物は柱穴から土師器の破片が出土している。

58123建物跡 (Fig.92，PL.36-3) 

11区中央部に位置する南北棟の総柱建物跡である。規模は 2間X2聞で，棟方向を N-5'-

Eにとる。桁行3.0m，梁行2.8mをi&IJ1) ，桁行柱聞は1.5mの等間隔である。柱穴はすべて柱の

部分を小さく掘り込む二段掘りで，径40-80cm，深き45-60cm。遺物は出土していない。

58124建物跡 (Fig.93，PL.36) 

11区中央部に位置する東西棟の建物跡

である。中央部をS0102溝跡に切られて

おり，総柱建物跡の可能性がある。規模

は2間X2間で棟方向をN-85'-Eにと

る。桁行柱聞は0.9m. 1.4mと等間隔で

ない。柱穴は 5個が二段掘りで，径30-

60cm，深さ20-50cm。遺物は柱穴から土

師器小破片が出土している。

58125建物跡 (Fig.94，PL.37-2) 

11区中央部に位置する東西棟建物跡で

SB026建物跡と切り合っている。規模は

F
・
叶
・

U
1
0
E

L.7.70m 

ヨ戸d三至E
。

Fig 93 SB124遺物跡実測図

2m 
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1間X1聞で棟方向をN一79'-Eにとる。桁行1.8m，梁行1.6mをiRIJる。柱穴はすべて，柱の

部分を小さ〈掘り込んだ二段掘りで

破片，土師器小破片が出土している。

58126建物跡 (Fig.95，PL.37-3) 

11区中央部に位置する南北棟の建物跡である。規模は4間X3聞で棟方向をN-3 '-Eにと

る。桁行5.8m，梁行3.9mを測り，桁行柱間1.45m，梁行柱間1.3mの等間隔である。柱穴は素

掘りのものと二段掘りのものがみられ，径20-50cm，深さ26-40cm。遺物は柱穴から須恵器杯

の破片，土師器小破片が出土している。

F
・
叶
・
印
(
)
ヨ

L.7.50m 

三主主二二~調官主主ミヲ二二当F

。 2m 

Fig 95 SB126建物跡実測図

Tab 14 尾崎土生遺跡古墳時代掘立柱建物跡一覧表

遺構番号 長軸方位
規 模 柱 間 総面積

出土造物
桁行×梁行 桁行 梁行 (m') 

f庸 考

S 8121 N-48'-W 2 x 2 2.0 1.8 14.4 

122 N-87'-W 2 X 2 2.0 1.8 14.4 土師器饗

123 N-5'-E 2 X 2 1.5 1.4 8.4 土師器察 総柱建物跡

124 N -85'-E 2 X 2 0.9・1.4 1.1 4.84 土師器小破片 11 

125 N-79'-E 1 X 1 1.8 1.6 2.88 須恵器杯，土師器小破片

126 N-3 '-E 4 X 3 1.45 1.3 22.62 須恵器杯，土師器小破片

127 N -88'-E 1 X 1 1.7 1.5 2.55 

213 N -32'-E 2 X 1以上 1.9 2.0 7.60以上
214 N -61'-E 2 X 1以上 1.9 1.6 6.08以上
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井戸跡

SEl14井戸跡 (Fig.96，PL.38ー1)

11区東側に位置する素掘りの井戸跡である。壁が急角

度に傾斜しており，南側に段がつく。平面は楕円形で，

上面の長さ1.1m，幅O.99m，2段自の長さO.5m，幅O.

45m，深さO.99mを測る。埋土は上部が黒色土，下部が

灰黒色~暗灰色粘質土で，地山の下部は砂質土になり湧

水がある。遺物は埋土中部から土師器査・護・高杯がま

とまって出土している。

SE211井戸跡 (Fig.97，PL.38-2) 

12区西側に位置する素掘りの井戸跡で，上部が削平さ

れ，西側を SK012土療により切られている。二段掘りに

なっており，上段の壁は北側と東側が垂直で，南側と西

側が急角度に傾斜している。下段の壁は傾斜している。

上面は平面がほぼ円形で径1.0-0.9m，二段目は平面が

楕円形で長さO.5m，幅O.28m，深さO.65mを測る。埋土

は上部が暗褐色土，下部が灰黒色粘質土で，地山の最下

層に近い部分から砂質土になり湧水がある。遺物は埋土

の下部から土師器薬・甑，須恵器杯・嚢が出土している。

SE406弁戸跡

(Fig.98， PL.38ー3)

14区の西端近くに位置す

る素掘りの井戸跡で上部が

削平されている。壁が急角

度に傾斜しており，東側に

段がつく。平面は不整楕円

形で長さ1.7m，幅1.32m，

深さ1.22mを測る。埋土は

上部が黒色粘質土，下部が

灰黒色粘質土で，どちらも

木の校，種子などの植物遺

体や木片を多く含む。地山

は，遺構上面より約70cmで砂

Z王
。 1m 

Fig 97 
SE211井戸跡実測図
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L.7.60m 

。 1m 

Fig 96 SE114井戸跡実測図

L.8.20m 

o 1 m 

Fig 98 SE406井戸跡実i<<IJ図



質土になり，湧水がある。遺物は埋土下部より土師器高杯と万装具(木製)が出土している。

土墳

SKl13土境 (Fig.99i，PL.38-4) 

11区中央部， SB022建物跡の東側に位置する。二段

掘りの土墳で東側をSDl01溝跡により切られている。

平面は楕円形になると思われる。上面の長き1.8m，幅

1.4m以上，二段固め長さO.6m以上，幅O.55mで，深

さはO.43mを測る。二段自の床面南側に平面が橋円形

で長さO.32cm，幅O.15mの小さな穴がみられる。壁は

上段，二段目ともに急角度に傾斜している。埋土は黒

色土で，遺物は床面から埋土中部にかけてより多数の

土師器壷・嚢・高杯・ミニチュア土器が出土している。

これらの土器はすべて破片で， しかもバラバラの状態

であった。

SKl18土壇 (Fig.l00，PL.38ー5)

11区西側， SB021建物跡の東側に位置する。平面が

隅丸長方形に近く，長さ 1.71m，幅1.26m，深さO.5m

を測る。壁は傾斜しており，床はほぼ平担である。埋

土は，上部が黒褐色土，下部が暗褐色土で，どちらも

炭と焼土の細片を多く含んでいた。遺物は埋土上部か

ら中部より土師器壷・喜美・甑・須恵器蓋・杯・護・平

瓶・高杯がバラバラの状態で出土している。

SK201土墳 (Fig.l0l，PL.38-6) 

12区中央部に位置する。二段掘りの土墳で南側の一

部は調査区域外のため未発掘である。平面は上面が不

整楕円形で，二段目は隅丸方形に近い。上面の長さ4.

Om，幅2.1m以上，二段自の長さ2.5m，幅1.7m以上，

深さ0.74mを測る。壁は上段の西側が垂直に近く，他

は傾斜している。埋土は暗褐色土で，炭と焼土の小塊

を含んでいた。遺物は埋度上部から中部にかけてより，

土師器嚢 ・甑・カマド，須恵器蓋・杯・婆・ 査 ・高杯，

砥石がバラバラの状態で出土している。
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。 1m 

Fig 99 SK113土嬢実i&IJ図

L.7.90m 

。 1m 

Fig 100 S K1l8土墳笑視IJ図



L.8.60m 

百 1m 

Fig 101 S K201土竣実il!lJ図

Tab 15 尾崎土生遺跡古墳時代土壌井戸跡一覧表

遺構番号 平面形
予見 模 (m)

遺出 土 物 備考
長 中高 深

S K113 1.8 1.4以上 0.43 土師器壷・婆・高杯 二段掘り

118 隅丸長方形 1. 71 1.26 0.50 土器官f 甑須恵器蓋杯褒
201 不整楕円形 4.0 2.1以上 0.74 

土平 務 ・曾瓦・カマド，須恵器蓋・杯 二段掘り
~.壷・高杯・砥石

206 楕円形 1.66 0.8 0.53 土師器衰・高杯，須恵器蓋・杯・察

209 楕円形 1.14 0.68以上 0.45 土師器杯・察，須恵器蓋・杯・察

S E111 円 可3 1.12 0.98 0.91 須恵器蓋・杯，土師器小破片

114 楕円形 1.1 0.99 0.99 土師器査・褒・高杯 二段掘り

211 ほぽ円形 1.0 0.9 0.65 土師器察 ・曾1¥，須恵器杯・言葉 二段掘り

405 楕円形 0.84 0.78 0.60 土師器禁

406 不整楕円形 1.7 1.32 0.22 土師器高杯・万装具(木製) 二段掘1り
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溝蹴

50101溝跡 (PL.40-1 ) 

11区中央部に位置し，ほぽ南北に走り，調査区の北側・南側へ延び、る。検出した長さ 3mて¥

幅0.7-0.9m，深さ0.2-0.3mをiMる。断面は逆台形である。埋土は黒褐色土で，遺物は埋土

より土師器小破片が出土している。

50102溝跡(PL.39ー2)

11区中央部に位置し，北西から南東にかけて走り，ゆるい弧状になる。全長3.6m，幅0.6-

0.3m，深き0.2-0.25m。断面は浅い椀形である。埋土は黒褐色土で，遺物は埋土より土師器

奏・甑，須恵器衰の破片が出土している。

50108溝跡 (PL.39-2) 

11区中央部， SD102溝跡の北側に位置し，ほぽ南北へ走り，調査区北側へ延び、る。検出した

長さは 6mて¥幅o.5-1.3'm，深さ0.1-0.15mをiRIJる。断面は浅い椀形である。埋土は灰褐色

土で遺物は埋土より土師器褒・瓶・高杯 須恵器杯が出土している。

50401溝跡 (Fig.l00，PL.39-3~6) 

14区西側に位置し，ほぽ南北にかけて走り，調査区の北側・南側へ延び、る大溝である。壁は

傾斜しており東側が二段になる。西側の壁は調査区域外になり確認ができない。検出したのは

長さ 3mで，幅は上面が4.5m以上，二段目で，3.0-3目3mで，深さは約 1mである。埋土は大き

く6層に分けられる。遺物は I層・ II層から土師器破片・須恵器杯， 111層 .N層から土師器査

・喜美 ・高杯，管玉がW層-VI層から摩滅した弥生中期後半~後期前半の壷・ 婆が出土している。

50402溝跡(PL.39-7・8)

14区東側に位置し，やや西側に偏して南北に走り調査区の南側IJ・北側へ延ひ、る。後述する S

D404溝跡と平行している。検出したのは長さ7.0mで，幅0.3-0.3m，深さ0.2-0.35mを測る。

断面は逆台形に近い。埋土は黒色土で，遺

物は中央近くの床面から完形の須恵器蓋が

南側の床面から横槌が出土している。

50404溝跡

14区西側に位置し やや西側に偏して南

北に走り，調査区の南側へ述ひ‘る。 SK405

井戸跡を切っており北側は一部覚乱されて

おり明らかでない。検出したのは長さ6.2

mで，幅0.3-0.7m，深さ0.2-0.3mを測る。

断面はU字形に近い。埋土は灰褐色土で，

遺物は埋土より土師器小破片が出土してい

一一;;二=ブラ三三
25フ
。

1 .灰褐色粘質土 N. 暗灰色粕質土

II.灰黒色粘質土 V.暗灰色砂質土

III.灰色砂質土 VI.黄白色砂層

Fig 102 SD401溝跡北壁土層図

2m 
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る。

以上の6条の溝跡の他に13区から古墳時代の可能性がある溝跡を 4条検出しているが出土遺

物が土師器の細片のみであるため明確で、ない。 SD301・302・303溝跡が13区東側に位置し，東

側に偏って南北に走り ，SD304溝跡がB区中央に位置し北西から南東に走る。

(3)平安~鎌倉時代の遺構

11区・ 12区・13区から井戸跡4基，土壌7基，溝跡7条，および、柱穴を検出している。

井戸跡

SEl12井戸跡 (Fig.l03，PL.41ー 1) 

11区中央部に位置する素掘りの井戸跡である。二段掘りと思

われるが，上部が削平されており，上段は基底部と西側の壁が

わずかに残っているにすぎない。平面はほぼ円形で，上面径1.

23-1.24m，二段目の径0.9-0.95m，深さ1.06mを測る。上段

の壁は傾斜しており， 二段目の壁はほほ、垂直である。埋土は暗

褐色土で炭の小片を含む。地山は下部が砂質土であり湧水があ

る。

遺物は埋土中部より土師器小皿・ 杯が出土している。

SE202井戸跡 (Fig.l04，PL.41-2) 

12区東側に位置する素掘りの井戸跡である。二段掘りと思わ

L.7.80m 

れるが，部分的に三段になっている。平面は円形に近<，上面 o 1m 

径1.2-1.24m，深さ0.51mを測る。 壁は上段がほぼ垂直で，二 Fig 103 S E112井戸跡実測図

段目は急角度に傾斜している。埋土は上部が黒褐色土，下部が

灰黒色土で，床面近くの地山より湧水がある。遺物は埋土下部

から床面近くにかけてより，土師器菱，黒色土器椀，鉄鎌が出

土している。

土墳

SK120土墳 (Fig.l05，PL.41-3) 

11区中央部南側に位置する。平面が楕円形で，上部の削平が

著しく 残存状況は良くない。長さ1.23m，幅0.56m，深き0.15

m を測る。壁は傾斜しており，床は東側が深くなっている。埋

土は灰褐色土で，遺物は東側の埋土より ，土師器小皿 ・椀，黒

色土器椀がまとま って出土している。土壌墓の可能性がある。

91 -

L.7.40m 

三三重
。 1m 

Fig 104 S E202井戸跡実測図



5K207土墳(Fig.l06，PL.41-4) 

12区中央南側に位置する。平面が不整楕円形で，長さ2.76m，幅1.4m，深さ0.3-0.46mを測る。

壁は傾斜しており，複雑な段がつく。床面の北東部に長さ0.83m，幅0.74mの隅丸長方形に落

ちこむ部分がみられる。埋土は灰黒色土で，遺物は埋土中部から床面にかけてより，土師器小

皿・杯，石製模造鏡が出土している。 -ーーーーー、、

L.7.30m 

三ミ翌三E三三~

。 ζ 弓キ主主長弓戸主主
1m 

。 1m 

Fig 105 S K120土壌実測図 Fig 106 S K207土墳実測図

Tab 16 尾崎土生遺跡平安~鎌倉時代土墳・井戸跡一覧表

遺構番号 平面形
規 模 (m)

遺出 土 物 備考
長 中高 深

SK115 不整形 0.94 0.86 0.36 土師器小破片

120 楕円形 1.23 0.56 0.15 土姉器小皿(へラ切)・椀，黒色土器椀

203 橋円形 1.14 0.85 0.25 白磁・ i滑石片

204 不整形 2.4以上 1.8-2.1 0.18 土師器杯 ・小皿 (玄ラ認).黒色土器椀

205 楕円形 1.16 1.0 0.25 土師器褒，黒色土器椀

207 楕円形 2.76 1.4 0.2-0.46 土師器杯・小皿，石製模造鋭

208 楕円形 1.08 0.88 0.73 

SE112 円 jf~ 1.24 1.23 1.06 土師器小皿1・杯(へフ切) 一段掘り

116 ほ If円形 1. 21 1.14 0.77 Yt.¥I品物払塑を殿t色f土紛椀. 土問』総杯(へラ切)an}也、総 ・ 磁・滑石製，fl，
117 ほほ円形 1.18 1.10 0.91 土師器小破片

202 ほぼ円形 1.2 1. 07 0.51 黒色土器椀・鉄鎌 二段掘 り
( 1.3) (J.2) 

溝跡

50103溝跡

11区東側に位置し，ほぽ東西に走る。西側は調査区域外へ延びている。検出した長さ6.2m

92 



で，幅0.2-0.7m，深さ0.1-0.2mを測る。断面は浅い椀形である。埋土は灰褐色土で遺物は

土師器杯，土師質土器の小破片が出土している。

50104溝跡 (PL.41-6) 

11区東側に位置し， SD105溝跡・ SD106溝跡と平行してはほ南北に走り，調査区北側・南側

へ延び、る。検出した長さは 8mで，幅0.2-0.4m肌'深き0.0白5ト【-‘-0

近い。埋土は暗褐色土でで‘，遺物は，埋土より土師器小破片が出土している。

50105溝跡 (PL.41-6) 

11区東側に位置し，ほほ、南北に走り，調査区北側・南側へ延びる。検出した長さは 8mで，

幅0.55-0.9m，深き0.1-0.22mをi&IJ~，断面は逆台形に近い。埋土は暗褐色土で，遺物は埋

土より土師器杯，土師質土器土鍋，白磁椀の小破片が出土している。

50106溝跡 (PL.41-6)

11区東側に位置し，ほぽ南北に走り，調査区北側・南側へ延びる。検出した長さは 8mで，

幅1.0-1.3m，深さ0.25-0.35mを測り，断面は逆台形に近い。埋土は暗褐色土で，遺物は埋

土より土師器細片が出土している。

以上の4条の溝跡の他に13区から鎌倉時代以降と考えられる溝跡を 3条 (SD305-SD307) 

検出している。このうちSD306溝跡から瓦質土器鉢が出土している。

3.遺物

( 1 )弥生時代の遺物

弥生時代の遺物には土器がある。土器は14区のSE403井戸跡から出土したものと，図示して

いないが， 14区のSD401溝跡から出土したものがある。

5E403土塊出土土器 (Fig.J07，PL.42) 

察 (1-9) 1-5は口縁部が逆L字状をなし 2は口縁部内側が小さく突出し 1・3

-5は口縁部内側が尖り気味になる。口縁部上面は 2・4・5が平担で 1・3は外側にやや

垂れる。みな口縁端部を丸〈仕上げている。口径26-33cm，色調は黄褐色~暗褐色。器壁は外

面がハケ目調整されている。 6は口縁部が逆L字状をなし，口縁端部はわずかに凹む。体部は

胴部中央付近が張り，ここに断面三角形の突帯を l条巡らしている。口径29.8cm，突帯部径32

.2cm。色調は賞褐色~褐色で，器壁はナデ調整されている。 7-9は底部で底部から体部がゆ

るやかに聞く。 7・8はわずかに上げ底をなし 9はほぼ平担である。底径7.3-8.1cm。色調

は黄褐色~禍色で，器壁は外面がハケ目調整されている。

官五(10) 裂を転用したもので，底部の中央に直径0.6cm程の孔を穿いている。器形は先述し

た裂の底部とほぼ同様で、，底径9.0cm。色調は明褐色~褐色で，器壁は外面がハケ目調整されて

いる。
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高杯 (ll) 長脚の高杯脚部で，細い円筒状をなす。色調は褐色~赤褐色で，器壁は摩滅し

ているが，外面がへラ磨きされている。内面にしぼり痕が残る。

鉢(13) 口縁部がT字状で，口縁部上面が外側にわずかに傾く。胴部はゆるく内湾して聞

き，底部はわずかに上げ底をなし，底部外面が凸凹している。口径27.4cm，器高14.6cm，底径

9.8cm，器壁はナデ調整されている。

支脚(12) 円筒状の支脚で，上面が凹み裾近くで広がる。色調は褐色で，器壁はナデ調整

されている。

(2)古墳時代の遺物

古墳時代の遺物には土器・木製品・土製品・石製品がある。このうち土器は主にII区・ 12区

. 14区の土墳・井戸跡・溝跡から， 木製品は14区のSE406井戸跡・ SD402溝跡から出土して

いる。

SK113土墳出土土器 (Fig.l08，PL.42) 

査(14・15) 14 . 15は小型丸底査である。 14は胴部が球形で，口縁部が直線的に聞く。口

径は8.2cmで，胴部最大径とほぼ閉じである。色調は賞褐色~暗褐色で器壁はナデ調整されてい

る。体部内面に強い指ナデ痕が残っている。 15は口径8.7cm，胴部が球形で，口縁部が直線的に

聞き，口縁端部は尖り気味に仕上げている。色調は明褐色~灰褐色で器壁はナデ調獲されてお

ト十一〈16 手十一ぐ7

15 

20 
jj 

22 
21 

。 10 20cm 

Fig 108 S Kl13出土土器実損IJ図
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り，体部内面に強い指ナデ痕が残る。

察 (16-18) 16・17は口縁部がわずかに内湾しながら聞く。 16は口径13.0cmで口縁端部に

面をもっ。 17は口径15.4cmて、口縁端部を丸く仕上げている。器壁は体部内面がへラ削り，外面

がナデ調整されている。 18は体部が球形で，口縁部がゆ奇〈外反し，端部外面がわずかに肥厚

する。口径16.7cm。器壁は体部内面がへラ削りで，外面と口縁内部がハケ目調整されている。

高杯(19-22) 19は杯部が屈折して，口縁部が大きく直線的に聞く 。脚部は裾近くで屈折

して聞く。色調は明黄褐色で，器壁は体部外面がハケ目調整，体部内面および脚部外面がハケ

目調整後ナデ調整されている。口径17.8cm，器高12.5cmo 20・21も19と同様の器形になると思わ

れるが脚端部が尖り気味に仕上げられている。 22は脚の底い高杯で，脚の聞きが大きく屈折が

ゆるい。脚端部が面をもっ。色調は明褐色で，器壁は脚部外面がナデ調整されている。

SK018土演出土土器・土製品 (Fig.l09，PL.43) 

須恵器

蓋 (23) 天井部がわずかに丸味を帯ひ¥体部からロ縁部にかけて直線的に延びる。口縁部

内側に短いかえりを有する。口径8.6cm。器壁は天井部および体部内外面がロクロナデ調整され

ている。

杯 (24) 底部が平担で，体部から口縁部にかけてほぼ垂直に立ち上がる。口径9.9cm，器高

3.0cmo 器壁は底部がへラ削り，体部内外面がロクロナデ調整されている。

査 (25) 口縁部が直線的に聞き，口縁端部を尖り気味に仕上げている。口径7.2cm。器壁

は内外面ともロクロナデ調整されている。

土師器

1察 (33-36) 33・34・36は体部がふくらみ，ロ縁部がゆるく外反する。口径17-21.6cm。

口径は胴部最大径より小さい。色調は黄褐色で，器壁は体部内面がへラ削り，外面がハケ目調

整されている。 35は体部があまり張らず，口縁部がゆるく外反する。口径18.5cm。口径は胴部

最大径より大きい。色調は暗黄褐色で器壁は，体部内面がへラ削り，外国がハケ目調整されて

いる。

鉢 (30・31) 30は体部が丸昧を帯び，頚部がくびれ口縁部がわずかに外側に聞く。口径10

2cm。色調は明褐色で器壁は摩滅のため不明であるが内面はナテ調整されている。 31は底部が

小さしわずかに上げ底をなし，体部が直線的に大きく聞き，口縁部がゆるく外反する。口径

19.8cm。色調は明褐色で，器壁は内外面ナデ調整されている。

高杯 (26-29) 26は杯部が屈折して，口縁部が直線的に大きく聞く。口径17.3cm。色調は

賞褐色で，器壁は，外面がハケ目調整，内面がハケ目後ナデ調整されている。 27は脚部で，裾

近くで強〈屈曲して大きく広がる。色調はH音褐色で，器壁は内外面ナデ調整されている。 28・

29は杯部が内湾して聞き，胴部は太くて直線的にゆるやかに広がり裾近くで強〈屈曲する。ど
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ちらも口縁端部と脚端部は丸〈仕上げている。

脚付皿 (32) 皿部が，ゆるく内湾して大きく聞き口縁部は端部が平担になる。脚部は太く

てゆるく屈曲して聞き，裾近くで屈折し，裾端部が平担で全面が接地する。口径24.6cm，器高

9.Ocm。色調は明責褐色で，器壁はナデ調整されている。

甑 (37) 休部はほとんど張らず，口縁部がゆるく外反する。休部の上位に l対の把手がつ

くものと思われる。口径35.5cm。色調は褐色で器壁は体部内面がへラ削り，外面がハケ目調整

されている。把手は指頭によりナデ調整されている。

土製品

玉 (38) 全体の約四分のー程を欠損している。断面はほぼ円形で長さ1.6cm，径1.3cmを測

る。色調は明賞褐色で器面はナデ調整きれている。

SEl14井戸跡出土土器 (Fig.110，PL.44) 

土師器

査 (39) 小型丸底査である。胴部が球形で，頭部が強<<ぴれ，口縁部が直線的に聞く。

口径8.3cm，器高7.8cmで，口径は胴部最大径より大きい。色調は明褐色で，器壁は口縁部内外

面がへラ磨き体部内面がナデ調整されている。

費 (42・43) 42は頚部が r< J字状に屈折し，口縁部が直線的に強〈聞き口縁端部が平担

になる。口径17.9cm。色調は灰褐色で，器壁は体部の内外面がハケ目調整されている。 43は体

部が丸味をもち球形に近<，口縁部は，わずかに内湾しながら聞く。ロ縁端部は外側がわずか

に肥厚する。口径18.2cm。色調は褐色で，器壁は体部内面がへラ削り，外面がハケ目調整され

ている。

高杯 (40・41) 40は体部が屈折して口縁部が外反して大きく聞く。口径16.5cm。色調は明

褐色で器壁は内外面ともハケ目調整されている。 41は脚部で，裾近くで屈曲して大きく聞くと

、

と百
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Fig 110 S E114出土土器実isiJ図
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思われる。色調は明褐色で，器壁は外面がへラ磨きされている。

SE211井戸跡出土土器 (Fig.111，PL.44) 

土師器

褒 (44-46) 体部が丸味を帯び¥口縁部がゆるく外反する。44の底部はわずかに丸味を帯

びた平底である。口径は44が17.6cm，46が18.4cm。色調は賞褐色~暗褐色で器壁は体部の内面

がへラ削り，外面はハケ目調聖まされている。

甑 (47・48) 47は小型の瓶で体部がやや張り，口縁部が外反する。体部中位に 1対の突帯

-----一
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Fig 112 S E406出土土器・木製品実測図

を有する。口径19.6cm。色調は赤褐色で，器壁は体部内面がへラ削り，外面がハケ目調整され

ている。 48は休部が張らず、口縁部はわずかに外反する。体部に 1対の突帯を有すると思われ

る。口径37.3cm。色調は赤褐色で，器壁は休部内面がへラ削り，口縁部内面と体部外面はハケ

目調整されている。

支脚 (49) 円筒状の支脚で，裾がわずかに広がる。裾部径38cm。色調は暗褐色で，器面は

ナデ調整されている。

SE406井戸跡出土土器・木製品 (Fig.112，PL.43) 

土師器

高杯 (50・51) 50は杯部が屈折して，口縁部にかけて大きく聞く 。口縁部がわずかに外反

し，端部がわずかに凹む。口径17.6cm。色調は暗褐色で器壁は外面がハケ目調整後ナテ、調整さ

れている。 51は脚部で直線的に聞き，裾近くで屈曲する。色調は暗褐色で器壁は内面がへラ削

り後ナデ調整されている。

木製品

万装具 (52) 柄の一部を欠損しているが，柄頭・柄間・顎・鞘|口が一体となる7 木造りで

全長16cm程になると思われる。鞘口は断面が菱形に近い楕円形で，幅2.3cm，厚さ2.1cmを測る。

顎は上部は断面が菱形に近い楕円形で下方にさらに延びる。柄頭は断面が楕円形で幅3.7cm，厚

き2.8cmで下方に垂れている。顎・柄頭と柄聞の境は段がつく。柄聞は断面が楕円形で，幅2.0

-2.8cm，厚さ 1.6cmでーヶ所の目釘穴がみられる。下方には茎を差し入れるための溝を掘りこ

んでいる。鞘口から顎にかけての内部には木製の茎が目釘穴には自主]が残存していた。全体に

丁寧な削り加工がみられる。

SK201土境出土土器 (Fig.113，PL.44・45)

須恵器

蓋 (53-58) 53は天井部がわずかに丸味を帯び，体部から口縁部にかけて強〈広がる。口

縁部内側に短いかえりを有する。口径12.3cm。器壁は外面の天井部近くがカキ目調整，他はロ

クロナデおよびナデ調整されている。 54-58は天井部がほぼ平担で，体部から口縁部にかけて

わずかに内湾して聞き，口縁端部が短 〈下に延びる。天井部に低いボタン状のつまみを有する。

口径13. 5 -17 . 6cm，器高2.5-2.6cm。器壁は天井部がへラ削りで¥他はロクロナテ調整および

ハUハU



ナデ調整されている。

杯 (59・60・62-64) 59・60は体部から口縁部にかけて内湾気味に聞き，立ち上がりは短

〈内側に傾く。口径は59は8.1cm，60が10.2cm。器壁はロクロナテ調整されている。 62-64は底

部がほぼ平担で体部から口縁部にかけてわずかに内湾して聞く。 63・64は底部に短い高台を有

する。口径15.3-17.8cm。器壁は体部がロクロナデ調整されている。 63は底部外面に「メ」の

へラ記号がみられる。

皿 (61) 底部はほぼ平担で，口縁部がゆるく外反する。口縁部の一部分はつまみ出して片

口状にしている。口径14.6cm，器高2.1cmo 体部はロクロナデおよびナデ調整されている。

査 (66) 長類壷で，頭部が円筒状に上方に延び，口縁部近くでゆるく外反する。頚部は強

く屈折し体部移行する。内外面ロクロナデ調整でしほ、り痕が残っている。

袈 (65) 頚部から口縁部にかけて内湾して聞く。端部外側はJl巴厚し 2条の回線を巡らし

ている。
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，0 

¥戸建 fup 
。 10 20cm 

Fig 114 S K206・SD402・SD108・SD103出土土器・木製品実測図

土師器

薬 (67・68)体部がわずかにふくらみ，口縁部がゆるく外反する。口径は67が16.7cm，68が

14.3cmて‘器壁は体部内面がへラ削り後ナデ調整，外面がハケ目調整きれている。

甑 (69) 小型の甑で，体部から口縁部にかけてわずかに内湾して聞き，口縁部がゆるく外

反する。体部上面に l対の把手がつくと思われる。口径23.8cm。器壁は体部内面がへラ削り後

ナデ調整，外面がハケ目調獲されている。

5D402溝跡出土土器・木製品 (Fig.114，PL.45) 

須恵器

蓋 (75) 天井部が丸味を帯び，休部から口縁部にかけて内湾気味に聞く。口縁部内側に短

いかえりを有する。口径1O.4cm。器壁は天井部および体部外商がへラ削りされている。

木製品

横槌 (74) 身と柄の一部を欠損している。全長24.4cm。身と柄の断面は椅円形である。残

存部で身の径5.0-6.6cm，柄の径2.0-2.7cm。柄部に削り加工痕が残っている。

5D401溝跡出土土器 (Fig.115・116，PL.46・47)

土師器

査 (78-83・105-107) 78は長い口縁部が直線的に広がる。口径12.8cm。色調は暗黄色~

黒褐色で，器壁は内外面ともハケ目調整後ナデ調整されている。外面に黒色願料が塗られてい

る。 79-82は体部が球形で，頚部が〈びれ，口縁部が直線的に聞く 。82は頚部のくびれがゆるし

口縁部は内湾気味に開く。口径は79が8.6cm，82が11.7cmでどちらも口径が胴部最大径より小さ

ハリ
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い。色調は褐色一灰褐色で器壁は体部が主にナデ調笠されている。 79の休部外面にハケ目が残

っている。105は口縁部に二重口縁の名残りがわずかに残る。口径24.0cm。色調は暗褐色で器壁

はヨコナデ調整きれている。106は頚部と口縁部の境が強〈屈曲する二重口縁をなす。口径22.6

cm。色調は日音責褐色~暗褐色で器壁はヨコナデ調整されている。107は短頚査で、体部は胴が張

1)、短〈外反する口縁部がつく。口径11.1cm，胴部最大径20.4cm，色調は黄褐色で，器種はナ

デ調整されている。

嚢(101-104)体部は，底部がやや尖り気味で，胴部が卵形をする。口縁部がわずかに内

湾して聞く。口縁端部は 101と 103は丸味をもち 102は端部上面がわずかに凹み 102は肩

部に一条の沈線を巡らしている。口径12.7-14.7cm，色調は明褐色~黒褐色で器壁は体部内面

がへラ削り、外面がハケ目調整されている。 103・104の外面に煤が付着している。

高杯 (84-90) 84-86は杯部が屈折して口縁部が直線的に大きく聞く。口径16.0-23 .6cm 

色調は暗賞褐色一暗褐色で器壁は86の外面および85の内外面がハケ目調整されている。 87は杯

部がゆるく内湾して聞き，脚は太くて大きく広がる。杯の中央は焼成前に穿孔している。口径

13.8cm，器高 9.6cm。色調は黄褐色で器壁は脚部内面がへラ削りされている。 87-90は脚部で

90は裾まで直線的に広がるが， 87-89は裾近くで強〈屈曲している。色調は黄褐色~暗褐色で

器壁は内面がナデ調整されている。

鉢(108 )体部は丸味を帯び，頭部はわずかにくびれ，口縁部がゆるく外反する。口径22.0

cm。色調は黄褐色で器壁は体部の内面がへラ削り，外面がハケ目調整されている。

器台 (91-94) 受部がわずかに内湾して大きく広がり，脚部は裾が大きく聞く。色調は賞

褐色~暗褐色で，器壁は内外面ともへラ磨きされている。

ミニチュア土器(95-100 )査・鉢・台付椀・器台がみられる。95の壷は底部に穿孔してい

る。色調は褐色~暗褐色で，器壁は主にナテ調整きれている。 99は外面が丹塗りである。

須恵器

杯(109-111) 109・110は底部がわずかに丸味を帯び，体部から口縁部にかけて内湾気味

に聞き，立ち上がりは短 く内側に傾く。口径は109が9.8

cm， 110が 9.9cm，器壁は底部外面がへラ削りで他はロ

クロナデおよびナデ調整されている。 111は底部カ、平坦

で，休部から口縁部にかけてゆるく屈曲する。口縁部は

ほぼ直立 し端部近くでわずかに外反する。口径10.2cm。

底部外国がへラ削りで他はロクロナデおよびナデ調整さ

れている。

壷(112 )短顎査で外部は扇平な球形で肩が張リ，口

縁部は垂直に立ち上カ、る。口径 9.2cm。器壁は底部外面

-104-
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がへラ削りで，他はロク ロナデ調整されている。

椀(113 )底部は平坦で体部との境が丸昧を帯び，イ本部から口縁部にかけてほぼ垂直に延び

る。休部に 3条の沈線を巡らす。 器壁はイ本部下半がへラ削り，体部上半がカキ目調整されて

いる。

装身具

管玉 (Fig.l17・114)

全長 4.1cm，径1.4cm，孔の直径 0.3-0.4cmをiMる。色調は緑色であるが表面は風化が著

しし、。

(3) 平安~鎌倉時代の遺物

平安一鎌倉時代の遺物には土器 ・鉄製品 ・石製品がある。土器は主に11区・ 12区の土墳・井

戸跡 ・溝跡から，鉄製品 ・石製品は12区のSE202井戸跡および 207土墳から出土している。

SK120土噴出土土器 (Fig.118，PL.48) 

土師器

小皿(116 )底部がわずかに上げ底で，口縁部はゆる く内湾して立ち上がる。口径10.7cm，

底径 7.4cm，器高 1.8cm。色調は貧褐色で，器壁はロクロナデ調整，底部外面はへラ切り離し

後ナテ調整されている。

椀(117・120) 底部に裾広がりの高台を有す。休部から口縁にかけてゆるく内湾して大

きく聞く。 120は口縁端部がわずかに肥厚する。色調は賞褐色~明褐色で、器壁はどちらも摩

滅がはげしく調整不明である。

鉢(121 )底部がわずかに上げ底で 1ヶ所焼成前の穿孔がある。{本部は内湾気味に聞 くと

恩われる。 底径19.2cm。 色調は賞褐色一明褐色で器壁はナデ調整されているが凹凸している。

黒色土器

椀(118・119) 底部に裾広ヵ、りの高台を有し，f本音1¥から口縁部にかけてゆるく内湾して聞

く。118は口縁端部外側がわずかに肥厚し， 119は体部の下部にゆるい稜をなす。口径は118が14cm，

119が15.2cm。色調は灰黒色で器壁は体部の内外面がへラ磨きされてし、る。

SEl12井戸跡出土土器 (Fig.118，PL.48) 

土師器

小皿(122 )底部がほぼ平坦で，口縁部が直線的に大き く聞く 。口径12.2cm，底径 o.Ocm，

器高 1.7cm。色調は黄褐色で器壁はロクロナデ調整。底部外面はへラ切り離しで板目痕が残る。

杯(123 )底部は平坦で{本音防当ら口縁部にかけて直線的に大きく聞く。口径12.4cm，底径5.9

cm，器高 3.5cm。色調は明褐色で，器壁はロクロナテ調整。 底部外面はへラ切り離しで板目痕

が残る。
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SE202井戸跡出土土器・鉄製品 (Fig.116，PL.48) 

土師器

察 (25) 頚部がゆるくくびれ，口縁部が外反する。口径20.2cm。色調は赤褐色で器壁は体

部内面がへラ削り，外面がハケ目調整されている。

黒色土器

椀 (24) 底部に裾広がりの長い高台を有し，体部から口縁部にかけてゆるく内湾して聞く。
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- 107-



。 10 20cm 

Fig 119 SK328' SD307出土土器実視IJ図

口縁部は端部近くでわずかに外反する。口径14.0cm。色調は黄褐色~灰黒色で，器壁はへラ磨

きされている。

欽鎌(126) 知崩部と茎の部分を欠損している。刃部は両刃て身の幅2.2-4.2cm，厚さ0.4

cmを測る。

SK207土墳出土土器・石製品 (Fig.116，PL.48) 

土師器

小皿(127-129) 底部がほぼ平担で，口縁部がわずかに内湾して立ち上がる。口径9.2-9

9cm，底径6.5-7.1cm，器高1.4-1.5cm。色調は黄褐色~暗賞褐色で，器壁はロクロナデ調整。

底部外面は糸切り離しで， 129に板目痕が残る。

杯(131-136) 底部がほぼ‘平担で，体部から口縁部にかけてわずかに内湾して大きく聞く。

108 -
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口径14.3-16.5cm，底径8.4-10.4cm，器高3.0-3.9cm'。色調は明黄褐色~暗寅褐色で，器壁は

ロクロナデ調整。底部外面は132-134がへラ切り離し， 13卜 135が糸切り離しである。

石製品

模造鏡 (137) 滑石製で，長さ56cm，幅4.4cm。周縁部は尖り気味に仕上げている。背面に

は細長い紐がつく。紐は欠損しているが横に孔が穿たれている。

5K328土境・ 50307溝跡出土土器 (Fig.119，PL.49) 

須恵質土器

鉢(138-144) 138・140・142は底部が丸〈他はほぼ平担である。体部から 口縁部にかけ

てわずかに内湾して聞き， 140は口縁部をゆるく外反させている。 143・144は口縁部の一部を

つまみ出して片口にしている。口縁端部はみな平担に仕上げている。口径29.0-30.5cm，器高

13.2-14.2cm。色調は暗灰色~灰黒色で器壁は休部外面はハケ目調整後ナデ調整。体部内面は

ハケ目調整で， 139・141・142・144は数条を l単位とする縦方向の条線を巡らしている。

Tab 17 尾崎土生遺跡出土弥生土器一覧表

①口 径

番号 器種 出土遺構 色 調 法量②器 高 調 整
遺 物

備考
(cm) ③1岡部最大径 登録番号
④底径

1 察 SE403 責 褐 色 ①26.0 
外面ハケ目

84-2001 
内面ナデ

2 " " 黄褐色~暗褐色 ①30.0 
外面ハケ目

84-2002 
内面ナデ

3 " " 白黄褐色~暗褐色 ①33.4 
外面不明 84-1300 
内面ナデ

4 " " 黄褐色~時賞褐色 ①30.4 
外面ハケ目

84-2004 
内面ナデ

5 " H 褐 色 ①33.0 
外面不明

84-1299 
内面ナデ

6 " " 賞褐色~褐色 ①29.8 内，外商ともにナデ 84-2003 

7 " " 褐 色 ④ 7.4 内，外面ともにナデ 84-2005 

8 " " 賞褐色~褐色 ④ 8.1 
外面ハケ目

84-2008 
内面ナデ

9 " " 褐 色 ④ 7.3 
外商ハケ目

84-2007 
内面ナデ

10 貧1 " 褐色~日音褐色 ④ 9.0 
外面ハケ目 84-2009 衰を転用
内面ナデ

11 高杯 " 夜、褐色~褐色
外商へラ磨き 84-2011 
内面ナデ，しぼり

12 支!肉 " 褐 色 ① 6.0 内，外国ともにナデ 84-2012 

13 鉢 " 日月 褐 色 14.6 内，外面ともにナデ 84-2010 
9.8 

nu 



Tab 18 尾崎土生遺跡出土古墳時代土器一覧表 (23-25・53-66・70-72・75-77・109-113は須恵器.他は土師器)

番号 器種 出土遺構 色 調 端部取i調 整 遺物登録番号 f蔚 多J 

14 査 S K 113 暗 縄 色 き8.28.4 外内面 ヨコ十デナ、ノ、ヶ目面指押え後デ 84~ 1686 

15 11 11 黄褐色~暗褐色 81;:③10.2 外内面 ヨコナデ、ノ、ヶ 目
面 ヨコナデ、ナデ 84~ 1687 

16 Z襲 11 日月 褐 色 ①13.0 内、外面ともにナデ 84~1684 

17 11 H 明 褐 色 ①15.4 外内面 ヨコ十デナデ面へラ削り後十デ
84~1685 

18 11 11 明褐色~灰褐色 ①16.7 外内面 J 、ヶ目目
面ハケ、へラ削り

84~ 1692 

19 高杯 H 明黄褐色 817総 ]].812.5 
外内面 ノ、ヶ目、ナデ
面へラ削り、ナデ 84~ 1689 丹塗り

20 11 H 84~1688 

21 11 11 明燈褐色~賞褐色
外面へラ削り後ナデ

84~ 1690 内面残にしぼり痕内面へラ肖リ カず る

22 11 H 明 黄褐色 ④13.0 
外面ノ、ヶ目、ナデ

84~ 1691 11 
内面 へラ削り後十デ

23 蓋 S K 118 暗 灰 色 q② コ8.6 外面 ヨコ十デ 84~2231 2.4 
内面 ヨコナデ、ナデ

24 杯、 11 明 灰 色 899 外内面 ヨコナデ 84~2230 へラ記号3.0 
面 ヨコナデ、ナデ

25 壷 H 褐 色 ① 7.2 内、外商ともにヨコナデ 84~2232 

26 高杯 11 責 褐 色 ①17.3 外内面面 ノノ、、ヶヶ 目目後、十ヨデコナデ 84~2236 

27 11 H 暗 褐 色 ④11.9 外内面面 ナヨデコナデ 84~2234 

外国綜音11内面28 11 11 明賞褐色 2120 内、外面ともにナデ 84~2239 8.2 丹 塗 り

29 11 11 11 審12.1
8.0 

外内面 ヨコナデ、ナデ
面十デ 84~2238 

30 鉢 11 11 ①10.2 外内面 理署i威のため不明面十デ 84~2233 

31 11 11 11 S198 
10.1 

外内面 へラ削り後十デ
前十デ 84~2246 

32 脚付皿 11 11 審24.6
9.0 内、外国ともにナデ 84~2237 

33 察 11 賞 褐 色 ①17.0 外内面 ヨコナデ、 ，、ヶ 目面へラ削リ 84~ 2240 

34 11 11 暗 褐 色 ①17.0 外内面 ヨコナデ、ハケ 目面I へラ肖IJり後ナデ 84~2244 

35 11 11 自音賞褐色 ①18.5 外内面面 ヨコナデ、ハケ 目〈、ラ肖IJり 84~2242 

36 11 11 賞 褐 色 ①21.6 
外面 ヨコナデ

84~2241 
内面磨i戚のため不明

37 曾五 11 褐 色 ①35.5 外内面 ヨコナデ、ナデ回へラ削り 84~ 2245 

39 豪 S K 114 明 褐 色
容8.3
7.8 ゲ内ト菌面I 可ヘ之日ラ月掛き、 十デ 84~ 2321 

40 高柄 11 11 ①16.5 内、外面ともにハケ目 84~2319 

41 11 11 褐 色
外内面 ヘラ磨き後十デ 84~ 2320 

内面にしぼり痕
面 ハケ 目後十デ カず供曳る

42 褒 11 灰 筒 色 ①17.9 内、外I商 ともにヨコナデ 84~ 2322 ノ、ヶ 目

43 11 11 褐 色 ①18.2 内外耐面 ，、ヶ 目鏑獄ラ後削十りデヨコナデ、ナデ、へ 84~ 2323 

44 " S K 111 赤 褐 色
審17.6
16.6 外F大J面ノ、ヶ目前へラ削リ 84~ 2225 

45 11 11 暗 褐 色
外内国1 ノ、ヶ 目後十デ
商 ヨコ十デへラ肖IJり 84~2226 

46 11 11 責 縞 色 ①18.4 外I*J国 ヨコナデ、ハケ 目直i ハケ 目後十デ 84~2227 

47 曾瓦 11 赤 褐 色 ①19.6 外内国面 ヨコナデ、ハケ自へラ肖IJり 84~ 2228 

48 11 11 11 ①37.3 外内前障i ヨコナデ、ハケ 目へラ肖IJり 84~2229 

49 支脚 11 時 褐 色 ④ 8.8 外国ナテ 84~2224 

50 高杯 S K 406 11 ①17.6 外F大J直I ノ、ヶ目、ナデ前 ヨコナデ 84~20日

51 11 11 11 タ内十聞lni 可ヘミ日ラ月肖IJり 84~2014 

53 蓋 S K 401 時賞灰色 。②コ12.33.0 
外内面面l ヨコナデ、カキ目、ヘラ削リ

ヨコナデ、十デ 84~ 1792 

54 11 11 自 灰 色 ①13.0 
外而へラ肖IJリ

84~ 1785 内 面 ヨコ十デ

55 11 11 黄 灰 色 ①13.5 外 商置I へラ肖IJリヨコナデ内 ヨコナデ、ナデ 84~ 1789 

56 11 11 白 灰 色 ①15.0 
外 商I ヨコナデ、ヘラ削

84~ 1786 内 部 ヨコナデ、ナデ

57 11 11 11 審16.0 外 商I ヨコ十デヘラ肖IJり
84~ 1787 2.6 内 問l ヨコナデ、ナデ
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番号 器種 出土遺構 色 調 曜4 調 整 遺物萱録番号 f精 考

58 蓋 S K 401 日月 灰 色 審17.6 外面 ナデ、ヘラ向 11')、ヨコナデ 84-1788 2.5 内而 ヨコナデ、ナデ

59 杯 H 11 ① 8.1 内、外面ともにヨコナデ 84-1796 

60 H 11 賞 褐 色 ①10.2 内、外面ともにヨコナデ 84-1798 

灰 色
d② コ14.6 外商 ヨコナデ

61 皿 11 日月 2.1 内聞 ヨコナデ、ナデ 84-1791 

62 杯 白 灰 色
容15.3 外面 ヨコナデ、十デ

84-1790 /1 4.2 内面 ヨコナデ

63 暗 灰 色
審13.8 円、外面ともにヨコナデ

84-1793 11 /1 3.35 ナデ

64 11 11 白 灰 色
容17.8
6.4 内、外面ともにヨコナデ 84-2201 

65 査 11 暗 灰 色 ①13.6 内、外耐ともにヨコナデ 84-1797 

66 長類壷 11 11 内、外面ともにヨコナデ 84-2202 内面にしぼり痕カずみら:tLる

67 察 赤 褐 色 ①16.7 
外商I ヨコ十デ、 r、ゥ・ 目

84-12204 11 内面i へラ削り植十デ

68 11 ①14.3 
外聞 ヨコ十デ、ハケ目

84-2203 11 11 内閣 へラ削リ植ナデ

69 曾民 ①23.8 
外面 ハケ目

84-2205 外面に煤付着11 11 内面 へラ削リ雄十デ

70 蓋 S K 206 暗 灰 色 ①13.0 
外商へラ削リヨコナデ

84-2211 内面 ヨコナデ

71 キ1、 11 11 ①15.5 外内面面 ヨコナデヘラ削りヨコナデ 84-2210 

72 委 11 赤貧褐色 ①17.5 内、外面ともにヨコナデ 84-2208 

73 本不 11 明赤賞褐色 ① 9.3 内、外面ともにヨコナデ 84-2209 

75 蓋 S D 402 外内面緑面灰色緑~暗灰賀灰色色 ①10.4 外内国 へラ削り面ナテ 84-2015 

76 11 S D 108 灰 色 ① 9.3 外内面 ヨコナデヘラ削リ面 ヨコナデ、ナデ 84-1679 

77 婆 S D 103 黒灰色一灰色 ①36.6 外内国面 へヨラコナ削デリ後、ナ十デデ 84-1683 顕部外面に櫛描波状文

78 壷 S D 401 暗賞褐色~黒色 ①12.8 外面 ハケ目調繋後ヨコナデ 84-2018 外面に黒色顔料内面ノ、ヶ目

79 11 /1 褐 色 容8.68.6 外内面閣 ナヨテコナデ、ハケ目 84-2143 
80 11 11 灰 褐 色 ③ 9.4 外内面 ヨコナデ、ナデ面ナデ

84-2142 

81 11 11 灰 褐 色 内ナデ、外面ともにヨコナデ 84-2141 

82 11 11 11 外国ナデ 84-2144 
内面不明

83 11 11 手L 褐 色 ①11.7 内、外面ともにナデ 84-2145 

84 高杯 11 明褐色~黄灰色 ①16.0 内、外面ともに不明 84-1895 

85 11 /1 暗褐色~暗黄褐色 ①23.6 外国不明 84-1896 内面ノ、ヶ目

86 11 /1 11 ①17.0 内艶後、外ナ商デ ともにノ、ヶ回調 84-1894 

87 11 11 11 s④lil F108 外内面 磨滅のため不明 84-1892 直I 脚音1¥へラ肖IJり

88 11 11 黄 褐 色 2.2 内、外面ともに不明 84-1888 

89 11 11 暗褐色~灰色 ④13.9 外内面面 ナナデテしぼり痕あり 84-1891 

90 11 11 暗賞褐色~暗縄色 ④12.8 内、外面ともにナデ 84-1889 

91 器台 11 暗褐色~黄灰色 ④10.6 内、外面ともに不明 84-1890 

92 11 11 暗 術 色 ① 7.2 内、外面ともにへラ磨き 84-2149 

93 ミニチュ7土 11 11 内、外面ともにへラ磨き 84-2154 

94 器台 11 11 外内直I へラ磨削 き
面 ヘラリ

84-1893 

95 褒 11 11 内外而面ノ、ナヶ目デ、ナ、デ、ヨコナデ
ヨコナデ

84-2150 

96 壷 11 灰 縞 色 ① 7.0 内、外面ともにナデ 84-2146 

97 iニ千"，7土 /1 11 審4.2
2.55 内、外面ともにナデ 84-2151 

98 11 11 暗 褐 色 238 2.25 内、外面ともにナデ 84-2152 

99 高杯 11 褐 色 外内面i ヨコナデ
国1 ヨコナデ、ナデ 84-2148 外面丹塗リ

100 iニチュ7土 11 11 内、外面ともにナデ 84-2153 

101 宝士E 11 時白色~黒褐色
」一一一

①12.7 外内'部 ノ、ヶ目後ヨコナデ商ナデ、ヘラ削り 84-2019 



番号 器種 出土遺構 色 調 告トi調 整 遺物萱録番号 f蒲 考

102 察 S 0 401 黒、 褐 色 ①15.2 外内面面 ノへ、ケラ肖目IJり

103 11 11 暗褐色~黒色 ①13.25 外内商閣 ノ、ケ目ヘラ削り 84-2120 外面lこ煤付着

104 11 11 褐色~明褐色
外内面面 ノ、ケ目調整後十デ
強い十デ 84-2021 

105 査 H 暗 褐 色 ①24.0 内、外面ともにヨコナデ 84-2016 

106 11 11 暗褐色~暗賞褐色 ①22.6 外内面 ヨコナデ商 ヨコ十デヘラ削り 84-2024 

107 11 11 暗褐色~黒灰色 審11.120.4 内面 ナデ 84-2025 

108 11 11 黄 褐 色 ①22.0 外内面 ノ、ヶ目商へラ削り 84-2023 

109 杯 11 灰 色 き9.83.35 外内面 ヨコナデ面 ヨコ十テ¥ナデ 84-2301 

110 11 11 自 灰 色 審9.93.5 外内面 ヨコナデ面 ヨコナデ、ナテ 84-0100 

111 11 11 灰 色 審10.23.3 外内面面 ヨコナデヨコナテ¥ナテe 84-0099 

112 査 11 11 ① 9.2 外内面 ヨコナデヘラ削り面 ヨコナデ 84-2302 

113 椀 11 11 ④ 7.2 外面 カキ目、へラ削り 84-2303 へラ記号

Tab 19 尾崎土生遺跡出土平安一鎌倉時代磁器・陶磁器一覧表

番号 器種 出土遺構 色 調 話器ヰ 調 整 遺物登録番号 f蔚 考

116 土師器皿 S K 012 黄 褐 色 2107 7.4 内、外面ヨコナデ 84-1884 

117 土師器椀 11 黄褐色~明栂色 a1!吻 7.44.2 内、外面摩滅のため不明 84-1886 

118 黒色土器摘 11 灰 黒 色
8141④ 8.7 
6.05 内、外面へラ磨き 84-1883 

119 " H 11 8liP 96 外内面面 磨滅のため不明へラ磨き 84-1882 

120 土師器椀 11 明褐色~黄褐色
q② コ14.6
4.9 内、外面磨滅のため不明 84← 1885 

121 土師器 11 賞褐色~明褐色 ④19.0 
外国ナデ 84-1887 穿孔がlヵ所ある内面 指押え後十デ

122 土師器皿 S K 112 黄褐色 81??60 
外内商 ヨコナデ 84-1678 

，、、ラ-1;1)り宵佳し
面十デ キ反自主({カず長曳る

123 土師器杯 11 明褐色 812ゆ 5.9 外面 ヨコナデ 84-1677 
3.51 内面 ヨコナデ、ナデ

124 黒色土器摘 S K 102 黄褐色~灰黒色
8①120??.2 76 

外内面国 へラ磨き 84-2207 へラ切り離しヘラ磨き、ロクロナデ

125 土師器褒 11 赤褐色 外内面面!l ハヨケコ日ナ後デナ、デハ、ヘケラ目削後りナ後デナデ 84-2206 

127 土師器小皿 S K 107 賞 褐 色 81F 72 外内商 ロクロナデ百I ロクロナデ、十デF 84-2213 糸切り離し

128 M 11 11 89⑬ 6.5 
1.55 

タ内宇宙! ヨコナデ
ilii ヨコ十デ、ナデ 84-2214 

129 H 11 暗貰褐色 ai⑬ 7.1 1.4 
外内面I ヨコ十デ
面 ヨコナテ、ナデ 84-2215 

糸旬Jり舟佐労しt 
キ反目抵;{;I){ る

130 土師器椀 11 黒 色 ①17.5 内、外面へラ磨き 84-2222 

131 土師器杯 11 明黄褐色 814a84 3.0 
外内面部 ヨコナデ
ヨコナテ、ナデ 84← 2217 糸切リ離 し

132 H 11 賞 褐 色 81P 98 内外面蘭1ヨコヨナデコ、へナラデ切')、離ナu五デナデ 84← 2218 

133 H 11 明黄褐色 81!?104 11 84-2219 

134 H 11 11 81P 94 11 84-2220 

135 n 11 時黄褐色 æl~ 的 9 .2 外商 ヨコナデ 84-2221 糸切り離し3.9 内面 ヨコナデ、ナデ

136 H 11 賞 褐 色
∞17 .8 

11 84-2223 
糸切り離し後ナ

o 3.85 テ干反目iH:カサ"ltる

138 瓦費土器蝉 S K 328 灰 黒 色 830F212 14. 
外内国 ナデ
関 ナデ、ハケ目 84-0902 

139 H S 0 307 暗 灰 色 Si;P154 内、外面ハケ目 84-0901 

140 H 11 11 829伽 3
13.4 

外内部 ナデ、ハケ 目
T師 ノ、ヶ 目 84-0905 

141 H 11 灰 里 色 821④18.0 内、外面指押え 84-0907 

142 H 11 灰 筒 色 $300 
外国1 ナデフノ、今 回 84-0903 21.3 内荷l ノ、ヶ 目、ナデ

143 H 11 灰 黒 色
8290142 
13.7 内、外国ナデ、ハケ目 84-0904 

144 H 11 L暗 灰 色 82F135 外内面部 ナデ ハケ 目 84-0906 ノ、ヶ 回
」ー



4.小結

尾崎土生遺跡は，南北約950m，東西約300-500mの範囲に広がる遺跡である。今回報告する

11区-14区は，この広範囲な遺跡の北側に位置する。遺構は弥生時代から鎌倉時代にかけての

ものがみられ， 11区-14区のほぼ全面から検出きれている。遺構は11区 ・12区に密集している。

13区・ 14区は遺構が疎らで，遺跡の東端および西端に近いと考えられる。遺物は弥生時代から

鎌倉時代にかけての土器 ・石器 ・木製品 ・石製品 ・装身具が出土している。

弥生時代の遺構は， 14区西端から井戸跡が1基のみ検出されている。平面が楕円形の素掘り

のもので上部が削平されている。遺物は床面近くより中期中頃の土器(事・甑 ・鉢・高杯・支

脚)が出土している。

古墳時代の遺構は掘立柱建物跡・井戸跡・土墳・溝跡がある。掘立柱建物跡は 9棟で， 11区

・12区に存在する。規模は l間Xl聞が 2棟 2間X1聞が2棟 2間X2聞が4棟 4間×

3聞が1棟みられる。 4棟ある 2間X2聞の建物跡の7ちSB121-SB123の3棟は総柱建物跡

で，残る 1棟 (SB124)も総柱建物跡、の可能性がある。これら 2間X2聞の総柱建物跡および

1間X1聞のSB125・SB127は倉庫跡と考えられる。建物跡のうちSB122-SB126・SB127の

6棟は，ほほ、同ーの方向性をもって並んでおり，同時期もしくは近い時期に存在していた可能

性が強い。建物跡の時期は，柱穴から土師器 ・須恵器の小破片しか出土していないため明確に

できないが 5世紀-6世紀代と考えられる。

井戸跡は 5基あり， 11区 ・12区・ 14区に存在する。平面が円形・楕円形で，すべて素掘りで

井戸枠等は出土していない。SE114 . S E211・SE406は二段掘りで， SE114とSE406は形定暴力ず

よく似ている。井戸内からは土師器査 ・護 ・高杯 ・甑，須恵器蓋 ・杯，木製品(万装具)が出

している。これらの出土遺物から井戸跡の時期はSE114・SE405・SE406が5世紀前半， S E 

111・SE211が6世紀後半と考えられる。

土域は5基あり， 11区・ 12区に存在する。平面が隅丸長方形 ・惰円形で，SK113・SK201は

二段掘りである。遺物は埋土から多量の土師器壷・裂・高杯・甑 ・カマト¥須恵器蓋 ・杯 ・皿

・査 ・裂が出土している。土墳の時期は出土遺物より ，SK113が5世紀前半， SK206・SK209

が6世紀前半， SK118が6世紀後半， S K201が7世紀末-8世紀前半と考えられる。

j葬跡は10条あり ，11区・ 13区 ・14区に存在する。S0101 . S 0108・S0401・S0402 . S 0404 

がほぼ南北に走り ，S0301・S0302. S 0303は東側に偏って南北に走る。 S0102は短〈弧状に

なる。これらの溝跡のうちS0401は上国幅が4.5m以上の大溝で，埋土から多量の土師器・須恵

器が出土している。 1. II層から 6世紀後半の須恵器杯 ・壷 ・椀， 1II. N層から 5世紀前半の

土師器査 ・察・高杯・ミニチュア土器が出土している。他の溝跡の時期は出土土器より， S 0 

404が5世紀前半， S0101・S0102・SD108・S0402が6世紀後半-7世紀前半と考えられる。
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平安~鎌倉時代の遺構は井戸跡・土壌・溝跡・柱穴がある。井戸跡は 4基で11区・ 12区に存

在する。平面が円形もしくはほほ‘円形で，すべて素掘りで井戸枠等は出土していない。 SE112

・SE202の2基が二段掘りである。遺物は土師器小皿・杯，瓦器椀，黒色土器椀，須恵器察，

青磁，鉄鎌，滑石製品が出土している。これらの出土遺物から井戸跡の時期はSE112・SE202

が10世紀前半， SE116が11世紀前半と考えられる。

土墳は 7基あり 11区・ 12区に存在する。平面が楕円形・不整形で性格の不明なものが多い。

SK120は土壌墓の可能性がある。遺物は土師器小皿・杯・椀，黒色土器椀，白磁，石製模造鏡

が出土している。これらの遺物から土壌の時期はSK120・SK205が10世紀前半， SK204・SK

K207が12世紀前半と考えられる。 SK115・SK203・SK208は土師器や白磁の小破片しか出土し

ていないため時期が明確で、ない。

溝跡は 7条あり， 11区・ 13区に存在する。 11区に存在する 4条の溝跡のうちSD103は東西に

走り， SD104・SD105・SD106の3条は隣接しており南北に走る。 13区に存在する 3条の溝跡

は不規則に蛇行しており，旧河川の可能性がある。遺物はSD103-SD106の埋土から土師器杯，

土師器土器鍋，白磁椀が出土している。これらは11世紀代のものと考えられるが小破片のため

明確で、ない。 SD307からは瓦質土器鉢が出土しており， 13世紀以降と考えられる。

今回報告した11区-14区は，広範囲な尾崎土生遺跡のほんの一部分にしかすぎない。狭い範

囲の調査ではあったが，弥生時代から鎌倉時代にかけての多くの遺構・遺物を検出している。

今回報告した11区-14区と昭和56年度に発掘調査した 1区-10区の調査結果により尾崎土生遺

跡の性格を知るうえでの多くの資料が得られている。今後の課題として 1区-10区の調査報

告とともに遺跡の各時代ごとの性格の解明および，各時代の遺物の分類愛理を行なう必要があ

る。

註

1 .県営園場整備事業に伴い神埼町教育委員会が調査。 報告書未刊。
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図版 I
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図版 11

川寄吉原遺跡
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図版 111

尾崎土生遺跡
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